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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　人の一生で心しん臓ぞうが鼓こ動どうする回数は決まっているという説がある。

　平へい均きんで二十億回、心臓が鼓動したら天てん寿じゆに至いたる。鼓動が速い小さな動物はだからこそ短命で、ゆっくり脈みやく打うつ大きな動物は長命であるとか。

　生き物はすべてシステマティックで機能的。生命を刻きざむ心臓というポンプが二十億回稼か働どうし、壊こわれると共に命が終了するのだと聞けば、なんとなく納なつ得とくするが。

　本当のところ、それは──噓うそである。

　人の一生は「死神」が管理している。鼓動回数は無関係だ。







　死神世界の春──。

　入学式の日である。

　死神養成高等学校の大きな門が、いままさに閉まろうとしていた。

「……無理だ。ここは俺にまかせておまえは先に行け」

　学校に向かって、てくてくと歩いていた八や坂さかは、拳こぶしを握にぎりしめてほぼ棒読み口く調ちようでそう言った。

　だらっとした口調に、だらっとした立ち姿が、八坂のやる気のなさを物語っている。

　見た目年ねん齢れいは十七歳前後。少しだけ色の抜けた髪かみが風になびいている。切れ長の双そう眸ぼうが真しん紅くに光る。

　この赤い目は、死神の証あかしだ。

　黒に白のラインが入ったロングジャケットにスラックスという、死神養成高等学校の制服は、手足の長い、均きん整せいの取れた八坂のスタイルによく映はえた。

「八坂、なんだその台詞セリフは。死し亡ぼうフラグでも立てたつもりか？」

　八坂の隣を歩く、制服姿の長身のイケメンがわずかに目を細め、そう返す。

　彼の名は波なみ坂さか。高く通った鼻び梁りように薄い唇くちびる。つり目気味のきつい双眸も八坂同様、赤い死神のそれである。

　──死神にも死亡フラグって立つのか？

「走るの面倒だし。入学式なんて遅ち刻こくしても困ることないだろ。普通の授業なら先生の話が聞けなくて困るってこともあるかもだけど……。だからここで走る労力が無む駄だ。でも波坂は俺につきあう必要ないから、走りたいなら、走ればいい」

　真っ正面には、高い時と計けい塔とうを据すえた蔦つたの這はう石造りの校こう舎しやが見える。するすると閉まりつつある門もん扉ぴの両りよう端たんに立っている黒いスーツ姿の男性は、おそらく教師なのだろう。

「なるほど。なら仕方ないな」

　波坂がにっこりと笑った。

　そして──。

「って、なんでさりげなく俺をお姫様抱だっこしようとする。ちょっ……やめろっ」

　八坂の身体からだがふわっと宙に浮いた。

　波坂が八坂を抱かかえ上げたのだ。

　死神は重力ではなく浮ふ力りよくを持っている。浮かぶことはたやすい。なので体格のいい男同士でお姫様抱っこもたやすい。

「なんだ？　おまえが走りたくないと言うから、心優しいこの俺がわざわざ運んでやろうとしてるんだろ」

「だからって姫抱きにする必要はまったくないだろ」

　頰ほおを引き攣つらせて八坂が言う。

「嫌いやが………、人の厚こう意いは素す直なおに受け取るべきだぞ」

「いま嫌がらせって言おうとしたよな」

　波坂はいつもこうだ。

　物事にあまり動じない八坂が焦あせったり困ったり、感情を見せることに全力を注そそいでいる。

「知ってるか？　サディストっていうんだ。おまえみたいな奴のこと」

「まさか。俺はどちらかといえば尽つくして愛めでるタイプだ」

　波坂はまたにこりと笑みを浮かべる。

　──その尽くして愛でるって言っちゃうあたりが『ホンモノ』っぽいんだよなぁ。

　八坂は胸きよう中ちゆうで独ひとり言ごちた。
















「さて、急がないと本当に遅刻するな」

　波坂は、今度こそ八坂を抱え上げて走りだした。

　八坂の視界がぶんぶんと上下に揺ゆれる。

　殴なぐりつけて、抱ほう擁ようを振りほどくこともできるのだが──面倒だからやめた。

　──まあいいか。自分で走るより楽だし。

「……もう好きにしてくれ」

　諦あきらめた八坂が素直に波坂の首にしがみつこうとすると、波坂はピタリと動きを止め、門の手前で八坂を地面に下ろした。いや、投げ捨てたと言ったほうが正しい。

「いてっ、最後まで運ばないのかよ」

「運ばない。抵てい抗こうされないと意味がないだろう」

　そう言うと波坂は興味を失ったように前を向いた。

「はあ……」

　──やっぱこいつちょっと歪ゆがんでる。

　八坂は嘆たん息そくし、肩かたをすくめた。




　二人はともに死神であり、これから死神養成高等学校に入学する生徒である。

　しかし彼らは、死神というものがどういうものなのか、全くもって理解していないのだった。

　八坂は、気づいたらいまと同じ体たい軀くと能力で「ここ」にいた。

　波坂もだ。

　この二人だけの話ではなく、周囲の誰だれもが、いつ、どうやってこの「天てん界かい」に自分たちが生じたのか、記き憶おくが一いつ切さいないのだ。

　ただ自分たちが未み熟じゆくな、なんらかの「神」であり、これから知識と技術を深めなくてはならないという、それだけはどういうわけかわかっていた。

　天界で暮くらしているうちに、目が赤く変色していった者たちは「死神」としての適てき性せいありと判断され、死神養成高等学校死神科に入学する。

　そこで三年間、死神としてのスキルを学び、高めていくことになる。

　ちなみに他には「天てん国ごく科か」と「地じ獄ごく科か」があり、科によって所しよ属ぞく生徒たちの傾けい向こうがあった。「天国科」は貴き族ぞく的てきな佇たたずまいの者が多く、「地獄科」は荒あらっぽく短気だが根はいい奴が多数所属している。

　そうして「死神科」は──変人とエリートが多いのだ。




　門の脇わきにいる教師たちが、ちらりと時計塔を見上げる。あと少しで九時になる。

　八坂と波坂はゆっくり歩いて校門をくぐり抜けた。

　校内に入ったところで、校舎から鐘かねの音ねが聞こえてくる。

　背後でカシャリと音が響ひびく。

　格こう子し状の金属の巨大な門扉が閉まったのだ。

　ふと、二人の足もとに影が差す。

　何か大きなものが頭上を過よぎっていった。ばさぁっという翼つばさが風を切る音に、二人は振り返り、空を見上げた。

「──天てん馬ま!?」

　八坂はぽかんと口を開けた。

　羽の生はえた白はく馬ばの馬上に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美び貌ぼうの主ぬしが乗っている。しかも周囲に天使が集つどい、天を飛ひ翔しようする制服姿の彼のまわりにひっきりなしに薔ば薇らの花びらを散らしていた。

　西洋の宗教画のような光景だった。

　金色の長ちよう髪はつをきらきらとなびかせ、高い部分に校こう章しようが掲かかげられたアーチ型の門を飛び越えた彼は、八坂たちのすぐ側そばに着地する。

　優美な仕草で天馬から下り、華はなやかな笑顔つきで、つぶやいた。

「ふぅ。ワタシ、入学式に遅刻など許さないデス」

　微び妙みようにイントネーションがおかしいカタコトだ。

「ええ。ファニエルさま。ファニエルさまが遅刻をするなどあり得ません。大天使ミカエルさまの血を受け継つぐ者として、許されません。間に合ってようございました。あ──御お髪ぐしが乱れております。少しお待ちを」

　天使たちが彼を取り囲み、ぱたぱたと髪かみや衣服を整える。

「ん」

　軽く顎あごを上げ、天使たちの奉ほう仕しに身をまかせるその姿は貴族的であり、どう見ても「天国科」の生徒だ。

「きみたちも入学式？　式はドッチ？」

　澄すんだ蒼あおい目を瞬しばたたかせ、小首を傾かしげて八坂たちに尋たずねる。

「どっちって……。波坂、天国科の入学式って、俺らと同じ講こう堂どうだっけ？」

「その程度のことも聞かないとならないとは、八坂の記憶容量は少ないな。俺が拡かく張ちようしてやろうか？」

「結構です。記憶容量の少ない俺のためにさっさと教えてください」

　波坂の長なが口こう上じようはすべて受け流す八坂だった。

「各科ごとに校舎の棟とうも講堂も違うはずだ。自分の科の校舎の廊ろう下かに貼はりだされてるクラス確認して、そこで担たん任にんの話聞いてから、入学式参加だ」

「ってことは、あっちだな。向かって右側の棟ですよ」

　天国科の方向を指さす。

「ん、アリガトゴザイマス」

　軽かろやかに答え、ファニエルは天国科の棟へと歩いていった。

　彼の数歩後ろには、籠かごに薔薇の花びらを盛もった天使がふわふわと浮かんでおり、頻ひん繁ぱんにそれを撒まき散らす。ファニエルが去っていったあとには薔薇の香りが漂ただよい、花びらが軌き跡せきとして線になって残っている。

「うおおおおおお！　遅刻じゃああああ!!　しまったあああ！　入れろぉぉぉぉ!!」

　一方、間に合わなかった一いち群ぐんが、閉じた門扉にしがみつき、ガシャガシャと揺らして叫さけんでいる。

　向こう側の景色は、門扉の模も様ようである格子の枠わくで分断されて見える。ツンツンと立てた髪が赤かったり緑だったりで、耳にこれでもかというくらいピアスをつけている。わかりやすいくらいに「地獄科」の連中だ。

　教師たちは重たいため息を漏もらし、

「遅刻理由は」

　と門扉越しに質問をする。

「途中で捨て猫ねこ拾っちまったんだよおおお！　そんなの置いてけねぇだろう!!」

　いかにも「地獄科」の人間らしい訴うつたえをする彼らを背にして、八坂と波坂は、マイペースな足取りで「死神科」の校舎へと向かうのだった。
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　貼りだされた名めい簿ぼでクラスを確認する。八坂と波坂はクラスが別々になってしまった。

「クラスは別……か。おまえの一番側にいられないとあっては、おまえが苦しみ泣き叫び、のた打ち回る姿を見る機会が減るな」

　残念そうに言う波坂に、八坂は苦笑する。

「泣かねーよ……」

「よし。誓ちかいを立ててくれ」

「なんのだよ」

　嫌な予感がする。

「いいか。おまえが何かに巻き込まれそうになったり、ピンチになったりしたら必ず俺に教えろ。録ろく画が機器を持って駆かけつける」

「遠えん慮りよするわ」

　──こいつなら本当にやりかねん。

　真顔で告げる波坂を見て、八坂はため息をついた。

　気づけば廊下のあちこちから、八坂と波坂に視線が集まっている。

　二人とも整った容姿で耳じ目もくを集めることが多い。その二人のあいだで意味深な会話が飛び交かうとなれば尚なお更さらだ。

　入学早々、こんな形で注目を浴あびてしまうとは……。

　とにかく早く波坂を振り切りたくて、急いで教室のドアを開ける。

　途と端たん、何やらふよんとした物体とぶつかってしまう。

　ピンク色をしたウェーブのある髪。丸い顔に細い目とちょこんとした鼻。触さわり心地ごこちではなく、あきらかに「ぶつかり心地」のいいマシュマロ風ボディを制服で包んだ、ぽっちゃり系菩ぼ薩さつ顔男子であった。見ただけで癒いやされそうという、福々しさだ。

「わ。すみません。ドア前ふさいじゃって」

　焦り顔でおろおろと言う、その声もまた可か愛わいらしい。

「いや。ちゃんと前見ないでいた俺が悪いし。こっちこそ。ごめん」

　謝罪したら、相手は笑顔で自じ己こ紹しよう介かいをした。

「はじめまして。ぼく、春日かすがです。春の日と書いて『春日』です」

「ああ、俺は八坂。だけど……あれ、ここって死神科だよな？」

　春日の見た目はどう見ても「天国科」だ。天国科かつ仏ぶつ陀だや釈しや迦かのおつき候補生に最適だ。

「そうですよ。おっしゃりたいことはわかります。ぼくが死神に見えないので不ふ思し議ぎに思ったんですね？　でも……目が細いから見づらいかもしれませんが、ぼくも赤目なんで……」

　下から掬すくい上げるようにして見上げて、気弱な笑いで言う。

　覗のぞき込んで近づいてみると、たしかに目は赤い。

「天国科のほうが向いてるって、みんなに言われてます。たぶん成績はビリで、ぎりぎりで死神科にすべり込んだんですよ。赤目になったのもつい先月だし……だけどぼく、ずっと死神に憧あこがれてたから」

　困った顔でそう続け、ほよんと笑った。

　──死神って憧れるようなものなのか？

　死神は、エリートたちがなる役職だと言われているのは知っている。けれど八坂にはまだピンとこない。

　むしろ波坂の印いん象しようのせいか、死神＝変へん態たいのイメージが強い。そのため八坂は、自分の目が赤く染まり死神科に所属が決まったとき、心底、落らく胆たんした。

「そうか。俺は地獄科志望だったんだけどな。友だちも地獄科に振り分けられた奴が多いし、地獄科が向いてると思ってたのに、なんでか赤目になっちまって……」

　波坂が赤目に変じたのを見た直後の八坂は「自分は死神にだけはなるまい。波坂と離れられば何よりだし……」と願った。

　しかし気づけば八坂もまた、赤目の死神になってしまったのだった。

　正直、やれやれ……と思っている。

「はい。八坂さんは有名です。今年の死神はすごい人たちが多いって、先生や先せん輩ぱいが期待を寄せてるって。その今年の学年トップ候補の八坂さんと、入学早々お話しできるなんて、なんだか光栄です」

「え？　期待？　そんなんじゃねーよ。別の奴と間違ってない？」

「いえいえ。エリートなことで有名な、死神の神楽かぐら木ぎさんが特別に目をかけているっていう話も聞いてますよ、八坂さんはぜひとも死神科に欲しいって、ずっと狙ねらってたんだそうです」

　小さくて細い赤目がキラッと輝いた。春日の小鼻がふんっと膨ふくらむ。

　神楽木については、八坂も知っている。

　死神の中でもトップクラスの成績を誇ほこり、数あま多たの人間の魂たましいを狩かり取って、あっというまに死神界の頂点に上のぼり詰め──いまは管かん理り職しよくの座についている男だ。

　もし八坂や波坂が無事に死神になったら、神楽木は八坂たちの上司になる。しかもかなり上の役職の上司だ。

「神楽木さんとは入学試験の面接で会った程度なのに……」

「でもそれで目をかけられたなら、何かあったんじゃないんですか？」

「……そのときに窓が開いてて、風で飛んだ書類を咄とつ嗟さに受け取って返した気もするけど……そんなの普通のことだろ？　飛んでたら受け止めるよね。勘かん違ちがいじゃねぇ？」

「ぼく、死神オタクなんで。ぼくの調査に間違いはないですっ」

「死神オタクなんだ。自分も死神なのに？」

　それって自分大好きってこと？

　見た目は癒やし系だし、ぶつかってもふわわんとした弾だん力りよくがあって心地いいけれど──死神科に振り分けられているということは、春日も、大なり小なり「変人」枠わくなのかもしれない。

「ところで……八坂くん。さっきからずっとなんかいるんですけど、大丈夫ですか？」

「なんかって？」

「あの……後ろに……」

　春日に言われ、振り返る。

　背後では、廊下で別れたはずの波坂が、教室のドアを薄うすく開け、張りつくようにして八坂と春日を凝ぎよう視ししている。隠かくれているつもりなのかもしれないが、まったく隠れられていない。

「こっちを見ているんですが……お友だちですか？」

「いや赤の他人。初めて見たよ、あんな奴」

　八坂の言葉に、波坂が背後で納得したようにつぶやいている。

「なるほど、そういうプレイか。嫌きらいではない」

「なんなんだよ、おまえは！　ＳなのかＭなのかハッキリしろ！」

　思わず波坂を詰なじってしまった八坂だった。

「あはは。面おも白しろい方ですね」

　春日が笑ってくれているのが、唯ゆい一いつの救いだ……。

「悪い。気にしないでくれ。あいつはああいう病気なんだ」

　八坂は額ひたいに指を当て、うつむく。

「なるほど。変態なんですね」

　それで納得するのもどうかと思うのだが。それ以外に波坂をうまく説明できる気がしない。

　春日がふよんとうなずいて、二に重じゆう顎あごがたぷんと震ふるえた。

　引き攣った笑みを浮かべ、八坂は、波坂から視線をそらす。チャイムが鳴れば自分の教室に行かざるを得ないから、あともう少し待てば波坂は視界から消える。たぶん。

　が──。

「危ないノデスヨ。きみ、そこをおどきになるのですよー」

　カタコトの美声が響いた。

　天使たちが舞い下りて、ドアに張りついていた波坂の後ろ首をつかまえながらふわふわと飛翔し、どこかへ連れ去ってしまう。別の天使たちが撒いた大量の花びらが空中に降り注そそぎ、ドアがぱこーんと勢いよく開いた。

　赤い絨じゆう毯たんがドアから教室に向かいぴろぴろと長く敷しかれ、その絨毯を一歩一歩踏ふみしめてファニエルが入室する。

　クラス中のみんなが無言になり、突然、出現した「天国絵図」に目を丸くして固まった。

　八坂もだ。

「きみ、さっき間違って教えたのデス。ワタシの教室はここよ！」

　ファニエルが八坂を見て、胸むねを張ってそう告げる。

「え？　だってきみ、どう見ても天国科じゃ……。目だって蒼いし」

「特別な留学生デス！　代々、大天使を継けい承しようしてきました我わが一族ですが、兄が大天使を受け継ぐのは決まってるので、ワタシは死神になりたいと思ったのデス！　前例がなく揉もめましたが、そこは金と権けん威いの力にモノを言わせたのデス！　天国の沙さ汰たも金次し第だい！」
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　従者なのか、白い燕えん尾び服ふくの男たちが、廊下から机と椅い子すのセットを教室内へと運び入れる。象ぞう眼がん細ざい工くを施ほどこされた、クラシックで美しいひと揃そろいである。

　教室中央に机と椅子を置き、ファニエルのために椅子を引く。

「ん」

　ファニエルは小さくうなずき、椅子に座った。

「ワタシが遅刻なんて、大変なことになるトコダッタヨ！　気をつけないとデス」

　眉み間けんにしわを刻きざみ、憂うれうようにそうつぶやいて嘆息する。金の髪がさらりと流れる。

　たかが遅刻程度でそこまで大おお仰ぎようにため息をつかずとも……と思うけれど。

　──大天使の血筋って、遅刻ひとつ許されないんだなぁ。

　いろいろと背負うものが多いのかもしれない。遅刻なんて「名家の名折れ」みたいな？

「本当ですよ。ファニエルさまがお式に間に合わないなんてことになったら、ミカエルさまが『大天使の一族に恥はじをかかせるとはどういうつもりですか』って、この学校を破は壊かいしちゃうところでしたよ。危ない危ない」

　天使たちがファニエルの周囲をはたはたと舞いながら、そう言った。

　──大変なことって、そっちなのか。

「……まさかのぼくたちのほうが大変な目に遭う系なんですね」

　春日がおののいたように小声で言う。

「ファニエルさまに何かあれば、まわりに天てん罰ばつがくだりますので。充じゆう分ぶんにご配はい慮りよくださいね」

「ん」

「堕だ天てんの一族からの刺し客かくが紛まぎれている可能性もあります。天使と悪あく魔まの戦いには終わりはないのです。どうぞ、くれぐれも堕天などされませんように。ファニエルさまには、天使の末まつ裔えいとしてのお立場もございます。死神になるのだとしても、清きよく正しい死神としての道を……」

　くどくどくどくど。

　長なが台詞ゼリフが続くのを、ファニエルはあからさまに右から左へと聞き流している。

　そんなファニエルのまわりで、天使たちが周囲を注意深くチェックしている。天使とは思えないような鋭いまなざしで、生徒たちを舐なめ回すように凝視しては「ふっ」と鼻で笑って離れたり……。

　かなり失礼だ。

　ぶんぶん飛んで回る天使たちのその異様さに、ファニエルの周囲三メートルから、ざっと人が退ひいた。

　八坂と春日も、ファニエルから離れ、自分たちの席へと着いたのだった。







　担任教師の簡単な説明のあと、クラスでまとまって、入学式のために講堂へ向かう。

　全校生徒が集まり、壇だん上じようで、校長が挨あい拶さつを述のべる。

　春の訪おとずれと新入生たちの入学を寿ことほぐ言葉のあとで、

「続いて新入生代表の挨拶です。新入生代表、死神科、み……」

　そこまで言ったとき、壇上に生徒が颯さつ爽そうと登場する。

　カツカツカツ。

　足音高く、きびきびとステージ中央に歩いていく。

　黒い髪に秀ひいでた額。細ほそ面おもての、やや神経質そうな整った顔だちに眼鏡めがねをかけている。制服の上に白衣を着ている。

　くるりとターンし、校長からマイクを奪い取る。白衣の裾すそが翻ひるがえる。

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡のブリッジを指で押し上げた。

「チッチッチッ……」

　ひとさし指を立てて、左右に揺らし舌したを鳴らした。マイクがその音を拾い、講堂に「チッチッチッ」が響き渡る。

「死神とは人の魂を見届け、狩り、管理する者。ではそもそも死神とは何か？　死を扱あつかう神が己おのれを高め、突き進めばどうなるのか？　そう！　僕ぼくは死神科代表などではない。むしろ僕は死神ではなく『生き神』と呼ばれたい。死を経へて、生に気づく。そこまで自分を高めることが我が使命。死神という言葉でこの僕を縛しばることなどできはしない！　僕は初代『生き神』科代表にして唯ゆい一いつ無む二にの、ラボメンナンバーゼロワン」

　いきなり語りだした。

　手はずが違ったらしく、司会進行役が慌あわてている。

「生徒起立！」

　遅れて指示を出され、立ち上がった生徒たちを見下ろし、白衣の生徒が両手を広げる。

「愚ぐ民みんたち。いや、立つ必要はない。むしろこの僕という存在に恐おそれおののき、跪ひざまずけ！！！　ア────ハッハッハ！！！」

　哄こう笑しよう。

「あえて言おう。僕には名乗る名がない。やがて『生き神』へと到とう達たつし得る唯一の存在だからこそ、機き関かんにより『名を剝はく奪だつされた者』。そう、ノーネームメェン。どうしても僕に名をつけるというのなら『生き神』と呼んでくれ。それが僕にふさわしい」

　ざわざわと生徒たちがどよめいた。

　生き神？

　聞き間違いだろうか。

　もしかして池いけ上がみって名乗っただけか？

「機関に追われているので時間がない。手短にいこう。つまり、今日の良き日、僕らは揃って入学した。問おう！　きみらの心に、何が灯ともっている？」

　ぐるりと講堂の生徒たちを見渡した。

　──何がって……。

「そう……それだ！　いまきみが思ったそれを、ずっと心に灯し続けろ！」
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　──何をだ!?

「The true blaze from no name!!」

　高らかになぜか英語を叫び（意味不明）、彼は虚こ空くうを睨にらみ据えて（何もいない）、身を翻して壇上から走り下りた。

　講堂の中央を笑いながら走り抜ける彼の白衣がひらひらと揺れていた。

「……以上、新入生代表挨拶でした」

　司会進行役が、気を取り直したようにそう言った。

　新入生代表に選ばれたということは、先ほどの『生き神？』が入学試験の成績トップだったということになるが……。

　──死神に変人が多いって本当だったみたいだ。

　なんだか前ぜん途と多た難なんな新学期の始まりだと、八坂は呆ぼう然ぜんと、天を仰あおいだ。

「それではこのあとすぐに、一年生の生徒会役員総選挙を行います。自じ薦せん他た薦せんを問いません。投票用紙に名前を明記してから、各自クラスに戻ってください。役員の投票結果は明日の朝に発表されます。また、明日には部活動選せん択たくを行うので、クラスで配布される部活動リストをよく読んでおいてください。当校は、生徒の皆みなさんに校外活動を推すい奨しようしています。学業以外に、仲間と所属し放課後に活動する、部活動もしくは生徒会活動が必ひつ須すとなっています。各自『所属する喜び』を全まつとうすべしの精神を培つちかっていただきたい」

　司会者がこのあとの注意事じ項こうを伝える。

　この学校には、各専科、各学年に『学年代表生徒会』とされる組そ織しきがあるらしい。一年生はまだ互いの性格も何もわからない入学式当日に、選挙制で生徒会役員が決定されるというのだから、変わっている。

　そのため一年時の『代表生徒会』は、顔や個性で選出される一種の人気投票、もしくは盛せい大だいな一発ギャグという特とく殊しゆなメンバーになりがちとのことだった。

　八坂も、講堂から出るときに用紙を渡され、特に何も考えずに、今日一日で、印象に残った死神たちを記載していく。




　生徒会長　　　　池上？　生き神さま。またの名を名前を剝奪された者。

　生徒会副会長

　会計　　　　　　ファニエル

　書記　　　　　　波坂

　監かん査さ　　　　　　春日




　会長に推おした、白衣の死神の名前はわからなかったが、こう書けば誰のことかは伝わるだろう。副会長の欄らんを空白にしたのは、特に意味はない。名前を書けるほど知っている死神がいなかったというだけだ。

　そしてその日、八坂は、自分はどこの部活動に入るかだけを考え、波坂にからまれながら、いつものように帰宅したのだった。
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「……で、なんで俺が生徒会副会長なんだ？」

　明けて翌よく日じつ──。

　生徒会役員の選挙結果を知った八坂は、自分が「生徒会副会長」になっていることを知り、つぶやいたのだった。

　会長は圧倒的な支持を受け新入生代表の自称『生き神』が──そして副会長はやはり、大差をつけて八坂が得票していた。

　会計はファニエル。書記に波坂。監査は春日。

「今年の生徒会は本命を通り越して鉄てつ板ぱんで、オッズも低く盛り上がりに欠けましたな」

　担任教師がするっと生き真ま面じ目めな顔で、わりと聞き捨てならないことを言う。

　賭かけてたのか!?

「オッズってなんですか先生」

「いやいやいや。まあまあまあ。だってきみ、あの神楽木さんが期待してる今年のホープっていう噂うわさだからね」

「その噂、俺は知らないんですが」

　春日も言っていたが。

「きみ以外の死神はほとんど知ってる噂なのに」

　不ふ審しんに思い眉まゆを顰ひそめる八坂を哀あわれむようにして、担任教師が言う。

「ああ。きみ……まともな友だちいないからね。だから噂ひとつ教えてもらえないんだよ。かわいそうにねぇ」

　担任がハンカチを取りだし、目を押さえた。ほろりと泣いている。

　──かわいそうがられた!?

　しかし、反論はできなかった。

　言われてみれば、波坂が始終つきまとっているせいで、八坂にはまともな友だちがいなかったのである。

「俺だって……と、友だちがいないわけじゃない、じ、地獄科にはけっこう友だちいますから」

「地獄科の奴らは、かわいそうなものには目がないから……。捨てられた子犬とか捨てられた子猫とか怪け我がをして飛べなくなった小鳥とか、大好きだからね。彼ら。本能的にそういうの見ると、持ってるパンとか食べ物与えて、うちに連れて帰っちゃうから。雨の日に傘かささしかけたりね」

　するっと視線をはずされた。

　地獄科のみんなは八坂の友だちだと信じていたのに。

　もしかしたら八坂は地獄科の面々に「捨てられた子死神」として、餌え付づけされていただけ疑ぎ惑わくが。

　ショックだった……。







　そうして八坂は、腑ふに落ちないまま、昼休みに生徒会室へ連れていかれたのである。

　机の上には、何やら確認して割り振らなければならない書類をまとめたファイルの束たばが積み上げられていた。

　これを今から片付けなければならないとなると、頭が痛い。やりたくない

「クラスが違ったのは納得いかないが、生徒会で一緒になれるなら良しとしよう。これから三年のあいだに、どれだけたくさんの八坂の恥はずかしい姿を記録できるか楽しみだな」

　録音機器の手入れをしながら微笑ほほえんでいる波坂は放置。

「僕は剝奪された名を持つ者」

　白衣の生徒会長がパラパラと書類ファイルを捲めくってから、おもむろに決めポーズを取っているのも、スルーする。

「呼びづらいから仮名として池上って呼ぶことにさせてくれ。俺は八坂だ。よろしく」

　学年代表生徒会室は、教室ひとクラスと同じ広さがあった。

　なのにとても狭せまく感じられるのは、ファニエルが引き連れている天使たちと従者たちのせいである。今日もまた薔薇色の頰をした天使が、警けい戒かい態勢で、ファニエルの側に近づく者にガンをつけている。

　愛くるしい顔と見た目なのに、天使たちの眼光の鋭さは敏びん腕わんスナイパーのそれである。

「ファニエル、この天使たちどうにかならないかな。なんか居い心地ごこちが悪いっていうか、見張られてる感じがしてとても……」

　天使たちが一いつ斉せいに八坂を見た。

　どう見ても、小型で敏びん捷しような肉にく食しよく獣じゆうの目だ。獲え物ものを見定め、集団で襲おそいかかり、絶対にこちらの息の根を止めてくるに違いない。天使って怖い。

　緊張が部屋を走り抜ける。

「……やっぱ、いいわ。天使たちはいてもいい」

「ん」

　ファニエルが鷹おう揚ようにうなずく。

　ファニエルはちょうどフルコースの食事を終えたところだ。ナプキンで口を拭ふくファニエルはとても優美だ。従者は食器を下げ、食後のデザートとお茶を銀のワゴンに載のせてしずしずと運んでくる。

「ワタシが会計というのは不思議デス。会長になるものだとばかり」

「ファニエルさまは留学生だからじゃないでしょうか。あまりにも家いえ柄がらがご立りつ派ぱすぎるので、逆に会長職をおまかせするとご家業に支し障しようがあるのではとか、無ぶ礼れいなのかもとか、ためらうところが多かったのかもしれません。ぼくもそのへんが曖あい昧まいだから、ファニエルさまの投票について遠えん慮りよしてしまいましたもん」

　春日がフォローしている。

「そうなの？　春日」

「はい」

「じゃあ仕方ないデス」

　春日は──この生徒会の良心だった。

　あっというまにファニエルを扱うツボを押さえ、波坂の妙な威い圧あつを笑顔で受け流す技わざも身につけた。

「……ああ。機関が僕の存在を嗅かぎつけたようだ。逃げなくては！」

　見えない敵の気配を勝手に察知し、立ち去ろうとする池上の白衣もしっかりとつかむ。

「会長。機関はまだここを見つけてません。いまクラスに戻るのは逆に危ない」

　池上は春日の反応に、ノリノリだ。

「むっ。おまえもまた機関の存在を知っている者……だと!?」

「生徒会役員は全員がなんらかの機関を知っている者です。生徒会とか部活動とかいう機関はすべて仮の名。信じてください。ぼくたちはみんな会長の味方ですから」

「くっ。そうか。そのせいで僕は今け朝さからずっと波動を感じていたのか。こんなに身近に同じ波動の者が集まるとは……何かが……起きるかもしれない」

　池上の眼鏡の奥の双眸が、瞬いた。

「ははっ……。何も起きないで欲しいですね」

　春日が強こわばった笑みつきで応じた。

　語り合う二人に、八坂が割って入る。このままでは一いつ向こうに生徒会の仕事が始まらなさそうだ。

「池上会長、この束になってるファイルについて、誰が何をするのかだけ決めときたいんだが」

　──どうせ仕事にはならないメンバーなんだから、やるのは、俺と春日の二人になりそうだな。

　八坂は、生徒会のメンバーをあなどっていた。

　だから「聞いたところで仕方ないだろうな」と思いながら、机の上に山積みになっているファイルを手に取った。

　しかし──。

「ああ。一年の代表生徒会の今期予算は、現在の日本円で五億六千万。去年の予算案より削けずられているが計算してみたところ、それは昨年度のデータとつきあわせての正当な収支決算の結果だ。今期は昨年度より死神科の生徒数そのものが少ない」

　予想外に池上が明めい晰せきな返事を寄よ越こした。

「え……。いつのまにチェックしてたんですか？」

「さっき見た」

「さっきって……池上会長、パラパラってファイル捲ってただけですよね？」

「それだけ見れば充分だろう？」

　驚く八坂に対して、池上は「何を言っているのだ、こいつは」と不思議そうな顔で言う。

　──すごい。実は池上会長って、有能!?

　入試トップで新入生代表に選ばれただけはあるのかもしれない。これなら、生徒会の仕事も楽に進められそうだ。

　池上が続ける。

「だが、今期の新しん規き部活動の増加数によっては、予算をあと三千万くらい上げてもらうよう学校側に交こう渉しようする余地はある。予算分配の仮かり組ぐみについてはさっきそこにメモを書いて、ファイルに挟はさんでおいたぞ!!」

　八坂同様、驚いた顔になっている春日が、確認するようにファイルを開く。

　一番最初の頁ページから、前ぜん衛えい的てきな象しよう形けい文も字じが書かれたノートの切れ端はしがはらりと零こぼれた。

「池上会長。……読めません」

「当たり前だ。たやすく読まれては機関の者に悟さとられてしまうではないか。フーッハッハッハ……」

　──有能だけど、やっぱりちょっとズレてる……。

　春日が脱だつ力りよくしている。

「うう……右手が……発動する。やはり同じ波動の者同士が集まると、目め眩まいがっ」

　そして有能な「綺き麗れいな池上」は、三分と保もたないようだった。

　額を細い指先で押さえ、ゆらりとふらついて戯ざれ言ごとを口にする。

「閃せん輝き暗あん点てんの発動ですね。マグレインオーラです。少し横になっていてください。あなたは昨日今日で力を使いすぎたんだ」

　春日が即そく座ざに言い返した。

　つまり、それって単に片へん頭ず痛つうの前ぜん兆ちよう現象では……。なんとなくかっこいい漢字の並びだけれど。

　池上が素す直なおにソファに横たわった。

「春日が監査で良かった。年末の一回しか監査はいらないって説明されたけど、ずっと来てくれ。頼む。春日」

　八坂は思わず春日の肩をがしっと摑んで頼み込む。

「そんなぁ。ぼく、邪じや魔まじゃないですか？　平へい凡ぼんだしデブだし菩薩顔だし」

「いや。本気で、ずっと側にいてくれ」

　拝おがむ八坂に、

「ぼく、拝まれるのはちょっと。ぼくが菩薩顔だから、そんなふうにするんですか？　ぼくは立派な死神になりたいのに……」

　と、春日が悲しい顔をした。

「いや、違う。すまん」

　謝罪する八坂に、春日が優しい目をして微笑んだ。
















　後光が差して見えたが──それを伝えると傷つけるかもしれないから、ぐっと言葉を吞のみ込む八坂なのだった。







　こうして──死神養成高等学校死神科一年代表生徒会のメンバーが決定し、生徒会活動が始まったのである。
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　八や坂さかの口くち癖ぐせは「やれやれ」だ。

　もういまとなっては口癖ではなく、座ざ右ゆうの銘めいと言ってもいい。

　あらゆることを受け流すのに長たけていて、基本的には、物事に執しゆう着ちやくしない質たちだ。

　だから波なみ坂さかとずっとつるんでこられたのかもしれない。







　放課後──。

　八坂のことを廊ろう下かで待ち受けていた波坂は、駆かけ寄って横おう柄へいに尋たずねる。

「オレのいないあいだに何か困ったことはなかっただろうな。泣いたり嫌いやがったりしてないか？　誰だれかにいじめられたりは……？」

「ねーよ」

　保ほ護ご者しやか親友かという心配の仕方だが、波坂が気にかけているポイントは「自分が八坂の嫌がる姿を、泣き顔を見たい」だけなので、親切なわけではない。

　波坂は感情や気き遣づかいの方向性が斜ななめにズレている。なんというか──ＦＢフエイスブツクやツイッターでみんなが押している「イイネ！」だが、波坂にだけは「で？」という専用の別ボタンがついているという感じ。

　ちなみに──死神は「人の魂たましいを狩かる都つ合ごう上じよう、人の一生や喜き怒ど哀あい楽らくや善ぜん悪あくなどを数値データ化して理解しなくてはならない」ため、人間界とほぼ同じ環かん境きようで過ごしている。携けい帯たい電でん話わやＰＣなどの電子機器含ふくめ、人間界で流は行やっているものは、死神界の面々も、業務の都合上チェックし、嗜たしなんでいるのだった。

　ことに電子機器に関しては、霊れい界かいや天てん界かいというのは電波と馴な染じみがいいため、人間界のみんなが知らないだけで「端たん末まつでうっかり天から神をダウンロードしちゃった」ＰＣなども多々あるので、要注意。

「そういう波坂は、人を困らせてなかっただろうな？　泣かせたり嫌がらせしたりしてないか？　誰かをいじめたりは？」

「するわけないだろう、サディストでもあるまいに」

　心底不ふ思し議ぎそうに波坂が答える。

「そうか……」

「なぜそんなことを聞かれるのか欠片かけらもわからないが……ただちょっと調子に乗っている奴やつを授業で完全論ろん破ぱしたが、八坂の泣き顔でなければ全く意味がないからな」

　不敵に笑う。何をどう突っ込んだらいいのかわからず、困こん惑わくするしかない。

　──とにかく一回、泣き顔を見せたらそれで満足するんじゃ？

「ちょっと待って」

　八坂はポケットからごそごそと目薬を取りだし、目にさす。

　必殺、目薬で泣き顔作成術。

「これでいいか？」

　うるっと涙目になって波坂を見返す。

　波坂は呆あきれたような表情を浮かべている。やはりこれではダメだったか。

　しかし──。

　カシャリ。

「写真は撮とるんだ。本当に変へん態たいだな、おまえは」

　携帯電話を構えて泣き顔の八坂をしっかり写メっている。

「オレは大切な親友が目薬を流す姿をたまたま写真に収めただけで、それを変態などと言われる理由は断じてないが、おまえが撮られるのは嫌だ、恥はずかしいというのであれば甘あまんじてその言葉を受け入れよう」

「なんでドヤ顔なんだ。……やれやれ」

　という一連の流れを傍かたわらでおろおろと眺ながめていた春日かすがが、

「ええと……これを『やれやれ』で終わらせる八坂さん、すごいと思います」

　と感心したように言ったのだった。
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　八坂たちはそのまま三人で生徒会室に向かい、ドアを開ける。

　と──。

　八坂たちの目に飛び込んできたのは、朝にはなかった天てん蓋がいつきの巨大なベッドだった。

　そしてその上に降こう臨りんする、裸はだかに白い布を巻きつけた美の女神。

　足もとには巨大な貝かい殻がら。

　春日がものすごい勢いでドアを閉めた。

　ドアを背にしてパタリと張はりつき、呆ぼう然ぜんとしている。

「……ななななななんで美の女神がいるんですか。いまのあれアフロディテでしたよね。貝殻の上でポーズ取ってましたよね」

「うん。なんか、いた気がするな」

　と八坂。

「オレは八坂のことしか見てなかったから、わからん」

　と波坂。

「この学校は男子校で、教師にも女性がいないんですよ。なのに生徒会室にいきなり半はん裸らの女性とベッドはまずいですっ。どうしよう。先生に見つかったら停てい学がくかも！」

「どうしようったって……」

　部屋に入らないことには、どうにもならない。

　追いだすにしろ、受け入れるにしろ。

　あるいはお手上げになったり投げだしたくなったりして、放置して帰るにしろ。

「だいたいどうしてアフロディテが死神科の生徒会室に。どうやって来たんでしょう？　困った。困った事態です。……ああああ」

　八坂はあわあわ動どう揺ようしまくる春日の肩かたを、ぽむっと軽く叩たたく。

「とりあえず中に入って、女神本人に聞いてみようか。お願いしたら穏おん便びんに立ち去ってくれるかもしれないし」

　それは、あらゆることを受け流し、どうでもいいかと思える八坂ならではの前向きな反応であった。

　そして八坂は、基本は温おん厚こう派はなのである。

「待って。待ってください。いろいろと考えてからにしましょう。心の準備が……」

　春日が眉み間けんにしわを刻きざみ、あわわあわわと手足をばたつかせている。

「無む駄だだ。ここで何をどう考えたところで、急に名案なんて出てくるはずがない。それよりも貴様の特技は頭に手のひらを置いてぽむぽむして、そのぽよぽよした身体からだを弾はずませて人を楽しませることだろう」

　波坂が春日をまっすぐ見つめ、その頭に手を置いてぐりぐりと押しつけた。

「ほーら。弾め。弾んでみろ」

「……波坂。小学生男子みたいなイジメ良くないよ」

　とはいえ、波坂の言っている感覚は八坂にも少しだけわかるのだが。

　春日は「弾ませたい系男子」である。

「そうだな。ところで──この学園に入学し、生徒会役員に選ばれてからわかったことだが」

　春日の頭をぐっと押しつけたまま波坂が言う。

　春日は涙目になって「ううう」と波坂を見返している。

　八坂は、波坂の手をつかみ、春日の頭から下ろさせる。どうせ波坂はこの後、ロクなことは言わないのだろうと経験則で察知し、春日を引き寄せて、自分の背後にかばう。

「オレは春日が困っているのを見てもなんとも思わない。クラスの他の誰に対しても、特に沸わき立つようなことはなかった。教師もだ」

「たった半日で何をしたんだよ……」

「どうも調子が出なくてな……」

　何を反省しているのかわからないが……。

「それで思ったんだが、オレの欲よつ求きゆうは八坂に特化しているのではないだろうか」

　相づちが打ちづらいことを真顔で言われても。

「ということで……責任取って、これからもよろしく頼む」

　にこやかに肩を叩きながら波坂に断言された。

「責任は取らん、めんどくさい」

　断言し返した八坂の耳に響ひびく、靴くつ音おと。

　カツカツカツ。

　颯さつ爽そうと白衣の裾すそを翻ひるがえして歩く──池いけ上がみ会長の登場である。

「……ああ。そうだ。プロジェクトアマテラスは失敗だった。だがそれもすでに折り込み済みだ」

　誰と話しているのか池上は携帯電話を片手に、立ち止まっている八坂たちを無視し、生徒会室のドアをあっさりと開ける。

　止める暇ひまはなかった。

　そして──そこにあるのはやはり先せん刻こくと同じ天蓋つきベッド。

　貝殻の上に白い布をまとわせて立つ半裸の美の女神。

　そこに群むらがる天使たち。

　豪ごう華かなティータイムを楽しんでいるファニエル。

　──ある種、統一感がある。

　八坂はそう思い、感心した。

　生徒会室だと思うと怪け訝げんな風景だが、目に見えるものだけ切り取ると、金きん髪ぱつ美男美女と天使たちの取り合わせなので優ゆう雅がで、眼がん福ぷくだった。

「むっ。──機関の者、だな」

　しかし池上は警けい戒かいを露あらわにし、室内に向かって叫んだ。シュバッと片手で空を切る。白衣の裾が、風を受けた帆はん布ぷのように膨ふくらんだ。

「僕だ。困ったことになった。どうやら僕の居場所が機関に把は握あくされてしまったようだ」

　携帯電話での報告は続行中だ。

　滑かつ舌ぜつがいいので廊下に声が響き渡っている。

　池上の眼鏡めがねのレンズがきらめいた。活いき活いきとしている。

「わかっている。僕は──選ばれたのだ。闇やみに囚とらわれたこの世界で、生きることに取り憑つかれ、飢うえた魂。光の眷けん属ぞくの片割れをいつだって探しているのさ。くっ。僕の第三の目が……ああ……エターナルダークネスシールドッ」

　周囲を歩く生徒たちの目が池上たちに集中する。

　ざわざわと声が聞こえた。

『池上はいいとして、生徒会室の中。なんか……生徒会室に裸の女いねぇ？』

『てゆーか、あれってベッドじゃねぇ？』

『男子校なのに女にベッドって。不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆう……？』

『ぐはっ。うらやま……』

　──うん。とにかくこれ以上、注目を浴あびないほうがいいのだけはわかった。

　八坂の身体が自然と動いていた。池上を蹴けりつけて、部屋へと押し込む。

「くあっ。シールドが破は壊かい……された……だと……？」

　池上が絶ぜつ叫きようして倒れる。

　八坂は流れる動作で、波坂と呆あつ気けに取られている春日を両手で抱かかえ込んで、生徒会室にイン。

　ドアを閉じる。

「そうだ。それもまた折り込み済み。ミッションアルファからベータに移行する。The true blaze──」

　池上は蹴け躓つまずいて床に前のめりに転倒しながらも、携帯電話だけは離さなかった。

　八坂は嘆たん息そくしながら、手を差しだす。

「咄とつ嗟さに蹴ってすみません。説明するより楽かなと思って。他の生徒に、この室内の様子を見られたら問題になりそうだったし……」

「問題ない。シールドの補ほ強きように善ぜん処しよするまでのこと」

　眼鏡のブリッチをくいっと指で押し上げ、池上が八坂の手を握にぎり立ち上がった。

　一いつ貫かんして揺ゆるぎなく、堂々とした態度だった。







　生徒会室に生徒会役員が勢せい揃ぞろい。

　プラス天使の一群とアフロディテ。背景にベッド。

　天使たちは各々楽器を持ち、控ひかえめに音楽を奏かなでている。

「若じやつ干かん、問題点がありそうなので、そこを問い質ただすことから始めたいと思う」

　誰も話しはじめないので、八坂が話を切りだした。

　なぜ──生徒会室に美の女神がいるのか。

「だって西風が吹いたからー、アタシー、西風に連れてこられただけだしー」

　八坂の問いに対してのアフロディテの返答である。

　アフロディテは官かん能のう的てきに白い布を巻きつかせ、笑っている。

「そうなんだ……。西風が吹くと美の女神ビーナスが降臨するんだ。さすがだな。死神科一年生徒会室……。もうこれ、わけわかんねーな」

　お手上げである。

　ビーナス。あるいはアフロディテとも呼ばれる愛と美と性を司つかさどる、ギリシア神話の女神はオリュンポス十二神の一ひと柱はしら。

「風ごときに運ばれるなよ。尻しりの軽い女神め。だいたいパッと見で言ってしまうが、貴様そこまで軽くないだろ。体重は何キロだ？」

「ちょ……波坂。女性に体重を聞くのはタブーだ」

　八坂がたしなめると、波坂が文句を言いたげに眉まゆをつり上げた。

　アフロディテは鷹おう揚ように笑っている。

「審しん美び眼がんのない者の言葉なんてー、アタシには響かないしー。ぷーっ」

　頰ほおを膨らませて、言う。

「なぜ無む駄だに若ぶる……」

「仕方ないしー。美ってのは時代と土地によって価値基準がうつってくからー、いまのアタシはー、美しいって若さとかそーゆーのかなーって。だからー、アタシはー」

　髪かみの毛を指先にくるくると巻きつけながら、くねって言う美の女神に、目め眩まいを覚える八坂だった。

　その一方で、

「むむ。審美眼……とは。僕は邪じや気き眼がんならば、備そなわっている。もしやきみも機関の者……なのかっ。光の眷属。我が半身だとっ？」

　池上が唸うなっている。

「あー、面倒くさくなってきちゃうので池上さん黙だまっててもらえます？　これあげるから。これ……。これで遊んでていいから」

　特に何も考えていない。ポケットに入っていたのはさっき使った目薬。

　もう目薬でいいかと思ったのだ。

　携帯電話ひとつでさんざん楽しく遊んでいるような池上である。

「目薬……？　なぜ」

「これ、邪気眼用目薬です。池上さんにならきっと使いこなせるかなと」

　口くち八はつ丁ちような出任せを述べる。深い意味はない。

「ぼ、僕にそんなに大事なものをくれる……のか……」

　驚きよう愕がくに目を見開き、池上が言った。

「え……ああ、うん」

「天界に生じてのち、永えい劫ごうにも近い月日を孤こ独どくに耐たえて、それを苦とも思ったことはなかった僕だが……そうか。この孤独は、きみと出会うためのものだったのかもしれない。僕は……ものをもらったのが……初めてだ。しかもそれが……選ばれた者にのみ与えられる邪気眼用目薬……」

　ものすごい宝物であるかのように、八坂の差しだした目薬をそうっと両手で包み込んで受け取る。

　──え!?

　若干、胸が痛むような……。

「ごめん。目薬で」

「謝罪などいらぬ。わかっている。これは……尊とうとい！」

「……あの……使用法よく読んで。守ってくださいね」

「ふ。当然だ」

　池上は目薬を持ち、口こう角かくをきゅっと上げて決めポーズを作った。

　そして──黙った。

　きらきらと顔を輝かがやかせて黙っている。

「また……手なずけやがって。八坂はこれだから。無意識で手なずけるんだ。相手が欲しいものをふらっと渡す。本当にタチが悪い。それなのにどうして……オレの願いはかなえてくれないのか。こんなに尽つくしてるのに……」

　波坂がふっと顔を背そむけながら言う。

「波坂、俺の泣き顔はさっきあげたでしょ？」

　あの目薬で、写真を撮らせたばかりじゃないか……。

「介かい護ご老人の昼飯みたいな言い方するな」

　八坂は池上から目薬をひょいと取り上げ、両眼に点眼。

「これでいいだろ。好きなだけ写メっていいから」

　涙目にして、池上に目薬を再び渡し、波坂に告げる。

　すると池上が目薬を受け取ったまま、よろりと揺らめき、後ずさった。

「……なにっ。きみは両眼ともに邪気眼なのか！」

　よけいに面倒なことになった……。

　引き攣つった顔で、周囲を見回す。春日が同情するような顔をしている。

　八坂は額ひたいに手を当て、うつむいてため息を押しだす。

　──やれやれ、だ。







　騒そう々ぞうしい二人の手元に欲しいものが渡り、静かになった生徒会室である。

「ぼく、死神になるにあたっていろいろな神様について調べたんですが。アフロディテさんは生まれてすぐに、彼女に魅みせられた西風に運ばれてキュテラ島に連れていかれて以来、ずっと風に乗ったり波間を漂ただよったりして暮らしているんだそうです。自分で行き先を選んで運ばれてるわけじゃないみたいです」

　春日が小さく挙きよ手しゆして発言する。

　──風の向くままって。どれだけ主体性のない神なんだ？

「ちょっと～、あなた。よく見ると、いい身体してるわねー。アタシには負けるけどー。あん。でも、筋きん肉にくの上に脂し肪ぼうをつけるこの肉質。マニアックな肉だわ。触さわらせてー」

　アフロディテは語る春日を見て、ぎらりと目つきを変えた。

　ギャルな擬ぎ態たいが解とけ、おそらくこちらが素すなのだろう状態に……。

　貝殻から下りてきて、怯ひるむ春日を無視し、ぺたぺたと彼の顎あごや頰や腕うでを触りまくる。

　どういう構こう造ぞうになっているのか、きわどい部分は、常に白い布に覆おおわれている。彼女なりの配はい慮りよか。あるいはそこが女神の力なのか。

「どこのジム使ってるー？　それとも日本の武道系？　柔じゆう道どうとか相撲すもう部屋とかあっちー？　美っていうのは細部に宿るのよね。細さい胞ぼうのひとつひとつがフレッシュな感じで、いいわ～」

「はっ……あ、ありがとうございます……」

　肉感的な半裸女神にぺちぺちとあちこちを触られて、春日は固まっている。

「滑なめらかふわふわだけど芯しんがある。いい肉ね。いい肉だわ～」
















　どんどん「おばちゃん」に近づいてくる。

　肉っていう言い方はどうだろう……。

　しかし、アフロディテのことは春日にまかせるとして──。

「アフロディテはワタシの友だち。西風に運ばれて遊びに来てくれたのデス。嬉うれしいデス」

　八坂は視線を巡めぐらせて、お茶とお茶ちや菓が子しを嗜んでいるファニエルを見た。

「百歩譲ゆずって西風のせいで彼女がここに来たとして。じゃあ、このベッドはなんだ？」

「百歩もユズルのデスか。誰に？　ワタシに？　ええと、このベッドは、ベッドです。必要かなと思って、さっき生徒会の予算で購こう入にゆうしましたね。ワタシ会計ですから！」

「なぜ。いらないだろ。ベッド」

「理由デスカ？　ワタシ、ソファで寝るのは無理だから」

「生徒会室で寝る必要ないよね」

「でも寝てました。会長が。昼休みに。それから、さっきのユズラレた百歩はどうしましょう。ワタシ歩くといいの？　百歩」

「誰にも譲ってねーよ！」

　八坂が大声を出すと、天使たちの音楽が一いつ斉せいに停止し、顔をこちらに向けた。手にした楽器を武器のように掲かかげて、警けい戒かい態勢で八坂を見ている。

　怖い。

「日本語まだわからない。難しいデス」

　ファニエルがしょんぼりしている。

「……ごめん。悪かった」

　そのとき──一いち陣じんの風が、吹いた。

「あ……。西風」

　アフロディテが顔を上げる。

　ぐぐぐ……と重量感のある裸体が宙に浮かぶ。ぶわっと上がってから、重みに耐えかねたようにすとんと落ちる。

「ちっ。最近の西風、使えねーな。しっかりしろよ。これだから、ゆとり西風は。紀元前の西風だったら、ちゃっちゃとワタシのこと運んでたわよ！」

　アフロディテが舌した打うちした。

　西風は叱しつ咤たに答えるようにがんばった。

　どうにかアフロディテは浮き上がった。

「じゃ、行くね。会えて嬉しかったわ。まったねー」

　アフロディテが軽やかに告げる。

「うん。また」

　ファニエルがひらひらと手を振り──アフロディテの姿は消えた。

「で、この貝殻どうすんの？」

　なぜか残された巨大貝殻に、八坂はぽつりとつぶやいたのだった。
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　ひとつわかったことがある。

　この生徒会はなんでもありだ。

　そして実力行使だ。やった者勝ちで、言い張った者勝ちだ。

　もしかしたら──やるか、やられるかくらいの場なのかもしれない。

　死神になるための修行を始める者たちが集つどう生徒会なのである。

　一ひと筋すじ縄なわではいかないのだ。







　春日がおずおずと口を開く。

「ぼくはエリートな皆みなさんと違って、すごく努力してやっと死神科に来たんです。さっきみたいなことが先生たちにばれて、停学とか……退学とかになったら、ぼく……」

　八坂は、春日を見み据すえ、思う。

　──俺は、覚かく悟ごを決めなくてはならないようだ。

　嫌だけど。

　心の底から、こいつらと生徒会活動をやるのが嫌だけど。

　威い圧あつしてくる天使の群むれを横目で睨にらみながら、八坂はおもむろに口を開いた。

「と、春日も言っている。それにいままでの状況から考えるに、ファニエルが停学や退学になったら、何が起きるかわからない。俺たちはどんな生徒会であっても、無事に、卒業しなくてはならないようだ。一いつ致ち団だん結けつして」

　天使たちが強くうなずいた。

　殺気だっている。ファニエルが退学させられようものなら、天使集団によるジェノサイドが始まるだろう。間違いない。しかも楽器による力まかせの殴おう打だで、ありとあらゆる場所が破は壊かいされるのだ。

　武器じゃないぶんマシなのか、それとも武器のほうがマシなのか、とても微び妙みようだ。

「俺たちはまず話し合ったほうがいいと思う。生徒会というものがどんな場所で、何をするところなのかを、みんなですり合わせるところから」

「なんで？」

　ファニエルが、アフロディテが去ったベッドに、気け怠だるげに転がって聞き返してきた。

「俺の話、聞いてた？　なんでもかんでもない！　俺たちがこれからここで毎日を過ごすからだ。生徒会室での日々が、俺たちの放課後の日常になる。それがこんなカオスであっていいわけがない」

「「「なんで？」」」

　春日以外のみんなが、心の底からびっくりした顔で聞き返してきた。

　清きよらかで無む垢くな噓うそのない目をしている。

　そして──また西風が吹いたのだ。




「来ちゃった」




　アフロディテ、再降臨。

　ぶちんっ。

　口癖が「やれやれ」の八坂をもむかつかせる、美の女神と気まぐれな西風であった。

「来ちゃったじゃねーよ！　帰れ。とっとと西風に乗って帰れ。その貝殻も持って帰れ」

「え～。何それ。ひどいんだけどー？」

「ギャルか。とにかく帰れ！」

　八坂はアフロディテに貝殻を押しつけた。

「やだー。これ重いしー」

「その重い貝殻ごと西風さんが運んでくれたんだろうが。重量オーバーで超過料金支払え。西風運送さんの身にもなってやれ！」

　トントン。

　控ひかえめにノックの音がした。

　返事をしないうちに生徒会室のドアが開いた。

「失礼します。『家庭訪ほう問もん部ぶ』っす。去年までなかった部活動なんすけど今年からスタートすることになって、部員も集まったんで生徒会の認可と、あと部の活動費の申しん請せい手続きに……。って、あ。わ」

　八坂は天蓋つきのベッドの上で、全裸のアフロディテに馬乗りになっていた。

「すみません！　また、あらためます！」

　真まっ赤かになった生徒が大声で叫んでドアを閉める。







　そうして──。

　揉もみ合っている八坂とアフロディテを見た生徒が、「今年の生徒会副会長は、校内に巨大ベッドをしつらえて金髪美女といちゃついている、ナンパな不良である」と噂されることになってしまったのだった。
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　天使が堕だ天てん使しになった理由には諸しよ説せつある。

　高こう慢まんにも、自分たちが神より強いと思い込み、反はん旗きを翻ひるがえして叱しかられたという説。

　あるいは神が、自分たち天使より人を愛したことに腹を立てたのだという説もある。

　という、ことのきっかけはさておき──当初、「自分たちは神を超えられるのでは」と思い上がって神に反乱を起こした天使の一いち群ぐんが、最終的に、鼻をボキボキにへし折られ地じ獄ごく行きをくらったのはたしかなのだった。

　天使種族のうち、一部がリストラされて、労働条件が悪くて日の当たらない「地獄」という窓まど際ぎわに追いやられてしまったのである。

　堕天使たちはそのまま地獄で悪あく魔まにジョブチェンジし、その恨うらみ辛つらみを地獄に来た「人」に当たり散らしてうさを晴らしていたらしいが──それも地獄部門がスタートした一時期だけのこと。

　何せ地獄は忙いそがしい。

　多た忙ぼうをきわめる地獄で、仕事をずっと続けていくのは大変なのである。

　そんなわけで悪魔は、離職者があとを絶たない。

　ゆえに悪魔は熱ねつ烈れつに天使たちをスカウトにやってくる。

　地獄は天国よりずっと人手不足なのだ。

「きみ、見所あるよね。ちょっと堕天してみない？」

　彼らは今日も、美び貌ぼうの笑顔と甘あまい言葉で未来ある天使たちに魔の手をのばし、地獄へと引きずり込むのだった。







　死神科の講こう義ぎは思っていたよりずっと実技が中心で、教室移動が多かった。

　それは他の専せん攻こう科かも同じようで、学校の生徒たちはしょっちゅう右う往おう左さ往おうし、校内をうろついている。

「この学校、校こう舎しやが入り組んでるうえに秘密の通路とか隠かくし扉とびらとかトラップとか多くて、迷子になったままどこかに消えて、二度と戻ってこない生徒も多いらしいですよ。年間、各学年十名前後の退学理由はなんと『迷子になって行方ゆくえ不ふ明めいになったため』だそうです。怖こわいですよね」

　本日の春日かすが豆知識。

　春日はいろいろな知識と噂うわさを溜ため込んで、こまめに八や坂さかたちに教えてくれる。

「それ多すぎじゃねーの？　学校側もちゃんと対策しろよ」

「対策不要と判断してるって聞きました。この学校のトラップに引っかかるような者は、天界にしろ地獄にしろ職務につける器うつわではないから、いい感じに間引けてＯＫという判断らしいです」

「……大丈夫か。この学校」

　とんだスパルタである。

　今日もまた、八坂はやる気なさげに廊ろう下かを歩いている。

　次の授業は実技のため、格かく技ぎ室しつに移動中なのだった。

　廊下を曲まがる。

　薔ば薇らの花びらと、赤い絨じゆう毯たんがずーっと先まで続いている。

「春日、格技室はこの廊下の先、右側だったよな」

「はい」

「絨毯と薔薇、左に続いているな」

「はい」

　春日と八坂は顔を見合わせる。

「ファニエル、また道に迷ってるな」

「はい。たぶん……」

　ファニエルは方向音おん痴ちだった。しかもとても能動的な、間違った方角を確信して突き進んでいく類たぐいの方向音痴だった。

　生徒たちはファニエルの容姿と団体天使を見て、勝手に「天国科」だと思い込み、次々とファニエルに間違った道を教え込む。

　結果として、移動授業のたびにファニエルは、校舎をぐるぐるとさすらい続けているのだった。

　──唯ゆい一いつの利点は、奴やつは見つけやすいってことだ。

「探してくるわ。ファニエルが行方不明になったら学校崩ほう壊かいさせられそうだし。春日は先に行って、俺とファニエルは少し遅れますって先生に伝えといて」

「はい。わかりました」

　ぽよんぽよんと廊下を右に曲がっていく春日の背中を見送った八坂は「やれやれ」と嘆たん息そくし「迷える天使（死神科所しよ属ぞく）フェニエル」を探しに行くことにした。







　絨毯の果はてにはいつもファニエルがいる。

「神よ。なぜワタシに正しい道を示してくださるナイデスか！」

　ファニエルは天を仰あおいで叫さけんでいる。

　端たん整せいな顔だち。ゴージャスな金きん髪ぱつ。どこをとっても貴き族ぞく的てきなファニエルが「くださるナイデスか！」と地じ団だん駄だを踏ふんでいる姿は、少し、可か愛わいい。

　駄だ目めっ子萌もえ的に。

　突き当たりは壁かべで、その先に進む道はない。

「これがワタシに与えられた試し練れんデスか!!」

　ドンドンと壁を叩たたいて叫び続ける。

　神に問う前に、天使たちがどうして正しい道を指し示さないのかが、八坂には疑問だ。

　──止めろよ。

　行く先々に薔薇の花びらを撒まいている場合じゃないと思うのだが……。

「父なる神よ。あなたは最近とても冷たいのデス！　ワタシがポニキの次のターンにまったく進めないのも、父よ、あたなのせいではないのデスか！」

　ポニキとは、おそらく『ヤッホーきっず』内のブラウザゲーム『ブタのポーさんのホームランゲーム』の主人公のことだろう。

　ネットゲームである。

　丸太で作った武ぶ骨こつなバットを手にし、ふら～っとしたスイングから、とてつもない場外ホームランを広角に打ち分ける豪ごう打だのポーさんは「ポーの兄貴」略してポニキと呼ばれている。

「あなたの与える試練のせいでワタシは夜も眠れない!!　毎晩、朝までポニキのバットを振り続けているのデス!!」

　──それ単にネトゲ廃はい人じん……。

　あれは癖くせになるのだ。気づくと、寝る時間を惜おしんでポニキのバットをフルスイングしている。子ども向けゲームのはずなのに鬼き畜ちく仕し様ようで、後半に行くと、とても打てないような球を次々放つ魔ま物もののような子どもが投手として出てくる。

　それはそれとして……。

「ファニエル。格技室はそっちじゃない。行くぞ」

　八坂が声をかけると、ファニエルはくるっと振り返った。

　ファニエルは八坂の顔を見て、つかの間、ほっとしたように表情をゆるませた。

　しかしすぐに顎あごをつんと上げ、傲ごう岸がんに言い放つ。

「……八坂、迎むかえに来るの遅いデス！」

「はいはい。遅くてすみませんでした。しかしなんなの、ファニエルは迷える子こ羊ひつじなの？」

「違う。ワタシは子羊ではない。子羊は、弱き者や生いけ贄にえの象しよう徴ちようね。ミカエルの血を引く者としてその表現、許せないデス!!」

　強こわばった顔になった。

　種族が違うと、何が地じ雷らいかわからない。異文化交流は難しい。

「あー、ごめん。『迷える子羊』じゃなくて、いま俺が言ったのは『毎夜、飢うえるコーヒー通』のこと。早口なんで聞きづらかったかな」

「毎夜……？」

「そう。『毎夜、飢えるコーヒー通』。早口で三回唱となえると聞こえるよな。『迷える子羊』に。はは、失敗、失敗」

　ファニエルの周囲の天使が集結する。何かを審しん議ぎ中ちゆう。

「毎夜、飢える……」

　三回早口で唱えたファニエルが「ん」と納なつ得とくした。

「たしかに聞こえるデス」

「毎晩コーヒー飲んでカフェイン摂せつ取しゆ量りようが増えると、睡すい眠みん不足になって、昼間ぼんやりすることあるよな」

　さらに適当なことを駄だ目め押おしで言うと、ファニエルは、

「そうですか。『毎夜、飢えるコーヒー通』デスか。なら、三歩ユズリましょう。仕方ないデス。日本の諺ことわざとか難しいね」

　と、機き嫌げんを直した。

　ファニエルは、おぼっちゃま育ちなせいか、素す直なおでだまされやすい。

　春日とファニエルのやり取りを見て、学習した八坂であった。

　審議していた天使たちがばらっと散った。八坂の失言はどうやら許されたらしい。天使たちはおもむろに手にした楽器を奏かなではじめる。

　しかし天使、生活ではまったく役に立たないな……。

「なんか音楽の感じ、変わったけど」

　とても野太い感じに。

「一部生徒たちからリクエストが来たので、ジャズを取り入れてみたのデス。今後、ロック、ポップスと、幅広く活かつ躍やくしていく予定デス！」

「リクエスト受けつけてんだ……」

　言われてみれば天使たちは、管かん楽がつ器きや木もつ管かん楽器も手にしている。トロンボーンにサックスにホルン。ビートを刻きざむジャジーなナンバー。

　八坂の隣となり、廊下の中央に敷しいたカーペットの上を、ファニエルが天使の音楽に合わせて歩く。急ぎたいのだが、ファニエルを急せかすと、走るのではなく天てん馬まを呼んでしまい大事になるので我が慢まんだ。

　適度な早足で、もとの曲がり角まで戻る。

　と──。

　先に格技室に行っていたはずの春日が「天国科」の一群に拉ら致ちされかかっていた。

　瘦やせた半はん裸らに布をまとった男たち。修行の途中といった静かな佇たたずまい。澄すんだ目で、春日を見つめ優しげに言う。

「そっちじゃないよ。きみ、天国科でしょ？　見たことがないから後こう輩はいかな。仏ぶつ陀だづき？　耳たぶはどんな感じ？　まだピアスしてないんだね。この学校は迷うから、気をつけて。ぼくたちが天国科の校舎に連れていってあげよう」

　釈しや迦か・仏陀系の生徒は無む駄だに声がいい。朗ろう々ろうと響ひびき渡る美声で春日に話しかけ、行く手を阻はばんでいる。

「違うんです。僕、死神科なんです」

「まさか。どう見たってきみは天国科だ」

「そんなふうに福々しく太った死神なんて、見たことないよ」

　からからと笑う、善ぜん意いに満ちた天国科の先輩たちに、春日は言い返せない。

「あう……」

　春日の口元が「ω」の形になっている。

　──春日ってなんでもそつなくこなすのに、自分のことに関してだけは、下へ手ただよなあ。押されると言い返せないっていうか……。

「春日？　何やってんだ？　目、見せろ。目」

「ああ……八坂さん。ファニエルさん」

　八坂の顔を見て春日が「助かった」というように、ほわあっと笑った。

「先輩。そいつ俺のクラスメイトで死神科です。目、赤いからよーく見てください」

　疑うような顔つきで八坂とファニエルと春日を見み比くらべた先輩たちだったが、春日が両眼に指をかけてびろーんと刮かつ目もくしてみせると「おお。赤いぞ」と納得してくれた。

「あとこっちのは目は赤くないけど、交こう換かん留学生です。死神科の留学生で、ファニエル。こいつが迷ってたら死神科の授業に誘ゆう導どうしてやってください。よろしく」

「お、おぅ。……というきみは地獄科じゃないのか？　見た目といい、その面倒見の良さといい、地獄科っぽいが……」

「死神科です」

　いっそ地獄科だったら良かったのに。

　という思いを込めて、低く返事をした八坂なのであった。
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　遅ち刻こくして辿たどりついた授業である。

「魂たましいに思い入れ持っちゃ駄目だからね～。羊の毛け刈がりと同じ。羊の毛は刈っても生はえてくる。人間の魂も、狩ってもすぐに次の誰かが生まれます。ひとりひとりの魂の重さとか考えちゃ駄目。私たちは羊の毛のかわりに人の魂を狩る。そういうスタンスでね」

　元・死神だった教師が説明する。

　ダークスーツを身にまとい、脱だつ色しよくした長ちよう髪はつに耳にはピアス。ナンパでちゃらい美男子だ。

「仕事だから、てきぱき手早く。一日に何十人、何百人と狩らないと終わらないからね。スピーディーに。死神仕事の本ほん領りようは、魂を狩る前の『観察』だからね、狩るのはそんな大変じゃない。気楽にね。はい、デスサイズ構えて」

　実技の中でも頻ひん繁ぱんに行われるのは、魂を狩るためのデスサイズの取り扱あつかいと──。

「いいかー。構えたら、背中に意識、集中～。肩けん胛こう骨こつを寄せて～、はーい」

　見本を見せてくれている教師の背中に、漆しつ黒こくの羽が生える。

　刹せつ那な、周囲の空気が少しだけ低く震ふるえる。肌はだで感じるのではなく、本能のような部分で感じ取る類の冷気がぶわっと周囲に拡散し──教師のスーツの背を突き破り、黒い羽が生まれ、大きく広がっていく。

　とても見事なツヤツヤとした黒い羽。

「黒光りしてる太いやつが服を破って猛たけ々だけしく出てきたね。見た？」

　この教師の難点は、十八禁ギリギリな表現で授業をすることだ。

　淡たん々たんと真顔で言うから、みんな顔を強ばらせながらも神しん妙みように聞いている。

「常時勃ぼつ起きしてるとね、動きづらいから。男だったらみんなわかると思うけど」

　生徒たちの一部が赤面する。

「あ、変な想像しないでね。勃起するのは、羽ね」

　──紛まぎらわしいんだよ！

「で、羽がね、勃起すると気持ちよくなるよ。はい。ぱたぱたぱた。動きまーす。意のままに動いてますよー。手取り足取り腰取り羽取り」

　ぱたぱたぱた。

　黒い羽が羽ばたく。

「勃起して、このあと目茶苦茶セッ」

「わーっ、先生ー！」

　生徒たちが慌あわてると、変態教師は澄すました顔で続ける。

「……このあと目茶苦茶リラックスした」

　リラックスすんのかよ……。

「一応、私のスーツは特別仕様ね。きみたちの制服も特別仕様だからね。破れない。羽が生えても勝手に穴が空あいて、生地に空いた穴も勝手に閉じる。そこは気にしないで、大らかな気持ちで集中して。はいっ」

　はいって言われても。

　肩胛骨から羽を生やすのは、なかなかに難しいのだ。

「なんであらためて羽生やす練習するのかって、たまにキレる生徒いるのね。そんなんなら、普段から羽のある状態で生み出されたかったってね。そんなこと言われても、先生にはどうにもならない。知らんがな。羽は修行で生やすもの。そういうふうにできている。──そこ、力みすぎ。力抜いて」

　生徒たちのまわりを歩き、トントンと背中を叩いてチェックする。

　生徒たちはそれぞれ教師に触ふれられ、筋肉の動きを示し唆さされることで、途端に羽がにょきにょき生えて「おわっ」と叫んでいる。

「たぶんね、普段から羽があると面倒くさいから、こうなんでしょうね。バランスとか、体積の問題でね。教室の後ろの人、羽が邪じや魔まで黒板見えなくなるからね。日頃は、畳たたむ。でも必要なときは、開く」

　教師の指が、八坂の肩胛骨を軽く叩く。

　リズミカルに「ここに集中～。そしてこっち～」と指を這はわせられた。触れる箇か所しよに熱が溜まる。

「あ……」

　変な声が出た。

「きたきたきたー。きてるのわかるでしょ？　はーい。出しちゃってー」

　しゅぱあーっと。

　背中で何かが解放された。

　風を切る音と共に、八坂の背に黒い巨大な羽が生じる。
















「うーん。熱くてしゅごいの、いっぱい出たー」

「セクハラかっ！　先生、これ『ビーズログ文庫アリス』なんで。少女小説なんで。読者対象十代なんで!!」

「そこねー、私の発言、セクシャルじゃないからね、これ、オカルトだから。死神の羽はオカルト。オカルトハラスメントだから大丈夫。オカハラオカハラ」

　オカハラっていうのがあるのか……。

「あと、死神って何事にも動じちゃ駄目だから。人間の生き死にを裁さい定ていする神なんで、常に冷静に。教師がオカハラしまくりの変へん態たいであっても常に感情は平らに、怒ったり狼狽うろたえたりしない。死神科の授業はそういうもの。いちいち反論するような子は死神にはなれないよ」

　キリッとした顔で言う。

　──なるほど。変態であることにも、ちゃんとした教育的指し導どうという名目があるのか。

「出ちゃった子はもうお呼びじゃないからね。コツをつかんで自主訓練して。さ、隣のきみ……は……」

　八坂の隣は、春日である。

　顔を真まっ赤かにしながら力を入れて唸うなっている。

　背中を丸めて「うーん、うーん」と声を上げているのだが──羽が出てくる気配はない。

「ここのところを意識して、こっちに流して～」

　トントン。

　指で叩くと──シュパッと。

　小さな、小さな羽が生えた。

　その長さ十センチ。

「ちっちゃ。いや、羽に大小の差別はないけどね。あー、いままで努力しても羽が生えない子はいたけど、このパティーンはなかったなぁ。……まぁ、ちっちゃくても羽として役に立てば。きみ、これで飛べる？」

「がんばりますっ」

　春日は十センチの羽をぱたぱたと動かした。

　浮かない。

　一ミリとして浮かない。

「……死神の羽って、飛ひ翔しよう能力まで求められてないからいいか。今日はこの程度で。大小はねぇ、個体差だろうし。小さいことに文もん句くを言うのは、やっぱりねぇ……そうねぇ……」

「すみません……」

「じゃあ、次は。あー、ファニエルくんねー」

　ファニエルは平然としている。みんなが努力しているあいだ専用の椅い子すに座り、優ゆう雅がにお茶を飲みながら読書をしていた。

「ん。羽デスネ！　ワタシそれ得意デス！」

　片手で前髪をはらりと払いのける。小指だけがピッと立っている。

　途と端たん──ファニエルの背中が膨ふくらみ、純白の天使の羽が大きく開いた。

「まぁ、つやつやして先っぽが綺き麗れいなピンクで根元は白くてご立派……。死神は真っ黒い羽が普通だから、どうしたらいいのかねぇ。羽は、羽だけど……。留学生だしねぇ。どうかなぁ、これ。このパティーンもなかったなぁ……」

　オカハラ教師は真顔で考え込んでいた。
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「先っぽがピンクで白いのがいけないなんて差別デス！　興こう奮ふんして大きくなって役に立つならいいのデス！　差別ヨクナイ」

「ファニエルさんは大きくていいな。僕はちっちゃいから駄目だ。ちっちゃいと役に立たないんだ……」

　ファニエルが憤いきどおり、春日は落ち込んでいる。

「いろいろと忠告したいけど、どうしたらいいのかわかんねーな」

　放課後の生徒会室──。

　天使たちはジャジーな音楽を奏でている。

　実技授業をぶっ続けで行い疲れ果はてた三人は、生徒会室の天てん蓋がいつきベッドに並んで横たわっていた。

　へとへとだった。

「な……なんなんだ。その話題は」

　入室した波なみ坂さかが、眉み間けんにしわを寄せ聞いてきた。

　八坂は起き上がり、返す。

「波坂。念のため言っておくが、これはまともな悩みだ。死神の実技で、羽が出なくてだな……」

　八坂は実技の際の、ファニエルと春日の羽について説明する。

　波坂のクラスはまだ変態教師による実技指導は行われていなかったらしく、真剣な面おも持もちで八坂の話を聞いていた。

「そんな授業があるのか。言われてみれば先輩の死神たちは、魂を狩るときに羽を出していた気がするが……」

「そうなんだよ。羽出すの、けっこう苦労する。もっとラクかなと思ったけど」

「羽、か。出すとき痛かったか？」

「痛くはなかった。どっちかっていうと気持ち良かったかな、解放感っていうか」

「オレの見たことのない八坂の姿だな。オレ以外のクラスのみんなに、気持ち良く出している姿を見られたのか」

「また何をわけのわからないことを言いだして……」

「……よし、オレの前でもその淫みだらな羽を出してみせるといい」

　波坂の目が据すわっている。

「はあ？」

「別に構わないだろう？　一度は他人に見せたんだから」

「嫌いやだ、めんどくさい」

「なんだ、オレの前だと恥はずかしいのか？　ほら、遠えん慮りよするな。羽。出してみせろ」

　なんのスイッチが入ってしまったのか。

　背後を取ろうとする波坂を躱かわす。波坂はそのままベッドにダイブ。

「ぐっ」

　波坂は頭からベッドに突っ込み、春日にぶつかる。春日はぽよんと跳はねて、ファニエルを巻き込む。天使たちがぱたぱたまわりを飛び回る。

　波坂の手を逃のがれてぐるぐる逃げる。そうする度たびに誰かにぶつかって、ぽよんと跳ねる。

　高価なベッドはトランポリン。

　最初はガチで逃げたり、つかみかかったりしていたけれど──みんなで跳ねたり転がったりしているうちに──何かがおかしくなって笑えてしまった。

「ぷっ……。八坂、へっぴり腰で跳とんで。おかしいな」

「波坂だって」

「いや。オレはかっこいいポーズで跳べてるから。誰よりも高く」

「それならばワタシ、三回転半デス！」

「ならオレは四回転」

「へ～。採点してやろうか？」

　うきうき跳びだした面々を見て八坂がくつろぐ。

　生徒会の仕事をしなくていいのかと思われるかもしれないが、意外にも『綺麗な池いけ上がみ』が有能であり、今のところ特に問題なくきているため、生徒会室では何かを言いに来た生徒を待ち受けるくらいしか目下のところすることがないのだ。

　ころころとパンダのように転がっている春日に向かって波坂が言う。

「春日、右手で頭支えて寝転がって跳べ。涅ね槃はん仏ぶつ」

「や……やですよ。仏ほとけって言うなーっ」

「じゃあオレが。オレがやると、イケメンが『こっち来いよ』ってしてるポーズになっちまうな」

「はいはい……」

　だんだん「変なポーズのままうまくジャンプできる」ことや「高さ」や「回転」に熱中してしまう。十代男子のノリと行動。

　八坂はベッドの上で立ち上がり、くるりと回転してみる。四回転半。フィニッシュ。

「くっ。八坂はオレが四回転すると、その直後へらっと四回転半をなんの気ナシに決めてしまう。出会ったときからずっとそうだった」

「そうだっけ？」

「そうだよ。さらっと美お味いしいところを持っていくからな。だからオレは決めたんだ。これからずっとおまえの側にいて、おまえに嫌が……支えていこうと」

「断る」

「なんだ、遠慮するな。なんなら四六時中、風呂も食事も寝るときすら尽つくしてやろうか？　八坂の（嫌がる顔が見れる）ためなら、なんの問題もない」

　波坂が手を差しだした。

「今何か間に入ってたよな……」

「気のせいだ」

「気のせいか。……あー、でもちょっとラクできるなら心揺れるな……」

　八坂は波坂の手を見ながら考え込む。

「……それでいいの？」

　春日が途方に暮れた顔で言う。

　トントン。

　騒さわいでいる中で、控ひかえめなノックの音がした。

「はい。待ってください」

　また予算の申しん請せいに来た生徒だろうと、八坂はベッドから下り、ドアを開ける。

「お取り込み中失礼いたします。私、堕天使協会のものですが、こちらにファニエルさん……あ、いらっしゃいましたね」

　ダークスーツにサングラス。銀の髪を撫なでつけたイケメンが三名、するりと部屋に入って来た。

　ピッ。

　天使たちが警戒を露あらわに羽の先を男たちへと向ける。

「また来たの？　何度も言ってるけどワタシ、堕天はしないからねデス!!」

　ファニエルがきっぱりと断言した。天使たちが拍はく手しゆする。

「さすがです。ファニエルさま。それでこそミカエルさまのお血筋」

　褒ほめたたえる天使に、ファニエルが胸むねを張った。

「いや、今回はそういうお話ではなく、羽のお話でございます。純白の羽しか出すことができず、ご苦労されているという噂をある筋から聞きまして」

「ん？」

　ツンとしていたファニエルが男たちに興味を示した。

「堕天使協会に加か盟めいいただけましたら、あなたの羽も即そく座ざに真っ黒に！」

　三人の男たちの背中から漆黒の羽が──。

「これ──このように」

「ああ……堕天使って悪魔だもんね。そういえば」

　八坂はポンと手を打った。納得。

　悪魔の羽は、黒い。

　天使の羽は、白い。

「ここではなんですから……いや、よろしいんですけれどもね。私どもは誰に聞かれても。ですが、ファニエルさまにはお立場がございますから……天使たちのいない場所でお話しさせていただけましたら、と」

　両手を揉もみ絞しぼりながら悪魔その一。

　ベルベッドのようなバリトンの声が滑なめらかに響く。

「天使たちのいない場所で？」

　ファニエルが腰を浮かせた。いまにも悪魔についていってしまいそうだ。

「ファニエルさま。悪魔などにたぶらかされてはなりません。古来より、悪魔は天使の一族を地獄に落とすためにいつも甘かん言げんを……誘ゆう惑わくめされるな」

「お美しい純白の羽を黒く染そめるなど、もっての外ほかでございます。色が違ったっていいのですよ。ファニエルさまはファニエルさまのままで、立派な死神になってください」

　抗こう議ぎする天使たちをファニエルが片手で制し、静める。

　ファニエルに止められると天使たちは動けないようで、天使たちが空中で待たい機きする羽ばたきの音がぶん……と部屋に響く。

「いやー、そうは言ってもねぇ。考えてみてくださいよ。さあ、死ぬかなーってときに、真っ白で立派な羽を持ったファニエルさまが目の前に立っている。みんな思いますよ。『あ、自分は天国に行くんだな。天使が迎えに来たな』って。それが実は違って、ファニエルさまが死神だった。そして、魂を狩られたあとであらためて地獄か天国か決められるとする。私、調べましたけど、これはもしかしたらファニエルさま、詐さ欺ぎで訴うつたえられますよ」

「詐欺で……？」

　ファニエルが眉まゆを顰ひそめた。

「この機会に羽だけは黒くしたほうがいいんじゃないでしょうか。そんなに難しい契けい約やくじゃないですし。印いん鑑かんとサインだけで、すぐです。ご契約いただきましたら、いまなら入会金無料。年会費もサービス。しかも米十キロおつけします」

　傍かたわらの悪魔その二が鼓こ膜まくを震わせる魅み惑わくのバスで補足する。

「ゴミ袋もサービス」

　悪魔その三も補足する。

「一カ月試してくれるだけでもいいんです。ノルマが……うちもね、ノルマが厳きびしくて。私たち三兄弟なんですけど、親が病気になっちゃって。契約たくさん取らないで帰ると親方に怒ど鳴なられる。この年で怒鳴られることのわびしさときたら……」

　するすると美声で説明するので聞き入ってしまうが──絶対に契約しちゃ駄目なパティーンだ。

「……ゴミ袋、ちょうどキレてたデス」

　しかし、ファニエルが少し心を動かされた表情を見せる。

「醬しよう油ゆもおつけします」

「し、醬油まで……っ」

　天使たちが殺気立つ。

　八坂は「やれやれ」とため息を漏もらし、ファニエルの肩をぽんと叩いた。

「ゴミ袋で堕天しちゃ駄目でしょ……」

「ん？　駄目デスカ？　なんで？」

「いろいろと駄目な理由思いつくけど、かっこう悪いからかな。後年、ファニエルの堕天の物語を誰かが書いてくれたとする。その際にずっと『ファニエルはゴミ袋がちょうど切れてたから、堕天使となった』って書かれ続ける。その逸いつ話わを知ったみんながダサイなって思う。間違いない。笑いものだ」

　きっとそれがファニエルには一番強く訴うつたえかけられるだろう説得を試こころみる。

「醬油もついているのに？」

「醬油がついていても」

「わかった」

　ファニエルが空中で指をパチンと鳴らした。

　天使軍団の羽がぶんぶんと唸った。楽器を凶きよう器きに、天使たちが悪魔トリオへと一いつ斉せいに襲いかかる。

「わーっ。いててて」

「やめっやめめめめっ」

　美声の悲鳴とともに悪魔トリオが去っていった。

「……サックスやホルンで叩かれるの、痛そうだな」

　弦げん楽がつ器きより管楽器のほうが痛そうだ。いや、どちらも痛いか。
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　八坂たちが生徒会室のベッドで跳んだり、悪魔を撃げき退たいしたりしているあいだ──池上会長はずっと校舎の屋上から校庭を見下ろしていたのだそうだ。

　白衣の裾を閃ひらめかせ哄こう笑しようする池上の姿を、何人もの生徒が目もく撃げきしていた。

　挙げ句──。

「みんなの下校時間に合わせて屋上の鍵かぎ閉めたいんで、出てってくれって先生が言ってました。皆さん、池上会長、責任もってひきとってくださいね」

　生徒のひとりが、池上を屋上から連れてきてくれたのだった。

「僕だ。ああ、機関の者を撃退した。いや、僕ではなく、僕の眷けん属ぞくたちが」

　池上は携帯片手に例によって小こ芝しば居い中ちゆう。

「会長、いつも誰と話してるの？」

　八坂が尋ねる。

「シークレットだ」

　フッと笑って眼鏡めがねを押し上げ、池上は携帯電話の通話を切る。

　他の三人は、ファニエルがまた予算を使って購こう入にゆうしたＰＣでネットゲームにいそしんでいる。三人で肩を並べて座り、ひとつのＰＣのディスプレイを見てああだこうだ言っているのは、ほのぼのした眺めである。

「このっ。この子どもが倒せないのデス！」

　ファニエルがじたばたしながら叫んでいる。

「なんだ、こんなどうでもいい丸太抱かかえてる草野球ゲームに、難しいも何もないだろう」

　鼻で笑った波坂の肩越しにディスプレイを見下ろし、八坂は言った。

「それが、これってかなり難しいんだって。俺も一時期ハマったけど、ホームラン以外は認めないという恐ろしいゲームでな……。ヒットを打っても雑ざ魚こ扱い。ホームランじゃなきゃ無価値。走者はいない。ただひとりのポーの兄貴──ポニキの肩に命運がかかっているという厳しい男の戦いなんだ」

「お、おぅ……。そうか」

　淡々と語る八坂の言葉に、波坂は興味を持ったようでディスプレイに向き合う。

「森の仲間たちの強さといったら半はん端ぱない。特に、ラスボスのあとに出てくるスペシャルステージの子どもがあらゆる球種で緩かん急きゆうつけて攻めてくるんで、勝てた試ためしがない」

「なに？　八坂が勝てなかったのか。どれ──ならばオレが制せい覇はしてみせてやる。しょせんは子ども向けゲーム。たいしたものではなかろう」

　波坂は胸を張り、マウスを手にした。







　一時間後──。

「なんだ、この森のクソヤロウズ。付け火して燃やしてしまいたい。なんで猫ねこ科かの大おお型がた獣じゆうが消える魔ま球きゆう投げてんだよっ。吊つるして燃やす!!」

　波坂はずっとポニキと化して丸太バットを振っていた……。

　森の動物の仲間たちを、森の畜ちく生しようどもとか森のクソヤロウズと罵ば倒とうし始める。

　しかしこれが、みんなが通ってきたポニキの道なのだ。

「そう。このゲームはシンプルな分、時間泥どろ棒ぼうなんだ。ポニキにはちみつを食わせないとステータスアップしないし、レベルマックスにしないとスペシャルステージのラビンにはまず勝てない」

　人生のかなりの割合を、ポニキとして丸太を振り、はちみつの供く物もつを捧ささげ続けてやっとラビンと対等に立てる。

　子ども向けゲームとしては難がある。

「半分以上打ってんのに、なんで相手は負けを認めねーんだっ。ナックルボールのあと消える魔球とかふざけんな。こっちは丸太一本だ。金属バット持ってこい。金属バットならホームランになってたぞ、いまの！」

「俺も何度もそう思ったよ」

　それまで黙だまってディスプレイを見つめていた池上がふいに口を開く。

「でも、それがポニキのポニキたるところだ。僕は知っている。──森の捨て子だったポニキは、何もわからないながら、一本の丸太を手にした。そして立ち上がった。この丸太と生きていこう。自分には友だちも親もいない。他の森の動物たちも人間も、みんな敵チーム。そんな中、ポニキは、手にしたたった一本のあの丸太で、自分の道を切り開いていく。それしかないんだ。それしか……なかったんだ」

　池上が重々しく告げた。

　池上のポニキを見つめるまなざしは──あたたかい。

　──池上会長も、ポニキで相当時間削けずられた派なんだなぁ。

　納得する。池上はいかにもネットゲームをやっていそうだ。しかも無駄に時間だけを経過させるゲームに、むきになってハマりそう。

「まあ、だったら仕方ない。それしかないな」

　適当に相づちを打つ八坂。

「オレだったらこの丸太で森のクソヤロウズに殴なぐり込みするな。こんなインチキゲーム、やってられるか」

　と言いながら血走った目でマウスをクリックする波坂。妙な中ちゆう毒どく性せいがあるため、やりはじめるとバットを振る手を止められないのがポニキである。

「ポニキ。そんな過去が。知りませんでしたのデス。ポニキがんばるのデス！」

　なんでも信じるファニエル。

「ポイントでステータスが上がるようなので、ポイントとステータスをどう上げていくのが効こう率りつがいいのかメモをしましょう。あと攻略法を検けん索さくしましょう。どの投手にも弱点はあるはずです」

　研究熱心でメモ好きな春日。

「まぁな。ポニキは結局はネット最強の打だ点てん王おうだからなあ」

　何げなくつぶやいた八坂の言葉に、天使たちが羽を逆さか立だてた。

「だてん……？」

「堕天使……？」

「また堕天の誘惑が」

「このＰＣの中に？」

「八坂が？」

　ざわざわ……。

　八坂とポニキに向かって天使たちが楽器をフルスイング。

「ちがっ。俺は何もしてないしポニキの打点は堕天使じゃないし！」

　咄とつ嗟さに肩胛骨に意識を集中。熱く火ほ照てった背中から死神の黒い羽がめきめきと生えて、のびていく。自分の身体をかばうようにして羽で覆い、天使のスイングを避よけて横に跳ぶ。

　興こう奮ふんのあまり八坂の手には、デスサイズがどこからともなく湧わいて──。

　荒ぶる天使たちと対たい峙じする。

　天使たちは暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くし天蓋つきのベッドも、壁も、机も、天てん井じようも、あますところなく攻撃した。

　八坂はそれを封ふうじ、己を守った。

　しかし──ポニキのことは。

　守れなかった。




「ポニキー！　ポニキがー!!」




　ファニエルの慟どう哭こくが室内に響く。

　天使の攻撃がＰＣを粉ふん砕さいした。

　ディスプレイの中でバットを振っていた、孤こ高こうのポニキは跡形もなく消えてしまった。

　粉こな々ごなになったＰＣを抱え、背中を小さく丸めてファニエルが泣いている。

「……おまえら。天使のわりに何やってんだよ。ファニエル泣いてるだろうが！　天使たちはファニエルに尽くしてんじゃねーのかよ。邪じや魔まばっかしてんじゃねーか。いい加減にしろ!!」

　ぐすぐすと泣き崩れるファニエルを背にし、八坂が叫ぶ。

「くそ役立たないし道案内ひとつできないし、せっかく買ったＰＣ破壊するしで、これだって生徒会の予算で買ったんだろうがっ。そんなやり方してたら、おまえらのせいでファニエルが堕天するぞ。まともになれ!!」

　トントン。

　控えめなノックの音がした。

　返事をしないうちに生徒会室のドアが開いた。

「失礼します。『家庭訪問部』っす。こないだ申しん告こくしそびれた、去年までなかった部活動の認可と、あと部の活動費の申請手続きに……。って、あ。わ」

　八坂は死神の羽とデスサイズを手にしながら破壊されまくった室内を背にし、天使の軍団と睨み合っていた。

「すみませんっ。また、あらためますっ」

　真まっ青さおになった生徒が大声で叫んでドアを閉める。







　そうして──。

　死神化した八坂と武ぶ装そう天使たちの対峙を見た生徒に「今年の生徒会副会長は、天使と戦うとんでもない武ぶ闘とう派はである」と噂されることになってしまったのだった。

　ちなみに天使たちは──。

　このあと目茶苦茶サックスした。
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　八や坂さかは誰だれに対しても優しい。

　波なみ坂さかが初めて八坂に会ったときから、ずっとそうだった。

　どうして「ここ」にいるのかもわからず、ぼんやりと森の中で立ち尽つくし「ここって、どこだろう。どうやら自分は神のようなものらしいのだが」と首を傾かしげる波坂を見つけ、「来るか」と手を差しだした。

　途と方ほうに暮れている波坂を見て「自分も同じだ。名前はわかるけど、それ以外のことはよくわからない。でも大丈夫」と笑った。

『大丈夫。やっていける。どうやら俺たちは〝生きて〟はいないらしいんだが、それでも平気』

　曖あい昧まいな心地ここちで困こん惑わくしていた波坂に、言葉とリアルを同時に分け与えてくれた。

　何をやっても常に波坂より上に立つ器用な男は、〝生きて〟いない状態にもすぐに馴な染じんだらしい。覚えたコツや生活の仕方を、善ぜん意いで波坂に伝えてくれた。

『自分もそうだったから。どうなってるのかわかんないなーって思ってたら、まわりの奴やつがいろいろ教えてくれて。いまは、なんとかなってる』

　住すみ処かと食べ物は、八坂に教わったように役所に出向き、手続きをしたら与えられた。




　──死神。




　赤い目になったときに、波坂は己おのれが死神だということをやっと知った。

　八坂は、生き物が生きていくため呼吸をするみたいに、当たり前に他者に親切にする。無意識だ。たぶん八坂自身は、自分が他者を労ねぎらっていること、他者の救いになっていることなんて気づいていない。

　けれど、波坂は思うのだ。

　誰に対しても優しいということは──誰のことも好きではないことの裏返しなんじゃないかと。

　八坂は誰ひとり特別扱あつかいをしない。

　過去、波坂は捨てられていた可か愛わいい子犬を連れてきて、わざと八坂の家の前に置いておいた。八坂は子犬を拾ってせっせと世話をした。

　波坂を見つけたときと同じように。

　でも──その子犬が八坂に懐なつき、愛いとおしくなった頃に、波坂がその子犬を別な相手に譲ゆずり渡しても、何も言わなかった。

『子犬が幸せなら、それでいいんじゃないかな』

　肩かたをすくめた。

『俺のところより居い心地ごこち良さそうだし、別に』

　あっさりと子犬を手放した八坂に、波坂はもやもやとした薄うす暗ぐらい気持ちを覚えたのだった。

『おまえは笑いもするし、たまに怒りもするけど……泣かないな』

　波坂の言葉に、八坂は「そうか？」と怪け訝げんな顔をした。

『でも、普通みんな泣いたりしてなくね？　だいたい俺たち〝生きて〟ないんだし。どうやら何かの神とか、そういうものらしいし』

　──オレは、泣いたよ。何度か。

　波坂はそう言えなかった。

　どうしてなのだろう。泣くことが恥はずかしいことのように思えたから。感情の波がある自分の存在が、厭いとわしいもののように感じられた。八坂に対する妙みような劣れつ等とう感かん。波坂は、何をやっても八坂には勝てない。それが悔くやしいという気持ち。

　すべて──何もかもが疚やましく思えて。

　言えなくて──だから──。




　八坂の泣き顔を、いつか見たいと思った。




　あのとき、拾われた波坂が八坂の手にしがみつこうとしたら、八坂はそれを振り払わなかっただろう。

　やんわりと、しがみつかれるまま放置する。

　でも、八坂のほうから波坂と手をつなごうとは、決して、しない。
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「ククク。奴は四天王の中でも最弱。物理法則でやられるとは二次元の面つら汚よごしポニキ……」

　池いけ上がみが眼鏡めがねのレンズをきらりと光らせ、にやりと笑って言う。

　生徒会室に新たなＰＣが届いた。

　会計ファニエルが予算を割さいたのだ。

「覚えていろ。森のクソヤロウズめ。一番目のポニキがやられても、いまに、第二、第三のポニキがまた現れるのデス！」

　ファニエルがぐっと拳こぶしを握りしめて池上に同調した。

「池上会長。俺らたぶん四次元なんだと思うんだ。天界にいて、高エネルギー体的な？　死神だから。で、四次元の死神が、二次元にそこまで固こ執しつするのはどうかと」

　一応、八坂は意見を述のべてみる。

「二次元を馬ば鹿かにするな。ポニキは僕の心の中で生きている。僕はポニキを忘れない。それもまた『生きる』ということ。僕は死神などではない。『生きる』ということに取り憑つかれた、いずれ『生き神』となる男だ。だからこそ二次元を愛する。生きるとは……奥深く、愛おしい」

「池上会長、深いのデス」

「ふっ……」

　池上が前まえ髪がみを手で払って胸むねを張った。

「ふっ……」

　ファニエルも金の髪を指で軽く払い微笑ほほえんだ。

　池上とファニエル。意外と気が合う二人だった。

「はいはい。わかった。わかりました。ご自由に好きなだけポニキってください……」

　退しりぞき、八坂はそれ以上何かを言うのはやめた。

　ポニキが丸太でホームランを打つのを、ぼんやりと眺ながめる日々。

　それもまた悪くはない。

　──生徒会の仕事をしているのかっていうと、違う気がするけど。

　平和だから、これでいい。

　八坂は平和な日常を誰よりも愛する男なのである。







　そんな日々の中──。

　特別講こう師しがやってきたのだった。

「特別講師として、神楽かぐら木ぎ先生と黒くろ波なみ先生がいらっしゃってくださいました。神楽木先生はもう皆みなさんご存じのことと思いますが、死神界のトップエリートです。上司として配下の死神たちに指示を出しながら、ご自身も現場に立つことが多い。現げん役えき死神ならではの視点に立った情報を教えてくださることでしょう」

　いつもはチャラい変へん態たい教師が、今回ばかりはまともに話している。

　教師がちらりと視線を向けると、壇だん上じようの男が鷹おう揚ように、会え釈しやくともつかぬものをしてきた。視線を上下させるだけの挨あい拶さつだった。

　──神楽木さんかぁ。

　自分たちが死神になったら上司になる人だと、しげしげと眺める。

　撫なでつけてセットされた黒くろ髪かみ。神経質そうな細ほそ面おもての美び貌ぼうに、眼鏡が似合っている。

　春日かすがからなぜか神楽木に目をかけられていると聞いたが、まったく身に覚えがない。

　神楽木は、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔つきで、生徒一同を眺めてから、傍かたわらに立つもうひとりの男を見た。

「そして、黒波先生は死神界の年間達成記録を毎年更こう新しんし続けてきた死神界のエリートでいらっしゃいます。現在は地上にいらっしゃいますが、特別に今回一週間だけ死神界に戻っている間、講師をしてくださいます。お二人とも当学園で学び、優秀な成績をおさめて卒業された、皆さんの先せん輩ぱいたちです。神楽木先生と黒波先生にこの機会にたくさんのことを教えていただき、立りつ派ぱな死神となる努力をしてください」

　神楽木と違い、もうひとりの男──黒波は視線の上下動の挨拶すらしなかった。

　まともに生徒たちのほうを見ていない。

「……黒波」

　神楽木が低く押し殺した声で、その名前を呼んだ。

　長身瘦そう軀くに、端たん整せいで男らしい顔だち。自然に流した髪は淡あわい色をしている。

　しかし彼は手にしている携けい帯たい端たん末まつに夢中で、神楽木の呼びかけにも気づいていないようだ。

「黒波！」

　神楽木がすっと横に並び、黒波の手から端末を取り上げようとした。

　刹せつ那な、黒波の身体からだが動く。

　片手を上げ、上体をほんのわずか後ろにそらす。視線は変わらず携帯端末に向けている。神楽木もまた、その動きを事前に察知していたかのごとく、流れるように一歩前に踏ふみだし、黒波の腕うでに手しゆ刀とうを叩たたき込む。

　と、見えたが──黒波はくるりと回転する。続いて神楽木は長い足を黒波のボディめがけて蹴けり上げる。

　互たがいに触ふれるようでいて触れない、不ふ思し議ぎな美しい舞まいのようであった。

　神楽木のつま先が腹に届く数センチ手前でそのキックを避よけ、黒波がふわりと宙に舞う。すると神楽木は上へとつながる空間を制するようにジャンプし、黒波の耳たぶを引っ張って顔を近づけ、

「黒波っ。講義のときは携帯を見るな！　真ま面じ目めにやれ」

　と怒ど鳴なった。

　キンキンと声が響ひびいた。

「……はぁ」

　黒波は整った顔に困惑の表情を刻きざんで嘆たん息そくし、耳を押さえながら、

「私はいつでも真面目ですよ。不真面目なのは神楽木さんのほうじゃないですか。前回のことで懲こりず、無理やりまた死神界に連れ戻したと思ったら大量の胃い薬ぐすり握にぎりしめながら一週間でいいから講師をやれだなんて。仕方なく学校に来たら来たでいきなり殴なぐりかかってきて、あなたヤンキーですか。何かと拳で語りたがるのやめてくれませんか。私はあなたと違って文明人で良心的かつ常識的なので、普通に、言葉を使うほうが好みです」

「まるで……こっちが悪いみたいな言い方を……またおまえはそうやって……。ぐっ……」

　唇くちびるを嚙かみしめた神楽木は、片手で自分の胃を押さえる。

「神楽木さんは病弱なんですから、無理はしないほうがいいですよ。お大事になさってください」

　黒波が笑顔を見せ、神楽木をいたわるように肩に手をそっと置いた。

「誰のせいで……っ」

　神楽木が目をつり上げて黒波を睨にらみつけている。

　──なんだ……これ？

　この二人の関係は、とても複雑そうだ。

　担任の変態教師が、止めに入るでもなく、顔色を変えることもなく、平然と二人の戦いを見ていたのも気になる。日常的にこういうやり取りがあって、慣れているという態度に見える。

「はいっ。そろそろよろしいでしょうか？　講義の時間も定められてますから、ちゃっちゃと進めさせてください。──神楽木先生、こちらをどうぞ」

　パシパシッと両手を叩き、教師がまとめに入った。

　それから神楽木に向けて、ペットボトルの水と胃薬の瓶びんをすっと差しだす。

「ああ。すまない」

　神楽木は素直にそれを受け取り、ざらざらと手のひらに薬を盛もって一気に飲んだ。

「いつもより大目にご用意しておきましたので、お好きに飲んでくださいね」

　──大丈夫なのか、この特別講師たち？

　クラスメイトたちは騒そう然ぜんとしている。

「黒波さんて、かつて日本で三本の指に入るほど魂の選抜と狩かりをやってたんだっけ。いまの身のこなしとか、すげーよなあ」

「あれこそが実技って感じ。神楽木さんと二人で息ぴったりだったし」

　──息がぴったりっていうか……本気で挑いどんでたっていうか……。

　神楽木からの殺気と、それをがちっと受け止めて流す黒波の技が光る一いち幕まくではあった。

「ではここで、黒波先生、挨拶お願いしま～す」

　教師が言う。

「……あ。すみません。いまちょっと地上に設置してきたカメラからの映像をチェックしたいんで。見み逃のがせない用件がありますので、地上の状況に応じて講義を中断することもあるかと思います」

　片手を上げてそう言い、またもや携帯端末に視線を向けている。

　硬こう質しつで冷たい声だ。

「講義しながらも地上の魂のチェックしてるってことかなぁ」

「やっぱエリートすげーよな。一分一秒と無む駄だにしないってこと？」

　──仕事熱心なんだなぁ。

　感心する八坂である。

「けど、それって片手間で講義してるってことじゃ？　二に兎とを追うものは一いつ兎とをも得ずってあるじゃん。死神の仕事も講義も、どっちも半はん端ぱってことじゃね？」

　こそこそとそんなことを言う輩やからもいたが──。

「二兎を追う程度で納得できる者は死神にはならなくてもいいですよ。二兎では足りなくて一いち網もう打だ尽じんという働きをしないと、上司にしわ寄せが行きます。その結果が──ここにいる彼です。ふがいない死神たちの働きの後始末のせいで、胃をやられている。かわいそうですね」

　黒波は小声のその言葉を拾い上げ、さらっと神楽木を指し示し、告げた。

「だから……おまえがそれを言うな……っ。こんなことになるなら業務用に携帯端末を買い与えたりしなければ良かった。講師をする交こう換かん条件だというから渡してやれば……まさか即そく座ざにカメラを設置して、特定個人の遠えん隔かくストーカーをするとは……」

　ぎりぎりぎり。

　神楽木の歯ぎしりの音が聞こえる。

「一週間も千ち冬ふゆさんと離れるんですよ？　するに決まってるじゃないですか。それ以外に携帯になんの使い道があるとでも？　今度こそ私と離れたことで大切さに気づき、寂さびしがってくれるかもしれませんし。私と千冬さんは物理的距離が離れていようとも、心の距離はいつだって一方的に重なっているんです」

　──ちふゆさん？

　それは誰だろう。

　満面の笑みつきでうっとり語るような相手ということだけは、伝わるが。

「知らないあいだに相手の携帯に監かん視しアプリをインストールして、音声を録ろく音おんするし、カメラも遠くから起動させるし、どこにいるか追つい跡せきできるし……やりたい放題だな。おまえのそういうところがつくづく死神としては優秀なんだが……しかし」

　神楽木が虚うつろな眼をしてぶつぶつとつぶやいている。

「ああ。心だけではなく早く身体も重ねたい」

　きっぱりと言った。

　──知らんがな。

「……やっぱり噂うわさどおりだ。黒波さんかっこいい」

　はあ～っとため息を押しだして目を輝かせる春日の隣で、嫌いやな予感を覚える八坂だった……。













　そうして日に何時間か、特別授業が行われた。

　初回の挨拶以降、黒波の左手には枷かせがはめられ、長い鎖くさりにつながれている。鎖の先を持っているのは上司の神楽木だった。

　授業内容よりその状態が気になってどよめく生徒たちに、

「上司のプレイにつきあうのも部下の勤つとめです」

　と黒波が爽さわやかな笑顔で宣せん言げんした。

　──ドン引きだよ。

「違っ……。おまえが逃げようとしないなら、こんなことはやらずにすむのだ」

　低く押し殺した声で言う神楽木を哀あわれむように、黒波が微笑んだ。

「仕方ないですね。では、そういうことにしておきましょう」

「くっ……」

　しんとした教室に、神楽木の歯ぎしりの音が大きく響いた。

「仕事に趣しゆ味みを挟はさみ込む上司のことは置いて、とっとと授業を始めましょうか」

　そう言う黒波の片手には、今日もまた携帯端末が握られている。黒波の視線はだいたい常時、端末に向けられている。

「──皆さん、このように上司を立てるのも死神の勤めのひとつです。死神は『世界』というシステムの中に所属し、組み込まれ、歯車となって働く。歯車は、全体像など見る必要はありません。上に言われたことを着実にこなす。求められているのはそれだけです。ところで、歯車に意志はありませんが、それでも優ゆう劣れつは生じるんです。優秀な歯車を作るためには時間と金銭がかかっています。歯車になるにも才能が必要です。歯車にすらなれない生徒は、早急に退学してください」

　さらっと厳しいことを言う。

　黒波の言葉に、クラスメイトたちがごくりと唾つばを飲み込んだ。

「死神は、上から割り当てられた『人』のデータを収拾して分析し、その『人』の善ぜん行こう量りようと悪あく行ぎよう量りようとを数値化して書類に起こし、上司に提出します。そののち、上が定めた『人』の魂を狩りに行く。とても簡単な仕事ですね。……と、いちいち説明するのも時間の無駄だと私は思うんですが、上司が今回のレジュメを作って寄よ越こしたので、指定された授業はすべて行います。はぁ……面倒ですね」

　ラストは独白のような小声だった。
















「えーと、レジュメによると本日は実技です。そうですね。今回は仮に、私が持っているこの携帯を、私の『魂』ということにしましょう。私の『魂』を狩るつもりで、かかってきてください」

「え……？」

　クラスメイトたちは一いつ斉せいに顔を見合わせた。

「というわけで、整列～。黒波先生の携帯端末を魂と見立てて、順番に狩りに行ってください～」

　チャラ教師がパンパンっと手を叩いて、告げた。

　みんなが列を作るために移動するのをちらっと見てから、黒波が告げる。

「あ、順番とかどうでもいいです。みんな同時でどうぞ」

「ええっ!?」

　ひとクラス三十名。

　決して少ない人数ではない。

「また……おまえはそうやって勝手なことを。だが、それはそれで、いいのかもしれんな……」

　鎖の端を握る神楽木が少し考える様子を見せてから、そう言った。

「ええ。できるだけ短い時間で効こう率りつ的てきに各々の生徒たちの実力を見極めたいですから。いただいたレジュメとは違いますが、この方法でもいいですよね？」

　あらためて問われた神楽木が肩をすくめた。

「どうせ、ひとりずつだと時間がかかるから、一気にすべて片付けて、残りの時間で好きなだけその携帯端末でのストーカー行為に熱中したいっていう、そういう理由で提案したのはわかっている。が──許可する。その方法のほうが個体差の比ひ較かくがしやすいのは、たしかだからな。ただしおまえの鎖は、はずさない」

「あくまでこの鎖プレイにこだわるなんて……業ごうが深い趣味ですね」

　黒波がいたましげな表情を浮かべて、嘆息した。

「趣味ではない！　同情するような目で見るな！」

　黒波はそれには返事をしなかった。

　無言で、神楽木から視線をそらしてうつむいた。

「……そうやって無言でうつむかれると、俺が本当にかわいそうな趣味の人と思われてしまうだろうが！　おまえは……っ」

　低い声で神楽木が言う。

「いいじゃないですか。どんな性せい癖へきであっても、あなたは私の上司です。自信を持ってください」

「……っ」

「がんばってください。部下として私はあなたを応おう援えんしています」

　勇気づけるような優しさを湛たたえて黒波が続ける。

　黒波につながれた鎖を神楽木が強く引いた。

「いい加減にしろ。黒波」

　じゃりんと重たい音がする。

　二人の距離が縮まった。

　──という、この二人の隙すきをついたらいいんじゃないのか？

　八坂が考えたのは、それだった。

　携帯端末を『魂』と見なし、奪い取れ。

　実技というか──試験なのだろう。

　クラス全員で黒波に挑いどめと言ったのだ。

　だとしたら、開始の合図を待つ必要もないのでは？

　──だいたい、黒波さんの目的は「早くこの授業を終わらせたい」ってことらしいし……。

　固まっている生徒たちを尻しり目めに、八坂はひとり動く。足を踏みだし、会話する二人のあいだへと斜ななめに跳とび込んだ。

　神楽木に鎖を引っ張られたせいで、黒波の視線が携帯端末から離れている。常時、背筋をのばしてまっすぐ立っていた黒波の足もとが、わずかにバランスを崩している。

　その足もとへとフェイントをかけて、スライディングする。

　滑り込んだ八坂の蹴りを、しかし黒波はたやすく躱かわした。さっと後ろへ身体を引いて、怜れい悧りな視線を八坂へと向ける。

　──怖こわっ。

　まともに目が合った。

　殺気は、なかった。

　ないことに、八坂は、慄りつ然ぜんとした。

　感情の見えない真しん紅くの双そう眸ぼうは、うるさくまとわりつく虫を見るかのように、厭わしげに細められただけだ。

　八坂は自分の存在が、黒波にとっては虫以下だと、たった一いち瞥べつでわかってしまった。そして自分が、その手によって簡単に叩き落とされる類たぐいの存在だということも。

　それでも八坂は、肩けん胛こう骨こつに意識を向け、死神の羽を羽ばたかせて上じよう昇しようし──黒波の携帯端末へと手をのばした。

　刹那、八坂の手首がずしりと重くなる。

「え……？」

　がしゃり。

　いつのまになのか──黒波にかけられていたはずの枷が、八坂の右手につながっていた。

　鎖の端は、仏ぶつ頂ちよう面づらの神楽木が握っている。

「いいですね。その判断力の速さも行動の速さも、死神になる素そ質しつのひとつです」

　黒波が言う。

　黒波は目にも留まらぬ速さで自分の手首から枷をはずし、それで八坂をつないだ。

　手首に重みがかかるまで、八坂は黒波に何をされたのか、まったく気づけなかった。

　鎖から解とき放たれた黒波の整った顔には、なんの表情も浮かんではいない。

　けれど──神楽木は、八坂につなげられた鎖の端を持ったまま小さく微笑んで、八坂を見ていた。

「ああ。そうだな。八坂には、死神の素養がある」

　神楽木がそう応じた。

　飛ひ翔しようする八坂と、神楽木のあいだで、鎖がピンと強く張った。まっすぐ神楽木に凝ぎよう視しされ、八坂の背中の、羽の生えたあたりがぞくりと震える。

「八坂くん……といいましたか。あなたはこの時間、私のかわりに、上司の趣味につきあって鎖につながれて過ごしてください。しかしこの上司は、生徒にまで自分の趣味を押しつけてプレイを強要するとは、なんて節せつ操そうがないんでしょう。始末書ものですね」

　淡たん々たんと言われ、神楽木のこめかみに青筋が立った。

「黒波ぃ……おまえはどうしてそう……っ」

　胃を押さえる神楽木を無視し、黒波の視線はまたもや携帯端末へと向かう。

「では、死神意識の低いその他大勢の皆さん──かかってきてください。特別講義は一週間あります。そのあいだ、いつかかってきてくださっても、私は結構ですよ？」

　宣言と同時に、クラスメイトたちが全員一丸となって、黒波へと襲おそいかかったのだった。
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　放課後の生徒会室である。

　ファニエルと天使たちが、疲れ果はてて天てん蓋がいつきベッドに横たわっていた。なんやかんや言いつつ、新学期に購こう入にゆうした備び品ひんでいま一番活用されているのがこのベッドだった。

　春日もベッドに腰こしかけ、八坂と波坂はそれぞれ椅い子すに座っている。

「結局、うちのクラスでは誰も黒波さんから『魂』を取れなかったよ。天使軍団の集団戦にも一歩も引かなかったんだから、すごいよ。すごすぎるよ」

　春日が虚ろな顔つきで言う。

「しかも、天使たちに直じかに触れなかったのデス。逃げるだけで、こっちには触れもしなかったのに、気づいたら天使の同どう士し討うちになっていたのデス。悔しいのデス」

「天使かファニエルのどっちかに、直に手を出して怪け我がさせたら、学校滅ほろぼされるかもしれないからな。本当、巧たくみすぎるよなあ……」

　ファニエルに答えて、八坂は手首についた枷の跡をなんとなく撫でた。

　授業中にかけられた枷は、すべての生徒と天使たちが倒れ込んだあとに、神楽木がはずしてくれた。そのときにはもう、黒波は「そういうことで、私はここでドロンしますので」と告げて去ってしまっていた。

　波坂は、八坂の腕の跡を見つけてから、ずっと不ふ機き嫌げん顔がおをしている。

「この短い期間に、オレの見たことのない八坂の姿を、あちこちでさらしすぎだ。鎖につながれて、恥はじ知しらずにも、淫みだらなものをつい身体から出してしまうとは──」

「淫らなものじゃなくて、出したのは羽だ。羽！　また、わけのわからないことを言いだして……」

「いや、八坂。オレとおまえの仲だ。性癖を隠す必要はないぞ。むしろ早く言ってくれたら良かったのだ。八坂がそういうプレイが好きだというのなら、つきあってやるのもやぶさかではないからな。縛しばられたり、つながれたくなったりしたときは、いつでもオレに頼んでくれて構わない。むしろ頼め」

　がしっと肩をつかんで、真しん摯しな目つきで、きっぱりと言い切られた。

「……ああ。はいはい。そんな気持ちになったら頼むよ……」

　ただしそんな気持ちになることは、この先、ずっとないだろうが……。

「そういう波坂のクラスはどんな感じだったんだ？　俺たちのクラスの講義のあとは、波坂のクラスに行ったって聞いたぞ。誰かひとりくらい黒波さんの『魂』に触った奴いたのか？」

「うむ。池上会長の指が、少しだけ、かすった」

「ええーっ。会長が？」

　春日が目を見開く。

「あの人、やる気になったらすごいよな。ただしそのやる気、三分くらいしか保もたないけど……。って、そういえば池上会長は？　また屋上で、下々の者を見下ろして悦えつに入いっているのか？　寒いからそろそろ迎えに行ったほうがいいかな……」

　感心半分と、なのにどうして池上はまともに過ごさないのだろうという呆あきれ半分で八坂が言う。

　ファニエルがうつぶせていた身体を反転させ、

「池上会長はポニキの次にかっこいい……」

　と、天てん井じようを見上げてつぶやいた。

　──一番かっこいいの、ポニキなんだ……。

　ファニエルはいろいろと間違っているが、突っ込むのも面倒なので放置しておく。

「なんだか悔しいですね。クラス一丸となっても手も足も出なかった。なのにぼく、清すが々すがしい気持ちにもなってるんですよね。不思議だなあ。考えてると、わくわくしてくるんですよ……」

　春日が短い足をぶらぶら揺ゆらしながら、言う。

「わくわく……？」

　聞き返すと、小さく首を傾げ、

「ぼくの調査によると、いままで現役エリートが特別講師で来たことないんですよ。ということは、やっぱり、今年の死神科には見所があるってことなんじゃないかって思うんです。その対象がぼくじゃないのは充じゆう分ぶんに承しよう知ちしてますよ。それでも少し嬉うれしいな。神楽木さんが目をつけた新入生がいるから……贔屓ひいきっていうか、とことん鍛きたえとけっていうか、そういうのなんじゃないのかなって思うと。そういう環かん境きようで一緒に学べるということは、ぼくもすごい授業に触れることができるってことですし」

「ふーん」

「なに、ひとごとの顔して聞いてるんですか。八坂くん、あなたのことでもあるんですよ!?　期待の新入生のひとりですよ。八坂くんって」

「俺？　だって特別講義で来てくれるまで神楽木さんとは面接でしか会ったことねーし、まったく心当たりないんだけど……」

「そんなこと言いながら、うちのクラスでいい線いったの、八坂くんだけだったし。……ぼくらはみんな『死神意識の低いその他大勢』ですよ」

　春日がぽよぽよ笑う。

「その言葉、うちのクラスでも言われたな。池上会長以外は『死神意識の低いその他大勢』でくくられた」

　波坂もいささか悔しげに顔を歪ゆがめた。

　──珍めずらしいな。波坂がここまでこだわるのって。

　波坂は、基本、八坂に関すること以外ではあまり感情を顔に出さない。とらえどころのない変態なのだ。

　だが、基本的になんでも好成績でこなすことのできる要よう領りようのいい波坂なので、明確な「黒星」をもらったことが悔しいのかもしれない。

　ファニエルがはあ～っと大きなため息を漏もらした。

「ワタシ、意識高いつもりでした。いままで」

「大丈夫です。元気出していきましょう。黒波さんと神楽木さんが特別講義に来てくださってるあいだ、しごかれましょう。ぼく、すぐにやられて倒れちゃったんで、そのまま皆さんの動きと黒波さんの動きを見て、データを取ってメモしたんです。観察していて思ったんですが、携帯端末が『魂』って言っていたのは比ひ喩ゆ的てきな意味じゃなく、重要なヒントなのかもしれません」

「春日、それってどういう意味だ？」

　八坂が尋ねる。

「黒波さんがチェックしている携帯端末に、コンマ一秒程度ですが意識を取られる瞬間が、一度だけあったんです。『シマ……』と、そのときにつぶやいていました。あの携帯端末で、すっごく大事な何かをチェックしているんでしょうね。遠隔地で、黒波さんを動どう揺ようさせるようなことが起きたら、一瞬だけでも隙ができる……かも……？」

「シマ？」

　島、だろうか。

　全員で顔を見合わせた。

　と──。

　生徒会室のドアがパタリと開く。

　池上がいつものように、携帯を片手に話しながら入室する。

「潜せん在ざい的てきフォロワーとプレゼンするとクリティカルだと思うけどね。可能性があるかもしれないノーグッドと潜在的フォロワーアクションはビジネスの価値を持つ。ああ、そうだ。プレゼンするとアグリーが悪い。サンスクリット語でいうプレマの意味を持ちますから」

　──何言ってんだかまったくわかんないぞ？

　池上の発する言葉が意味不明なのは常態である。

　しかし今回は、別なアレンジが加えられている。

「ライフハッカーというビジネスはマジョリティのデフォルトを狩るミームにのみ特化しますよ、まぁ……そうですねぇ。ではフラットにオポチュニティの仕分けをします。現地にいたるまではインデプスな長期的な自分磨みがきがマストでございます」

　これは、つまり……。

「池上会長が、いきなり『意識高い系』になってる……」

　八坂は呻うめいた。

「ええ。本当ですね……」

　春日も呆ぼう然ぜんとしている。

「スキームに気づかれないようにグローバル戦略をオルタナティブしたい。ああ。そうだ。フーハッハッハッ」

　池上が唐とう突とつに高笑いをし、

「The true blaze from no name!!」

　と告つげてカチリと通話をオフにし、みんなの顔を見回した。

　レンズの奥の赤目がシャープに光る。

「春日、きみはターゲットブラックとのミッションの際にデータをメモしているな」

「ターゲットブラックって？」

　いきなり問われた春日がきょとんとする。

「黒波と呼ばれる男。僕たちを総じて意識低い系と断じた男のコードネームだ。きみのいままでの行動からシミュレートすると、メモを取らないはずがないからな。特別講義の際、データを取得した。そうだろう？」

「はい……。メモしてます」

「そのデータを見せてくれ。僕が分析したターゲットブラックの情報と照らし合わせて、弱点を見つけたい。僕のデータはこれだ。ＰＣに流し込んでくれ」

　白衣のポケットから紙し片へんを取りだし、春日に渡す。

　池上は次に波坂へと顔を向ける。

「──波坂、きみの特定対象物に対する執しゆう着ちやくと情報収集においての熱意は、なみなみならぬものがある。今回は、きみにとっては本意ではないだろうが、その意欲をターゲットエイトから、ターゲットブラックに割いて欲しい。きみの対象物への追つい跡せき技術力と経験則からすると、二日……いや、一日半でターゲットブラックに関して僕たちが求めるべき情報を収集できるはずだ」

「それはオレに黒波の尾び行こうをしろっていう意味か？　なぜ？」

　波坂がいぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「本日、各クラスへとターゲットブラックが課したミッションを、生徒会役員一同で成なし遂とげるためさ。いずれ『生き神』になる予定の僕にとって、死神エリートであるターゲットブラックが手にしている『死』の秘密……、仮称として名づけた『魂』はとても魅み力りよく的てきだ。この挑ちよう戦せん、受けないわけにもいくまい」

　話の流れからするとどうやら、黒波の何かが、池上会長に火をつけたようだった。

「会長、それってつまり……生徒会役員で黒波さんから『魂』を奪って、狩ってやろうっていう提案だと受け取っていいですか？」

　春日が聞いた。

「ああ」

　池上がうなずく。

　意識高い系が憑ひよう依いし──『綺き麗れいな池上』が降こう臨りんした。

「僕だけではない。きみたちも、このミッションを自分たちの手でこなしたいと思っているはずだ。波坂に関しては、もちろんただで動けとは言わない。きみが尽じん力りよくしてくれれば、相応の見返りがあると思って欲しい。具体的に言うと──ターゲットエイトの恥ずかしい画像を何枚か、きみに渡そう」

　池上の言葉に、波坂の目がきらりと光る。

　──ターゲットエイトって……俺のことか？

　八坂はぎょっとして池上と波坂を交こう互ごに見た。

「内容によっては考えなくもない提案だな」

　波坂が応じる。

「ふ……。そう言ってもらえると思っていたよ。こんな日がくると思って、波坂と出会う前の八坂の画像データを集め、保存しておいた。出会う以前の八坂の無む垢くな恥ずかしい写真、価値があるだろう？」

　池上が眼鏡のプリッジを押し上げて不敵に笑った。

「俺の無垢な恥ずかしい写真って、どんな？」

　頰ほおを引き攣つらせ八坂が問うが、池上は、

「ノープロブレムだ」

　と言い捨てた。

「……プロブレムッてるよ。なんなんだ、それ……」

　げんなりする八坂とは別に、ファニエルは目を輝かがやかせうっとりと池上を見つめている。

「……さすがデス。池上会長はポニキと同じくらい、かっこいいデス!!」

「ふっ……。ポニキには遠く及およばないよ。丸太ひとつで立ち向かうのは、いまの僕ではまだ無理だ。けれどそんな僕でも──立ち上がらなければならないと感じることも、あるのさ。そして、ファニエル」

「はいっデス！」

「ファニエルと天使たちにはターゲットブラックも手が出せない。僕たちの実力と経験値の不足を物量で押し切る。そこをファニエルにまかせたい。頼めるかな？」

「もちろんデス!!」

「地の利はこちらにある。学内の設計図を入手し、しかるべき部屋を選択してターゲットブラックをおびき寄せる。そこで天使たちは衝こう軛やくの陣じん形けいで進んでから、竜りゆう渦かの陣を作り、ターゲットブラックを包ほう囲い」

「何言われてるかまったくわからないデス!!」

「戦せん闘とうの陣形だ。兵法書の類は大天使の一族にとっては基き礎そ教養ではないのか。む……。そうだな、わかりやすいものは他に……ああ、三さん国ごく志しがある。ファニエルは三国志を知らないか？」

「知らないのデス……」

「では、あとで資料を渡そう。英文の文ぶん献けんを探して……いや、ファニエルが理解しやすいのは三国志のゲームがいいかもしれないな……。あれは図形になった陣形を選択すればいいから……見ればわかる。それにネトゲの三国志は、いいものだ。ぜひファニエルにもやって欲しい。ネットゲーム世界で『漢おとこ』の道を歩むのはポニキだけではない。関かん羽う、趙ちよう雲うん、公こう孫そん賛さん……数あま多たの英えい雄ゆうたち……僕が好んでいるのは曹そう操そうだが……」

　顎あごに手を当て、わずかに眉み間けんにしわを寄せて考え込み、独白を漏らす。

「ポニキだけじゃない……ポニキよりかっこいい『漢』が……？　サンゴクシやりたいのデス！」

　ぶんぶんと首を縦に振るファニエルに、池上が柔やわらかい笑みを浮かべた。

「あとで渡そう。さて……ファニエルと天使たちに陣形を組まれ、包囲されたターゲットブラックは、上、もしくは下へと意識を向けるはずだ。八坂、その瞬しゆん間かんを見逃すな。ターゲットブラックを最後に追いつめるのは、僕と八坂だ」

　池上が八坂を見た。

「俺？　でも俺は、かすりもしなかったけど。池上会長は携帯端末に指がかすったんだよな？　だったら会長ひとりでもいいんじゃ……」

　とてつもなく面倒くさいことになる予感がした。

　できれば八坂は無関係で過ごしたかった。

「きみが必要だ。僕ひとりでは、いまはまだ実力では拮きつ抗こうにすら届かないことはわかっている。己の実力を必要以上に過か信しんするのは愚おろか者のやることだ。だが八坂とふたりなら、携帯に手が届くチャンスはある。八坂の判断力と身体能力は僕たちの武器になる。八坂がこういったことに関心がないことは僕も重々、承しよう知ちしているが」

　池上が眼鏡のブリッジを指で押し上げた。

「だが、今回のこれは『特別講義』だ。もしここでターゲットブラックの『魂』を狩り取り、成績を上げておけば、おそらく今後の春日のためになる。たとえ羽が小さかろうが──実技で劣おとっていようが、このチャンスを活いかせば春日は死神になれるだろう。僕の推測では、春日が三年後に無事に死神となって卒業できるかどうかは、フィフティフィフティ。確率として、半分だ。しかしターゲットブラックの『魂』を狩り取ることができたなら、そこで一気に加点され、卒業の可能性が高くなる」

「……そっか。やっぱり、そっか。ぼく、落ちこぼれだし……。が、がんばらないと……」

　春日がしゅんとうなだれた。

　暗い目になり、背中を丸め、うつむく春日に池上が声をかける。

「落ちこぼれてはいない。観察力とデータの取り扱いと交こう渉しよう力りよくにおいてすぐれている。だが、その特とく徴ちようを上回るくらい──いや、下回るというべきかな、今回は──実技の点数が低いだけだ。案ずるな。まだ一年が始まったばかり。現時点で卒業の可能性がちょうど五分五分だからこそ、加点可能な課題には真まっ向こうから挑んで点数を稼かせいでおきたい。いいタイミングで特別講師たちが来たことを喜ぼう。春日はここで確実に、成績を上げる。そのために努力する。わかるか？」

「はい……」

　池上は白衣のポケットに両手を入れ、カツカツと足音をさせて八坂の前に立つ。

　すぐ目の前で、座る八坂を見下ろし、告げた。

「八坂は、側そばにいる誰かが欲しがるものを自然と与える男だ。特にそこに意味はなく、優しさも善意もなく、フラットに──ただ、与える。いままでの僕の観測から推すい理りするに、きみは、周囲に波風が立つのが面倒すぎて、ついうっかりと手を差しのべてしまう男だ。春日が心から頼み込めば、きみは断るまい。真剣に物事を頼む相手に断りを入れるほうが、断らずに同意するより、手間だからな。違うか？」

　──違わない。

「面倒だから、手伝う。そういう立ち位置で構わない。手を貸してくれ」

　説得力がある言葉に、うなずかざるを得ない。

「……わかった」

「あれこれ言っておいてなんだが、難しいことは忘れてくれ。これはゲームだと思え。僕たちはターゲットブラックと本気で遊ぶんだ。ラボメンナンバーゼロワン……僕は……ゲームのときこそ本気になる男なのさ。フーハッハッハッ」

　いつもの哄こう笑しようが室内に響いた。

　白衣の裾をなびかせ、池上が「しゃきーん」と謎なぞのポーズを取った。

　チーム死神科一年代表生徒会ＶＳ黒波。

　仮称『魂』狩りゲームの始まりであった……。
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　授業の合間に、池上に指示されたことをこなして、二日が過ぎた。

　今回、情報収集と作戦に使用するためにと、生徒会の予算のかなりの額がＰＣと周辺機器購入に費ついやされた。機器の排気熱でむわっとこもる室内で、春日は鼻の頭に汗を浮かべていた。

　天蓋つきベッドだけでも異様なのに、壁の二面にラックが置かれ、モニターと機器がケーブルでつながれ、埋うめ尽くされている。ちょっとしたサイバールームだ。

　モニターに映されているのは学内のあらゆる場所だ。さらに八坂たちには見覚えのない光景もパラパラと紛まぎれている。

　──もしかしてこれ、地上の映像も混じってる？

　いつのまに、どうやってカメラを設営したのかまったくわからないが、池上はとにかく「やるときは、やる男」なのだった。

　放課後──生徒会役員一同が集つどっている。

　池上は、奥の一番大きなデスクに座り、ファイルされた書類を見つめていた。

「ターゲットブラックの一日の行動のおおよそを把は握あくできた。ほぼ決まった毎日を送っている。さぼろうとする度たびに、神楽木さんに連れ戻されていやいや講義をし、また逃とう亡ぼうするというくり返しだ。変わらないのは常に携帯端末を手にして目を離さないということ。なので、彼は、電波の通じない場所には一歩たりとも足を踏み入れない。徹てつ底ていしている。その、携帯端末でチェックしている対象がわかった」

　波坂が池上に報告する。

「……すごいな」

　感心する八坂に、波坂が肩をすくめた。

「オレにかかればそれくらいは、な。千冬という名前の、現世にいる女子高校生だ。ターゲットブラックは現在、死神界を離れて地上で生活をしているが、その女子高校生と同居しているらしい。……特定個人に固こ執しつしてストーカーをしたうえで、ずっと共に暮らしているなど、実にうらやま……、いや、変態だな」

　波坂の隣で、ファニエルは真剣な顔でネットの三国志のゲームをしている。

「忠誠度こんなに高くしてるのに、金もらったら呂りよ布ふが裏切りやがったのデス。呂布が……呂布が……」

「お、おぅ。呂布ってだいたいそういう立ち位置だからな。まあがんばれ」

　八坂はファニエルの肩をとんと叩いて慰なぐさめた。

　カチカチカチカチ……。

　ファニエルのその向こう隣に座り、春日が調べものとデータ分析をしている。

　春日が顔を上げ、報告する。

「池上会長とぼくのメモだけではなく、あのあと他のクラスの実技の講義のときもデータ集めに向かいました。それらをすべて照らし合わせた結果、やはりあの携帯端末のチェック内容に応じて、コンマ一からコンマ五くらいまでの隙が生じる瞬間があります。その千冬さんに何かが起きたとき、少しだけ動揺する……ううん……違うなあ、少しだけ興こう奮ふんする……のかなあ。どうやら、対象者のチェックで瞳どう孔こうが開き気味になります。だいたい『シマ』とか『今日もシマか』というようなことをつぶやいてます。『シマ』とはなんなのかまでは、波坂さんにハックして解明いただかないとわからないかも」

「さすがにセキュリティすごくて、入れないんだ。オレがここまで手こずるとは……」

　カチカチカチカチ……。

「貂しよう蟬せんが服を脱ぬぎだしたのデスー。なぜに───」

　ファニエルが叫ぶ。

「お、おぅ。貂蟬は傾けい国こくの美女だからな。たしかそれ調子にのって脱がせ続けると、部下の忠誠度が下がってくやつだった気がするけど」

「なぜに────？」

「普通に考えて、美女の服を脱がすことに熱心な武将の下で命賭かけて戦いたくないよな？」

「三国志、奥が深いのデス……」

「感心するとこ、そこ？」

　ファニエルが頭を抱かかえるのを横目に、

「ふむ。では、ターゲットブラックの瞳孔全開に至いたるまでのコンマ一から三が鍵かぎだな」

　池上がつぶやく。

　八坂に視線を向け、続ける。

「通常、周囲を囲まれた場合、屋内にいるならば上に逃げようとするはずだ。でも黒波さんの場合は予測不能だから、下、という線もある。どうしてもそこは二手に分かれて対応するしかない。八坂、瞳孔が開く瞬間を見逃すな」

「瞳孔の開き具合なんて俺、わかんないと思うけど」

「観察力だけで見極めるのは困こん難なんかもしれない。が、ターゲットブラックが動揺する状況に持ち込んで、仕掛けたうえでなら？　あらかじめ特定の場所、あるいは時間帯に、相手が動揺するだろうとわかっている状態ならば、可能なはずだ。きみならきっとわかるだろう。そして僕も──わかる」

「……わかるんだ。会長。でも、仕掛けるって？　そんなことできるのか？」

「ああ」

　──ここまでくると、化け物だなあ。

　カチカチカチカチカチ……。

「孫そん堅けんが『ものすごい数の弓矢に打たれてから、大きな岩につぶされる夢を見た』とか言いだしやがりましたのデス。何これ。夢占いとかしてあげるといいのですか？」

「ええと……、どうだったかなあ。俺がやったのけっこう前だし……」

　錯さく綜そうする三国志とターゲットブラック包ほう囲い計画の話題で、頭が混乱する八坂だった。

「あ……あああ、そうこうしているあいだに魏ぎも呉ごも蜀しよくも信用度がゼロになってしまいました。乱らん世せデス。乱世の始まりなのデス……」

「どうしたらそんな極きよく端たんなパラメーターになる？　ファニエルは何をどうやって遊んでるんだ？　あと進み方おかしくない？」

「張ちよう飛ひがー、張飛が死んだ───」

「張飛か……たまに死ぬよな。張飛」

「甘かん寧ねいは無事に百四歳デス！」

「どうして？　なんで甘寧だけ百四歳になってるんだ？　あとなんでファニエルだけずっとネトゲやってんだ？」

「それは……三国志が『漢』のゲームだからデス！」

「なんか本ほん末まつ転てん倒とうしてる気がするが大丈夫か？」

「ファニエルは遊びながら陣形を頭に入れているのだ」

　池上が言い切った。

「そう……か」

　──こいつら、すごい。

　全員、実は一芸に秀ひいでていたり、多芸多才だったりすることが今回、発覚した。

「というわけで準備は整ったようだな。計画は僕の頭に入っている。本日これより、ターゲットブラックの『魂』を狩り取る」

　ガタッ。

　音を立てて池上が椅子から立ち上がった。

「うううう。郭かく嘉かが死んでしまって曹操さまかわいそう……かわいそうデス！　夏か侯こう惇とんの片目もなくなっちゃったし……」

　ファニエルが目に涙を湛たたえ、よろよろと立ち上がる。

「お、おぅ……。そうか」

　妙に緊きん迫ぱくした生徒会室の中で、ひたすら三国志をやり続けられるファニエルもやはり大物だと感心する八坂なのだった……。







　池上によって選択された場は、特別保健室であった。

　何がどう特別な保健室なのかは現状ではわからないが、学内には通常使用の保健室が別にあり、特別保健室は普段は閉へい鎖さされている。

「ヘルムホルツ方程式で電波の動きをモデル化し、学内のすべての場所について、疎そ行ぎよう列れつを使って、電波がどのような道筋を辿たどり、障しよう害がいにぶつかるのかを春日に頼んでＰＣで計算してもらった。結果、あの部屋には電波的ブラックボックスになる場所があることがわかった」

　池上がみんなに説明する。

　電波が届かない場所。乱れる場所。

　それを計算で求めた結果──特別保健室の真ん中のベッドの、ベッドヘッド左ひだり脇わきがピンポイントでブラックボックス化しているのだ、と。

「おそらくあの部屋の壁や天井が、高い屈くつ折せつ率りつを持つ素材なことが影えい響きようしているのだろう。理由はこの際、どうでもいい。とにかくそこにターゲットブラックを追い込む。そうすると一時的に、ターゲットブラックの携帯端末は受信できなくなる」

「なるほど。観察対象のデータが受信されなくなり、途と絶だえることで、動揺させる……のか」

　波坂が言った。

「そうだ。観察対象者の『シマ』という偶ぐう然ぜんに頼るには、心こころ許もとない。だから、動揺するだろう状況をこちらが作る。室内の、他の場所では受信できているというのが今回の鍵だ。はなから電波の通じない場所ならば、動揺はしないし、そもそもターゲットブラックはそんな場所には行かない。そうだな、波坂？」

「ああ。絶対に行かない」

「当然、ターゲットブラックは僕たちの相手を携帯端末を眺めながら行うだろう。映像はスムーズに送られている。安心してそれを眺めつつ、天使たちとファニエルに追い込まれ……ぷつり、と電波が切れる。驚くことで瞳孔は開く。隙が生まれる。そのタイミングで、僕と八坂が『魂』を狩る」

　なるほど。

　完かん璧ぺきな計画である。

　池上が天使たちとファニエルに図面を示し、走り込む場所やタイミングを指示する。ファニエルと天使たちが、真顔でこくこくとうなずいている。

「春日は、天使たちと共にターゲットブラックを攪かく乱らんせよ」

「はいっ」

「波坂は後半、僕たちの補ほ佐さに入ってくれ。上か、下か。ターゲットブラックの行動は読めない。いつもどおり、きみは八坂についていてくれれば、それだけで充分な戦力になる」

「ああ」

「では──ゲームを始めよう。皆、このミッションを楽しみたまえ」

　池上が片手を上げ、開始の合図で指を鳴らした。







　そして──。

　天使たちとファニエルは暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くし（天使なのに）校内のあらゆる場所を破壊しながら、黒波に襲いかかった。

　天使たちとファニエルが通り過ぎた場所は、すべてのものがその形を失った。

　世紀末のような有あり様さまである。

　誰も──教師たちですらも──天使たちとファニエルを止められはしない。

　最後尾につく春日が、

「すみません。すみません。怪我ないですか。あ、絆ばん創そう膏こうどうぞ。包帯もありますので」

　と、巻き込まれた者たちに謝罪して回っている。

　むしろ天使たちから、生徒たちを、厚い皮ひ下か脂し肪ぼうという天然の鎧よろいつきの肉体で、身体を張って守っている。

　ぽよんぽよんと弾はずみながら、

「破損した備品の新しん規き購入については、生徒会に提出してください。特別予算を組みますので。はい。こちらが用紙で、記載方法はこっちに見本があるので。あ、わからないことがあったらぼくに聞いてください」

　慎つつましく、穏おだやかなその笑顔と、腰の低さ。

　春日こそが──大天使だった。

　事態の収拾に尽じん力りよくする春日を置いてきぼりにして、黒波は面倒くさそうにして逃げ回っている。

　ひらり、はらりと、端末を手にして、うるさそうに眉を顰めてファニエルと天使たちをやり過ごす。ファニエルたちの動きは黒波にとってはなんの苦にもならないもののようで、視線を向けることもなく、ときどき端末の操そう作さまでしている。

「待つのデス！」

「それは無理ですね」

　というやり取りをくり返しながら、黒波は移動していく。するすると逃げ回り、天使同士を相打ちさせて、追いかける天使の数を減らしていくのだった。

　傍はたから見れば、天使とファニエルは黒波に翻ほん弄ろうされているだけのようにしか見えない。けれどこの動きこそが生徒会役員一同の罠わななのだ。

　ファニエルたちは着実に黒波を特別保健室へと追いつめていった。

　天使たちに楽器で殴りつけられて、黒波が後ろへと跳ぶ。

　特別保健室の引き戸がカラリと音を立てて開く。

　黒波はそのまま室内へと入った。

　そこに雪な崩だれ込む天使たちとファニエル。どさくさに紛れるように、追つい随ずいする、池上、波坂、八坂の三名。最後に入室した春日が、カラカラとドアを閉め、振り返る。

「……？」

　黒波がつかの間、怪訝そうにドアを見てから、

「まあ……いいでしょう」

　と、つぶやいた。
















　ファニエルを中心とし、天使たちが一斉に動く。横に、そして縦に、螺ら旋せんを描いてぶわんと羽ばたく。

　黒波は変わらず、素早く携帯端末のキーを操作している。

　天使たちの隊列は、黒波とファニエルを芯しんとした純白の多弁な花の蕾つぼみであった。一いつ旦たん、収縮した天使たちの「白い花」は、あっというまに膨ふくらんで、開花する。捻ねじれ、あたりに風を撒まき散らしながら、捲めくれて、室内いっぱいに広がった。

　包ほう囲いされた黒波がわずかにたたらを踏む。

　特別保健室の真ん中のベッド。

　ベッドヘッド左脇がピンポイントでブラックボックス。

　その場所に、黒波が手にしていた端末が入り込んだ。

　──いまだ。

　携帯端末を見つめる黒波の瞳孔が、開いた。

　八坂は、上に跳んだ。

　池上は、身体を縮め下に沈んだ。

　縦方向、上下の、少しの空間にしか彼が逃げられる場所はない。そこまで天使たちは黒波を追いつめていた。

　カチカチカチ。

　黒波が携帯端末に指を走らせる。電波の在あり処かを探るように右手を上げる。身体を縦にのばす。

　コンマ五秒だけ、隙が、できた。




「夫それ必勝の術すべ、合ごう変へんの形は、機に在あるなり!!」




　ファニエルが叫んだ。

　──なんで三国志の台詞セリフだけ流りゆう暢ちようになった!?

　普ふ段だんは何もかもがカタコトなのに、どうして諸しよ葛かつ孔こう明めいのそんな台詞だけすらすらと叫ぶことができた。どれだけ三国志のゲームを短時間でやり込んだのだ？

　だが、そんな疑問を問いただす暇ひまも余力も八坂にはなくて。

　背中に羽を生やし、手をのばす。

　携帯端末に指が、かすった。

　──でも、奪えない。

　黒波が八坂を見る。そしてその下にいる池上へと視線を投げる。

「チッ。上に行ったか」

　池上が舌打ちをしたのが、聞こえた。

　瞬間的に八坂の頭の中は研とぎ澄すまされ、冷静になった。物理的に届かないのならば、届くようにすればいいのだ。考えた途端に、八坂の手には死神のデスサイズが握られていた。

　黒い、鎌かま。

　長い柄えを持つそれを掲かかげ、黒波へと躍おどりかかる。

　池上もまた同時にデスサイズを手にし、黒波の背後に飛んだ。

　天井が、ある。

　天使たちが覆おおい尽くす、狭せまい教室での空中戦だ。

　デスサイズを構えた池上と八坂に挟まれた黒波は、咄とつ嗟さに二人の攻撃を躱したが──容よう赦しやなく手首ごと斬きり落とすかの勢いで踏み込んだ池上の鎌を避けきれず、携帯端末が手から離れる。

　さらに上へと飛んだ池上。

　落とした端末へと身体ごと投げだして拾いに行く八坂。

　二人の狭はざ間まで、黒波が、

「あ……」

　と、小さく声を上げた。

　──取った!!

　八坂の手は、落下する黒波の『魂』を空中で受け止めた。

　すとんと床に着地した八坂は、固く握りしめた『魂』を掲げ、

「狩りました。黒波先生。死神科一年代表生徒会役員一同で、黒波さんの『魂』を狩らせていただきました」

　そう宣言する。

　黒波は眉み間けんに二本程度のしわを刻み、

「狩られてしまいましたね。まだまだ改善の余地を残していますが、なかなかたいしたものです。特にあなた……御み厨くりやくん。あなたは私の手首ごと『魂』を斬り落とそうとしましたね。一切のためらいがなかった。あの判断力と度ど胸きようと非情さに、現段階で到とう達たつできているのは見所がある」

　──ミクリヤ……って誰？

　黒波はまっすぐに池上を見ているのだが……。

　突然呼ばれた名前の記憶のなさに、池上以外の人間がぽかんとしている。

「くっ……。御厨とは呼ぶな。その名はすでに捨てた名だ。僕は、名前を剝はく奪だつされた者……ラボメンナンバーゼロワン。『生きる』ことに取り憑かれ、いつか『生き神』となる者……いまの僕の名前は……池上」

　白衣を閃ひらめかせ、ポーズを決めて池上が呻いた。

「ええーっ、池上会長、池上さんじゃないんですね……」

　春日が小さな目を見開いて、声を上げる。

　──池上会長って、御厨っていう名前だったのか!?

　言われてみれば池上は、自分の名前をちゃんと名乗ったことがない。新入生代表挨拶のときも「名を剝奪された者」「生き神となる男」などと名乗っていて、なんとなく自然にみんなが彼を「池上」と呼びだしただけだった。

　呆あつ気けに取られる生徒会一同であったが、黒波は淡々と講評を述べていく。

「八坂くんの動きにも無駄がない。咄嗟にデスサイズを出してきた判断力もいいと思います。それから、あなたは……波坂くんでしたか？　八坂くんにぴたりと張りついてきっちり三秒後に同じ動きをするので、影のように見えて若干幻げん惑わくされました。連れん携けいプレイがとても美しかったです。ファニエルくん……あなたもがんばってましたね。私をここに追い詰めるための手て駒ごまとして動いていたのですね。駒になることを厭わないのは死神向きです。良き歯車となってください。それから……あなたは」

　ふわりと着地した黒波が、春日の頭にそっと手を置いた。

　一回。二回。三回。

　春日の頭を押して、続ける。

「とてもよく弾む」

「……う。ぼくの価値は弾むこと……？」

「ええ」

　きっぱりと断言された。

「そうですか。……あの……でも。ひとつ聞きたいことがあるので、聞いてもいいでしょうか」

　春日が、上うわ目め遣づかいで黒波に問うた。

「はい？　なんでしょう」

「この部屋に入ったとき、黒波先生は、いぶかしげな顔をしていました。どうしてなんでしょう」

　それは──八坂も引っかかっていたことだった。

「この部屋のドアは、普段は鍵がかかっているはずです。それが簡単に開いたので、なるほど、私は何かしらの罠にかけられたのだなと思いまして」

「それで……『まあ、いいでしょう』とおっしゃったんですね……。計画には途中で気づいていたってことですね……」

「注意深く観察し対象者の言動を記憶に留とどめ、行動に至った理由を的確に判断することも死神の素質のひとつです。あなたは……春日くん、でしたね」

「あ……はいっ。そうです。春日ですっ。名前、覚えてくださってるんですね」

　春日の頰がぽっと赤く染そまった。

「あなたたちのことは成績優秀者として、上司に報告を入れます。早く一人前になって死神界の歯車として世界をギシギシアンアン軋きしませてください」

　──ギシギシアンアン……？

　真顔なので突っ込みそびれるし、聞き返せない。

「そういうことで、私はここでドロンしますので」

　黒波は両手を身体の前で組み、忍にん者じやっぽいポーズをしてそう言った。

　死語だが、だからこそ死神らしい言葉なのかもしれない。

　そうして──黒波はトンッと床から浮き上がり、次の瞬間には姿を消したのだった。
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　それきり、黒波は死神養成学校から去ってしまった。

　激げき怒どした神楽木もまた黒波を追いかけて、学校から去っていった。

　特別講義は中ちゆう途と半はん端ぱなまま終了したが、生徒会一同の成績は加点され、学校中に「今年の死神科一年代表生徒会はとにかくすごい」という噂が轟とどろきわたった。




　少しだけ静かになった学校の生徒会室──。

　池上が御厨だと知ったところで何かが変わることもなく、池上会長はその後も池上会長と呼ばれ続ける。

　破壊されまくった校内の復ふつ旧きゆう作業の仕分けと、予算の振り分けで、池上はとても忙いそがしい。いつになく屋上にも行かず、生徒会室でノートにさらさらとペンを走らせている。

　八坂は池上の手伝いをしていた。

　他のみんなは校こう舎しやの現況をチェックして回っている。波坂は八坂から離れることに文句を言ったが、池上の「八坂の恥ずかしい画像をあと十枚つけよう」というひと言で「十分で終わらせて帰ってくる」と告げ、部屋を出ていった。

　やれやれ、だ。

　池上のペンの音が途と切ぎれる。

　ふと見ると、池上は眼鏡をはずしてデスクの上に置き、白衣のポケットから目薬を取りだし、点眼している。

「その目薬……？」

「ああ。これは──宝物だ。ずっと持ち歩いている。僕が初めて他者からもらったものだからな」

「そっか……。もっといいもの渡せば良かったな」

　なんとなく申し訳ない気持ちになって、そう返した八坂だ。

「いや。邪じや気き眼がん用目薬なんて、他にはない。尊とうとい……目薬だ。我わが邪気眼にはこの薬しか頼るものがない。ああ……闇やみの波動を感じて、光が……遠ざかる……。この程度で……」

　どこまで本気で言っているのか。

　チュウニ言動と綺麗で有能な池上の、どちらが本体なのか謎だが。

「たぶんそれ疲れ目だよな。あと、池上会長、目薬さすの下へ手たすぎだ。目薬落ちる瞬間に目を閉じちゃ駄だ目めですよ。さしてあげましょうか？」

「光の同どう胞ほうの癒いやしの手か。頼む」

　立ち上がり、目薬を手渡された八坂は、椅子に座る池上の顔を覗のぞき込んだ。ゆっくりと顔を上げる池上の目元に手を当てる。

「……ちょっと待て。なんとなく怖いものだな。心の準備が」

「この程度で怖いとか準備とかいらないでしょう。あっというまにすみますから。動かないでください、池上会長」

「……ん」

　池上が吐と息いきをつく。

　トントン。

　控ひかえめなノックの音がした。

　返事をしないうちに生徒会室のドアが開いた。

「失礼します。『家庭訪問部』っす。どこもかしこも破壊されてしまった今度こそ、うちの部の認可と、あと部の活動費の申しん請せい手続きに……。って、あ。わ」

　八坂は池上へと覆い被かぶさるようにして、目薬をさしていた。

「すみませんっ。また、あらためますっ」

　真まっ青さおになった生徒が大声で叫んでドアを閉める。







　そうして──。

　八坂と池上は生徒会室でギシギシアンアンをする仲で、かつ、八坂に無理強じいをされた池上が、涙をひとしずく零こぼしていたと噂されることになってしまった。

　八坂の風評、ストップ安やす待ったナシであった──。
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　死神たちは肉体ではなく、魂たましいにターゲットを置き、それを狩かる。

　なぜならこの世界において、肉体とは「魂」という外部チップを載のせるシステムでしかないからだ。端たん末まつ機きである「肉体」を狩ったところで、中からチップを抜きだして別の端末機に移行されれば、それまでのこと。

　肉体のみの破は損そんは死神には無意味だ。

　では魂とはどういうものなのか。

　人間の「魂」は突き詰めてしまえば、記き憶おくと人格という二つの情報に他ならない。

　死神は、人の器うつわから、この二つが揮き発はつしたときをもって人の死を定義する。

　記憶と人格。生まれてから死に至いたるまでの経験値と積み重ね。試し行こう錯さく誤ごの結果。取り囲かこむ社会に揉もまれ、慈いつくしまれて、育成された自じ我が。

　それらの揮発は、死神が手にするデスサイズの力で行われる。




　──黒くろ波なみ。

　彼は死神世界のエリートだった。




　死神養成学校在学中──同どう窓そうだった神楽かぐら木ぎは、黒波の存在を「フラクタルである」と定義した。

　科学が発達して精せい密みつに計測できる機械が開発されても、それでは計測しきれない微び少しような要素。黒波は、学生時代からそういった「不確定な要素」を見定め、即そく座ざに反応することができたのだ。

　黒波は、見た目どおりのちゃらんぽらんな男ではなかった。

　当時、生徒会長だった神楽木が、その能力を高く評価し、右みぎ腕うでにと望むほどの人材だったのだ。




　そして、神楽木が養成学校を卒業し、順調に出世して後のちの、死神世界の社しや屋おく──。

　神楽木のデスクの上には大量の胃い薬ぐすりが転がっている。

「もういいじゃないすか。黒波さんのことは、あきらめたらどうっすか？　いくら有能たって、働かないんだから、あの人」

　現時点で、神楽木の直属の部下である九く々ぐ龍りゆうが言う。灼やけた肌はだに金の髪かみ。イケメンホストと見まごうような出いで立ちのスーツ姿。ゆるんだネクタイが妙みようにセクシーである。

「一度ならず、二度、逃にげられたんっすよ。養成学校の特別講こう師しに行った先からも途中抜けで逃とう走そうって……。これって、また始末書ものでしょう？　他の人材探したほうが早いっすよ。社しや畜ちくなみに働く死神はまだまだたくさんいるし」

　神楽木のデスクに積み上げられた書類の「山さん脈みやく」を眺ながめ、九々龍が続ける。

「単に、社畜として大量の仕事をこなすだけならば機械でもできる。素早く、確実に、間違いなく働くことをのみ優先するならば、死神という職務すべてを機械化すればいいだけのこと。だが……」

　けれどそうならないのは──機械では計測不可能な「生というものの揺ゆらぎ」が発生するからだ。

　揮発直前の魂が発する不ふ可か思し議ぎなエレメント。

　有能な死神はそれを咄とつ嗟さに受信し、判定する。

　有能であればあるだけ、人の死をより有機的に受け止め、システマティックに処理するのだ。

「まーた、あれですか？　『黒波は俺が出会った中で唯ゆい一いつ無む二にのフラクタルな死神だ』ってやつっすか？」

「ああ」

「数々の伝説があるから、あの人がエリートなのはわかってんですけど。なんつーか、その『フラクタルな死神』だから、あの人、あんなに自由なんじゃないのかなーって思うと、どうしようもない気が──。狩る予定だった女子高校生の魂を助けちゃって、そのまま地上で同どう棲せい中ちゆうって、自由すぎでしょ？」

「くっ……。そんなことは、わかってる」

　神楽木の胃がキリキリと痛む。

「今年の養成学校の一年生に、黒波さんに似た子がいるんでしょう？　死しに神がみ町まちで、食い逃げの犯人を捕つかまえるとこを見かけたのが一回目──そのあとは養成学校の試験の面接のときが二回目でしたっけ？　神楽木さんが目をつけちゃうくらい、身のこなしと判断力がすごいっていう……なんだっけ……八や坂さかって言ってましたっけ？」

「そうだ。あいつは食い逃げだという叫びを聞いた瞬しゆん間かん逃げ道を先読みして回り込み、犯人を捕ほ獲かくした。彼は覚えてないらしいがな。面接のときには風で部屋中に飛び散った書類を瞬しゆん時じに全部拾い、まとめて渡して寄よ越こした。反応速度が素す晴ばらしかった。特別講義の際にも常識に捉とらわれず、あの黒波相手に即座に仕し掛かけるとは……死神として的確に、その場に応じて動ける逸いつ材ざいだ」

「そいつが死神になるまで待てばいいんじゃないですか。といっても、黒波さんに似ているってことは、八坂って奴やつも、最終的には死神界から逃げだしたりして……」

「そんなことはさせない!!」

　神楽木は思わず拳こぶしでデスクを叩たたいた。

「……ま、そんな次々逃げられたら、こっちもたまらんっつーか」

「とはいえ、今年の一年生は優秀な生徒が多いが、一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。うっ……」

　考えていると胃の奥がズキンと収縮する。胃を押さえて、薬を飲む。

　九々龍が水の入ったペットボトルを「はい」と渡してくれた。

「……神楽木さんが牛だったら、オレも、もう少し余裕持ってあなたのこと見守れるんすけどねぇ」

「牛？」

「牛は胃袋を複数持ってるじゃないっすか。ひとつしかない胃をそこまで酷こく使ししてる上司を見守る部下の気持ち、わかります？」

　九々龍がそう言って、肩かたをすくめてみせた。
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　いつもの──生徒会室。

　ＶＳターゲットブラック戦のせいでサイバーなモニタールームになってしまった空間に、天てん蓋がいつきベッドに立りつ派ぱなデスク。きちんと分類されてファイルが並んでいる書しよ棚だな。

　天使たちがジャズを鳴らし、ファニエルの執しつ事じが運んできたお茶で優ゆう雅がなティータイムを嗜たしなむ生徒会の面々である。

　池いけ上がみは今日も、不在だ。おそらく屋上で、風を受けて、哄こう笑しようをしているのだろう。

　カチカチカチカチ。

　ファニエルは、いまは三さん国ごく志しに夢む中ちゆうだ。ありとあらゆる三国志のゲームを買い込んで次々と制せい覇はしている。

　その傍かたわらで春日かすがが、黒波から奪い取った携けい帯たい端たん末まつの中身を調べていた。

「うーん。データにはすべてプロテクトがかかってて見られないですね」

　地道にあらゆる角度から努力した結果──お手上げだ。

「そうじゃなければ、すぐに取り返していただろうし、推すい測そくどおりだな。相手だって、伊だ達てにエリートと呼ばれてるわけじゃないだろ？　俺たちにたやすく見られるようなもんじゃないさ」

　八坂はあっさりとそう言った。

　祭りは、終わったのだ。

　これからはまた、ぐだぐだとゲームをしたり、お茶を飲んだりして過ごす生徒会に戻ればいいだけのこと。

「そうなんでしょうけど。波なみ坂さかくん、こういうの得意なんだし、手伝ってもらえないかな」

　春日がおずおずと波坂に頼む。

　波坂はベッドに寝そべり、池上にもらった「八坂のお宝画像」を眺ながめてほくそ笑んでいる。

「断る。他者の保存するお宝などにはまったく興味がない。面倒だ」

「そう……か。そうだよね」

　しょぼんとする春日だった。

「だいいち、オレはいま、過去の八坂の恥はずかしい画像を愛めでることに忙いそがしいんだ」

「……目の前の本物の俺の立場はいったい」

　八坂は、思わずつぶやく。

「なんだ。妬やいているのか？　そういう嫉しつ妬とは、いつでもウェルカムだ」

「妬いてねーよ」

　波坂の思考回路にはまったくついていけないので、流すしかない。

「でも、これだけ大事にしているってことは、重要な機密事じ項こうなのかも」

　春日がぎゅむっと唇くちびるを尖とがらせて、八はちの字じ眉まゆになって考え込む。

「そうかもな」

　八坂の同意に春日が顎あごをぐっと引いた。

「返しに行ったほうがいいんじゃないかな、これ」

「返しにって……黒波さんっていま地上にいるって聞いたぜ？」

「そう……だよね」

　腕を組む春日の背後で天使がサックスを吹いている。

　カチカチカチカチ。

「おおおおおおおおお。今回の三国志は武将が女性デス！　なんということでしょう」

「悪い予感しかしないけど、ファニエル、ちょっとそのゲームのパッケージ見せてくれ」

　──愛あい姫ひめ無む双そう。

　武将がみんな女体化され、主人公は天てん下か統とう一いつしながら、そんな武将を脱ぬがせまくる十八禁ゲームだ。

「ぶっ……。これはエロゲーじゃないか。ファニエル、これは駄だ目めだ」

　慌あわてて八坂はファニエルを、座る椅い子すごとＰＣから引き剝はがす。

「なぜにー!?　なぜに駄目デスカー？」

「良い子はしちゃいけないゲームなんだ、これは。間違えると……堕だ天てん……しかねない」

　天使たちを刺し激げきしないよう小声で言う。

「百歩ユズリマスから！　いままでユズラレタたくさんの歩数を、お返ししますから！　やらせてくださいなのデス!!」

　ファニエルが必死の顔で懇こん願がんする。

「駄目駄目駄目。春日、このゲームのデータ消して。いますぐ！」

「う、うんっ」

　わたわたと春日がファニエルのＰＣからエロゲーのデータを消した。

　ファニエルが涙目になっている。

「ユズリマス。ユズリますから。ユズラレた歩数をお返ししながら、お寺に行くと願いが叶かなうという！　あれデス！　一歩、二歩、三歩……」

　なんだかわからないが、ゆらゆらと立ち上がりカウントしながら室内をぐるぐる歩きだした。

「百歩譲ゆずるってそういうんじゃない。おそらくそれはお百度参まいりと混じってるな。しかし……どう説明したらいいのか、もはやわけがわからない」

　百歩を譲り続けるために虚うつろな目でぐるぐる部屋を回るファニエルの前に、天使たちが絨じゆう毯たんを敷しきつめていった。







　その翌よく日じつである。

　春日が「携帯端末を黒波に返へん却きやくしたい（善ぜん意いで）」と池上に相談したら「なるほど。だったら携帯端末をターゲットブラックに返却しに行こう（戦せん意いで）」と──そういうことになった。

　朝一に、生徒会一同で地上に降り立つ。

　事前に、黒波がいるらしき場所は下調べしてある。

「……で、あっというまに俺たち、地上に来れちゃったんだな。諸手続きとかそんな簡単に下りるものだったとは」

　春日と池上だけで行けばいいんじゃないのか？

　八坂はずっとそう言い張ったのだが、ずるずると引きずられて来てしまった。八坂が来たから、波坂もついてきた。ファニエルと天使たちは、学校で留る守す番ばんさせておくと不安なので、自動的に連れていくことになった。

「ふっ。ノープロブレムだ。やがて『生き神』へと到とう達たつし得る唯一の存在の僕には、どんな機関であろうと手出し不可能。魂。それはフラクタル。外部チップを埋うめ込み、刻きざむ存在とその推すい移いをデータ化し、記録する。それこそが我が光の使命だ」

　眼鏡めがねのブリッジを押さえ、白衣の裾すそを閃ひらめかせて斜ななめ立ちする池上が滔とう々とうと意味不明のことを述べる。

　池上はこの謎なぞ言語と態度で教師を言いくるめて、生徒会役員全員が一日だけ地上に降りる許可をもらってしまったのだった。

「名を剝はく奪だつされた我が存在を、新たなる光の力で、この地に刻み込む。フーッハッハッハッ！」

　シュバッと片手の手のひらを地面に押しつけ、もう片方の手を反対に宙に高く掲かかげ──呪じゆ術じゆつ的てきなポーズを決めて高笑いする池上である。

「池上会長は、プロブレムってくれ。たまに」

　こんなふうなのに、ちゃんと有能で、何もかもをノープロブレムにしてしまうから池上は質たちが悪いと独ひとり言ごちる八坂だった。







　ぶつぶつと文もん句くを言ったりもするが、それでも初めての地上である。

　物もの珍めずらしさもあり、観光気分であちこちをきょろきょろと見てしまう。

　二十四時間しか滞たい在ざいできない。

　そのあいだに黒波を見つけ、携帯端末を返し、戻らねばならない。

　──人がいっぱいいるなあ。

　そして、人びとは死神である八坂たちには一切気づかない。

　どれだけ近くに寄っても、みんなの視線は八坂たちを素通りしていく。それでも目もく視しできないなりに「何かがいる」という本能的な回かい避ひが生じるようで、どの人も皆みな、八坂たちにはぶつからないように、手前でするっと身体からだを躱かわすのだった。

　いまも、制服姿の女子高校生が二人、八坂を避よけて道の端はしにぎゅっと寄った。

「なんで突然こっちに詰めてくんのよー」

「えー、なんとなく。いーじゃん」

　きゃらきゃら笑って去っていく二人を見送り、八坂は道の端に寄った。

「避けてくもんなんだなあ」

　ぼそりと言うと、

「そうだな。避けられているな。八坂、見ず知らずの人に避けられる気持ちはどうだ？」

　波坂は腕組みをし、興味深げに八坂を見た。

「どうって……別に」

　何を期待されているのだろう……。

　春日も自分の手前で人が進行方向を変える様子を見ている。

「避けてくもんなんですねえ」

　朝の通勤、通学時間帯だ。

　八坂と波坂はいいとして、無意識に春日の体積を避けるのは、大変そうだった。横幅があるので。おまけに春日は荷物のたくさん入った、大きなリュックを背負っている。

　見えないなりに、なぜか春日を大幅に迂う回かいする人たちが続出する。

　しかし春日はそれでもまだマシだ。

　天使たちは道の真ん中にパラソルをさして椅子とテーブルを用意し、ファニエルはお茶を飲んでいる。天使軍団を無意識に避けてぐるっと大回りしている人びとの姿に、申し訳ない気持ちになる。車もファニエルの手前で停止し、Ｕターンしていくのだった。

「邪じや魔まだから端に行こうか。ファニエル」

「いやデス！　ワタシは悪い奴になるのデス！　これはワタシの悪い奴への第一歩」

　ツンとしてファニエルが顔をそむけた。

「……なんで？」

「良い子のままでは『愛姫無双』ができないじゃないですか。八坂に言われてワタシは目覚めたのデス！　悪い奴になってやる、と……！」

　──良い子はしちゃいけないって言ったが……なあ……。

　ざわざわざわ。

　天使たちのスナイパーの目がぎらりと輝かがやき、楽器を身構え八坂を凝ぎよう視しする。

「悪い奴になるとファニエルさまが」

「このままではファニエルさまが悪者に。すべては八坂のせい」

「堕天される……？」

「なんという……おいたわしい……お止めしなくては……」

　──エロゲーがやりたくて堕天とかマジやめて欲しい……。

「えーと、たしか『愛姫無双』を全ぜん年ねん齢れい対たい象しようにして編集し直した『愛姫夢む想そう』というゲームが出てるはずだ。そっちなら大丈夫だ。武ぶ将しよう女体化はこの際、いいことにしよう……。生徒会に戻ったら『愛姫夢想』を買ってやるから、それで手を打ってくれ。頼む……」

「頼まれた！　デス！」

　ファニエルはにっこりと笑って首しゆ肯こうし、いそいそと道の端へと移動した。

　天使たちは寄り集まって審しん議ぎして、納なつ得とくしたように武ぶ装そうを解といた。

　最終的に八坂たちは、道ばたに横一列にしゃがみ込み、行き交かう人々を眺めることになった。

「死神になったあとの人の魂の調査と観察って大変そうな気がしてたけど、向こうからはこっちを見られないなら、人の観察って、もしかしてわりとたやすい？」

「どうだろうな」

　八坂と波坂はぼんやりと会話を交わす。

「……っていうか、池上会長はどこに行ったんでしょう？」

　ふいに春日が言った。

「あれ？　言われてみれば」

　周囲を見渡す。池上の姿が消えている。

　と──。

「フーッハッハッハッハッ！」

　計ったかのように、目の前の高いビルの屋上から高笑いが聞こえてきた。

　池上だった。

　屋上の柵さくの上に立ち、両手を大きく広げ、全身で風を受け──白衣をはためかせている。

「池上会長は、なんであんなに高いところが好きなんだろうな」

　八坂がつぶやいた。

「さあ……？　なんででしょうね……」

　春日は困こん惑わくの表情で首を傾かしげた。

　波坂は、池上も春日も無視して、ひたすら八坂を見つめている。これはこれでとても鬱うつ陶とうしい。

「どうする？　誰だれに見えるってわけじゃなくても、いつまでもあそこで笑わせてるわけにもいかないよな。適度なところで迎えに行くか……。なんか俺たち天てん界かいにいても地上にいても、やってること変わらないな……」

「そうですね……」

　波坂は無言で八坂を見ている。すこぶる鬱陶しいが無視だ。

　池上を屋上から下ろしに行くかと足を踏ふみだすと──。

「──危ねえっ。何があったかわかんねーけど、早まるな……！　って……、わあああああああっ。足がもつれてええええ！」

　男の声がした。

　視線を上げる。

「ぐわああああああ。落ちるううううう。ｓ＠４ｄｗ俺ばっｔｌｙう・い￥￥￥￥」

　言語化できない変へん換かんミス的な悲鳴と一緒に、制服姿の男子高校生と、その生徒に抱だきつかれた池上が空から降ってくる。

「くっ。悪くない。悪くないぞ。フーハッハッハッ!!」

　池上、満面の笑顔。

　白衣がモモンガの翼つばさのようにぶわりと広げられていた。

　八坂は落ちてくるかもしれない二人を受け止めようと、両手を開いた。春日は動揺して右う往おう左さ往おうしている。ファニエルは信頼の微び笑しようを浮かべ池上を見上げている。波坂は八坂を見ている。何があっても八坂を見ている。

　地面に叩きつけられる寸前で──池上は死神の羽を生はやし、自分とともに落下した男を抱きとめて、ふわりと綺き麗れいに地面に着地したのだった。

「八坂、危ないっ」

　波坂が無意味に八坂を背後から抱き寄せた。

「俺、いま、何ひとつ危ない目に遭あってないよな？」

　反はん射しや的てきに八坂は波坂を振り返り、腹にグーパンをめり込ませる。

「……くっ。ここはオレにまかせて八坂は先に逃にげろ」

　身体を二つに折って呻うめきながら、クールに笑って波坂が告げた。

「どこに逃げろと……。つーか、悪い。いきなり抱きしめられたんで容よう赦しやなく殴なぐってしまった……」

「いえいえ。我われ々われの世界ではこれはご褒ほう美びですから……」

　満足げに波坂が応じる。

「……そうなんだ。これはご褒美なのか。俺の知らない世界だな」

　八坂の頰ほおが引き攣つった。

　そうして──ぎゅっと目を閉じていた男が、騒そう々ぞうしい周囲を探るように、おそるおそるまぶたを開いた。

「た……助かった……のか？」

「ああ」

「俺、生きてる？」

「死んでは、いないな」

　見るからにヤンキーな男である。

　天界においては地じ獄ごく科かに所しよ属ぞくしそうなタイプ。

「今度こそ死ぬかと思った……」

　男はへなへなと地面にへたり込む。

「死ぬわけないじゃん～。おーげさなんだからー」

　どこから現れたのか、ツインテールをしたピンクの髪の美少女が元気に男の背中をとんと叩いて笑う。

　──誰!?

「お前のせいで酷ひどい目に遭ったんだ。いー加減にしろこの厄やく病びよう神がみがっ」

　男に怒ど鳴なられて、美少女は顔の横でピースサインを作りながら、首を愛らしく傾げた。

「てへぺろ」

　可か愛わいいが──なんだか無む性しように、イラッとした。







　男の名前は笹ささ澤ざわ翔しよう。男子高校生。ヤンキーな見た目に優しい心を詰め込んだセンシティブなガラスの十代。

「で……厄病神に憑つかれてるんだな」

　笹澤の説明を聞き、八坂は「やれやれ」と納得した。

　通常、死神は人の目には見えない。が、一部の「神様憑き」という、なんらかの神に憑かれた人間たちは死神のことも見えるのだった。

　ビルの屋上の縁ふちに立って悦えつに入いっていた池上が「見えた」のも納得。池上を神だとは思わず、投身するのではと早まって、助けたようとしたのもいたしかたない。

　で──。

　あとから、ふわりと出現した美少女の名は、涙るい。厄病神である。

　笹澤に「憑いて」いる。
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「うちの池上会長を助けようとした際に、なぜか何もないところで足をひっかけて、そのまま二人で落下した……と。なるほど。まごうことなき厄病神だ」

　八坂は傍かたわらでスカートの裾をぱたぱたと手ではたいている涙を見た。くるりと大きな目に、ふっくらした唇。高すぎず低すぎずな鼻び梁りよう。つるつるの白い肌はだ。天然仕立てのアイドルフェイスの少女が、舌したをちろりと出した。

「てへぺろっ」

　──やっぱり、可愛いんだが妙みように苛いらつく。なぜだ？

「まあ、あれだ。助けようとしてくれて、ありがとう。池上会長はどうしたって死なないだろうけど……気持ちは受け取るよ」

「ふっ。世界は僕をまだ必要としているようだ。それが僕の運命。そしてきみの運命でもあるようだ。そうさ。すべては──true blaze from no name!!」

　池上なりの感謝表明である。

　笹澤はまだ事態をきちんと吞のみ込めていないようで、ファニエルと天使軍団や、春日や、波坂たちをぐるりとひととおり見回してから、

「なんだこれ」

　と独白を漏もらして頭を抱かかえた。

「死神？　死神養成学校の一年生の生徒会？　は？　なんだそれ。どう見ても天使な奴がいるけど……。ずっと生なま演えん奏そうで音楽流れてるけど……。それから菩ぼ薩さつっぽい奴もいるんだけど……。どうなってんだ？」

「気持ちはわかるよ」

　八坂は心から笹澤がかわいそうになった……。

「ひとつ訂てい正せいしておこう。僕は、死神ではなく『生き神』だ。生きることに取り憑かれ、その本質を追求する者!!　ラホメンナンバーゼロワァン!!」

　決めポーズを取る池上のことは無視する。

　話が進まないので。

「あ……」

　それまでじっと涙を見ていた春日が突然、叫んだ。

「なんだ、春日。どうした？」

「もしかして……あなたは『ピンクの厄やく災さい』？　すごい有ゆう名めい神じんじゃないですか。うわー。可愛い容姿に悪あく魔まの言動。憑いた者皆絶望の淵ふちに落とし、かつては魔ま王おうすら手玉に取ったという……！」

　春日は「良ければ、サインください」と背中のリュックから色紙とサインペンを取りだした。

「春日のその大荷物、なんだろうと思ったら。色紙入れてたんだ？」

「だって地上には『神様憑き』の人も多いって聞いてましたし。有名神に会えるかもって」

「春日、わりとミーハーなところあるよな……」

「サイン？　えー、サインなんてしたことないから恥ずかしいなー」

　と言いながら、涙はあっさり色紙とペンを手に取り、手慣れた様子でさらさらとサインをした。崩した文字が読み取りづらい、とてもサインらしいサインである。

　そのまま涙と春日はミーハートークに移行する。

　──こいつらはこいつらで放置しといて大丈夫だな。

「えーと、笹澤くん。妙な巡めぐり会いだけど、ここできみに出会えたのは好こう都つ合ごうだ。俺たち、黒波さんていう死神を探してるんだ。どうやらこのへんで、女子高校生に『憑いて』るらしいってことだけはつきとめてて。『憑きもの筋すじ』の人間同士は惹ひかれ合うって学校で習ったんだけど、つーことは、笹澤くんは黒波さんに憑かれてる子と知り合いだったりしないか？　もしくは黒波さんの噂うわさを聞いてるとか……」

「……知ってる」

　笹澤が虚うつろな目のまま、こくんとうなずく。

「知ってるのか？」

「ああ。黒波に憑かれてる天あま宮みや千ち冬ふゆと同じ高校に通ってる。つーかクラス同じだ」

「なるほど」

　ありがたいことに、事態は急展開で進むのだった。







　ぽむぽむぽむ。

　春日が弾はずむように歩いている。涙は「有名神」と湛たたえられ、調子良くマシンガントークを炸さく裂れつさせている。

「ボクって神様界のスーパーアイドルだからさあ……。アイドルやってくのってけっこう大変なんだよね。いままでは絶望させときゃ良かったけど、それだけじゃ最近はインパクト不足な気がして、ここは初心に戻って、基き礎そからって思ってて」

「なるほどー。勉強になります」

「どっちかっていうといまのブームは『ちゃんと立ち直れるぎりぎりの不幸と厄災』に遭っては立ち直り、遭っては立ち直りの無限ループなのよね。ちょっとした不幸がずーっと続いて、そこから逃れられないで蓄ちく積せきする、みたいなの？　大きな不幸よりもっと鬱陶しい感じのやつ」

「通好みな方向性ですね」

　ぶんぶんぶんと首肯して同意しているが──。

「……それ、最悪だな。いつも絶妙に痒かゆいところに手が届かないままの人生がエンドレス？」

「ああ。最悪なんだ。しかも、言うほど、ぎりぎりじゃねーし。骨こつ折せつとか爆ばく発はつとか……俺は死なないでここにいることが奇き跡せきだ」

　唸うなる笹澤に、涙が、

「だから～、それもボクの最近の手加減のお、か、げ♪　感謝して？　死なない程度の厄災をエンドレス、わんこ蕎そ麦ばみたいにどんどん不幸を盛もりつけて、お、も、て、な、し♪」

「もてなされてねーよっ。ふざけんなっ。消えろっ」

　ウキーッと暴あばれだす笹澤に、

「もうっ。仕方ないなあ。じゃあお詫わびに、可愛いボクを、今夜のあなたの、オ、カ、ズ、にしてもいいよ」

　ひとさし指を頰に当て、きゅんとくるスマイルで上うわ目め遣づかい。

「男をオカズにしてたまるかーっ。そこまで落ちぶれちゃいねーよ!!」

　こめかみに青筋を立てて叫ぶ笹澤のヤンキーヘアを、西風がそよそよと揺らす。

　──ん、西風？

　ドガンッ。

　重たい音がした。

　空から巨大な貝かい殻がらが落下し、笹澤のつま先を押しつぶす。

「うぎゃあああああああ!!　足、足の骨がぁぁぁぁ!!」

　笹澤の叫びが空気を震わせる。

　重量感のある美の女神、地上にも降こう臨りん。




「来ちゃった」




　笹澤はビーナスの貝殻による物理攻こう撃げきを受けて、そのまま救急車に乗って去っていった……。
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　救急車を見送った八坂たちは、教えられた学校に向かって歩いていく。

　池上は携帯端末を片手に誰かと話している。

「しかし、笹澤くんはいい奴な分、かわいそうだったな」

　八坂が言う。

「ピンクの厄災……可愛いですが、怖こわいですね」

　春日がぷるぷると返す。

　──なんか「男」とか言ってたけど、まあ、あの容姿で男ってことはないよなあ。ボクっ娘こアイドルで、ちょっと痛いみたいな感じか。

「アフロディテ、あとであらためてお見舞いしに行くって言っていたのデス！　いままであんなことなかったのに、まさか西風運送さんが、事故を起こすなんて……ショッキン、デス!!」

「厄災っていうか、あれは西風運送の人じん災さいじゃないのか」

　波坂も今回はさすがに話題に入ってきた。

「人じゃないから人災とは言わないのでは？」

　池上は携帯端末を抱えて誰かと話している。

「……あ、ニケーナがいる。久しぶりなのデス！　でもどうして？　ＹＯＵ、何しにジャポンへ？」

　ファニエルが大声を上げ、駆けだした。

　天使たちが敷く絨毯は、校門前へとのびていく。

　その先には、仮面をつけたキラキラした異国の女性と、彼女を連れた黒髪の超絶イケメン男子生徒がいた。さらに隣に、もふもふした立派な狐きつねと、これまたイケメンな茶髪の男子生徒もいる。

「うわー。うっわー。勝利の女神のニケーナさんじゃないですか。ローマでは都市の名前にもなったくらいの有名神！　すみません。もし良ければサインくださいっ」

　春日がまた色紙を取りだしてニケーナへと渡そうとした。

　ニケーナは突然の色紙に驚いたのか、恥じらうようにして、黒髪男子高校生の長身な背中の後ろに隠れてしまう。

「……悪い。ニケーナ、そういうの苦手みたいで。今プライベートなんで、そっとしといてやってくれるか？」

　周囲に気づかれないような小声で告げ、春日から守るように立ち位置を変えて、ニケーナを隠す黒髪男子高校生のふるまいは完かん璧ぺきだった。

「あ……はい。ごめんなさい。ぼく、浮かれすぎてましたね」

「いや、ただ突然だったから、驚いただけ。な、ニケーナ？」

　ニケーナがこくこくとうなずいた。黒髪男子高校生の肩にぎゅっと両手を置いてしがみついて、顔だけをちょこんと出してそっとこちらを見ている。

　──可愛い。

　仮面で顔のほとんどが見えないが、そんなことはどうでもいいくらい、ニケーナは愛らしく、萌もえる女神だった。

「あー、なんだ。代わりにワシがサインしてやってもいいぞ」

　こほんと咳せき払ばらいをして狐が言う。

「わ、喋しやべった!?」

「喋れぬと思うてか！」

　九きゆう尾びの狐が若じやつ干かん、イラッとする言い方で胸を張って答える。

「商売繁はん盛じようの神様……ですね。えーと、えーと、お稲荷いなりさんは日本各地に多いけど、九尾は……あの」

　珍しく春日の脳内データから神様の名前が出てこない。

「……有名神ですよねっ。サインくださいっ」

　春日は多くを語らず、色紙を差しだした。

　名前がわからなかったとしても、色紙に記載された名前を呼べば、うまくおさまるという判断だろうか。

　だが──。

　色紙には愛らしい狐の肉球がぽむっと押されたため、全員、狐きつね神がみの名を知ることはできなかった。
















　長話をすると、狐神の名を知らないことがばれてしまう。

　ばれたからどうということはないのかもしれないが、きっと、機き嫌げんが悪くなる。それはあまり良くない気がする。

　──ここは巻いていかないと。

「あの、俺たち、死神養成学校で黒波さんっていう死神に特別講義を受けて──そのときに黒波さんが忘れものしたんで、返しに来たんです。黒波さんて知ってますか？」

「黒波？　知ってるけど」

「知ってるんですね。どのへんに行けば見つかりますかね。『憑いて』る女生徒のクラスは聞いてきたんだけど……」

「教室には入れないんじゃないかなー。天宮ちゃんにがっつり怒られてたし」

　茶髪の男子生徒が苦笑いを浮かべて言う。

「怒られ……た？」

　八坂たちにとっての黒波は、講義中の有能エリート死神で固定されている。あの黒波を怒ることができるとは……どういう女子高校生なのか。

「ああ。天宮ちゃんの入浴中に堂々と風ふ呂ろに入り込んで殴られて──そのあとは堂々と一緒の布団に入って殴られて──それから天宮ちゃんのパンチラ写真を盗とう撮さつしてリストアップして『シマパン率の高さに憂うれいています。どういうことなんでしょう』って堂々と意見して殴られてたな」

　入浴中に堂々と？

　堂々と一緒の布団に？

　パンチラ写真を盗撮してリストアップ？

　──駄目だ、それ……。駄目な奴だ。

「挙げ句に『堂々としていることに問題があるのかと思って、コソコソと隠れて盗撮してみたのに、それもお気に召めさないとは。千冬さんは私にこれ以上、何を望むというんですか』って真顔で訴うつたえて、天宮ちゃんに『目に見える範はん囲いに近づいたら、ただじゃおかないから！』ってキレられて……」

「そう。けど黒波のことだから、たぶんどこか遠くから、天宮のこと監視してるんじゃないか。校舎の周りをうろついたら見つけられると思うぞ」

　黒髪の男子高校生が補ほ足そくしてくれた。

「そうですか。ありがとうございます」

　狐につままれた心地ここちで頭を下げる。

　八坂たちに対してはピクリとも眉を動かさず、終始、怜れい悧りな刃は物もののようだった黒波なのに。

　脳のう内ないの黒波像と、いま語られた黒波像に隔へだたりが──。

　茶髪の狐憑きが須す藤どう。ニケーナを連れている黒髪の男が久く我が。二人の男子高校生により、黒波の情報をたくさん仕入れることができた。

　全体的にとても駄目な情報満まん載さいだったが。

「ありがとうございます。ぼくたち、校こう舎しやのまわりを探してみますね」

　春日がぴょこんとお辞じ儀ぎをし、

「おうっ。がんばれよ」

「もし黒波を見つけたら、君らのこと伝えとくよ」

　二人と二神は校舎内へと入っていったのだった。







　池上はずっと携帯で誰かと話している。

「ククククク。──僕だ。ああ、いま向かっている。機関からの妨ぼう害がいをすでに受けている。しかし、問題ない。やりすごした。な、なにっ!?　ターゲットサウザンドが？　わかった。いま向かう」

　カチャリ。

「別行動だ。光の導くままに──」

　重々しく池上が言った。さっと白衣を閃かせ、上空へと飛ひ翔しようする。

「え、ええええええ。ワタシも池上会長についていくのデス。待って─────」

　ファニエルと天使たちが池上を追いかけた。

「……気をつけて」

　ファニエルだけなら不安だが、池上が一緒ならと、素直に見送る八坂である。誰かを困らせることはあっても、池上自身が困ることはない。危ないこともなかろう。

　そのまま、八坂たちだけで周辺を探すことになった。

　高いところから校舎の全体像を見ればいいのかと、みんなで空中にのぼる。

「波坂、おまえだったらこの場合、どのあたりにいる？」

　八坂はなんとなくそう口にする。他の誰でもなく、今回に限り、波坂に聞くのが一番だという勘かんが働いたのだ。

「ほう。八坂もとうとうオレを頼る気になったか」

「頼るっていうか……黒波さんと波坂になんらかの共通項こうを感じて……だな」

　──悪質なストーカーなのでは？

　ひたすら千冬を追いかけ回しているのでは？

　黒波が死神養成学校内で常時、携帯端末で地上をチェックしていたというあれも、盗撮行為のひとつだったのでは？

　謎の言葉「シマ」はまさか「シマパン」のことではないだろうな？

　確認するのが怖くなってきた八坂だった。

「どれ。八坂もやっと身近でいちばん頼れるのはオレだということが理解できたようだし、少し考えてやろう。千冬とかいう女生徒の教室はあそこなんだろう」

　校舎の窓のひとつを指さす。

「オレの経験に基もとづくと、あの地点の教室内を見るには双そう眼がん鏡きようだな。見やすい角度と距離は──」

　するすると移動する。

　妙な説得力があり、全員が波坂についていった。

「ここだ！」

　波坂が断言した電信柱のてっぺんに──男がひとり双眼鏡を抱えて張りついていた。




　黒波だった。




「うっわー。なんて言っていいのかわかんねーな、これ」

　空中で悶もん絶ぜつする八坂である。

　春日が小さな羽をぱたぱたとはためかせて黒波へと飛んでいく。

「お久しぶりです。先日はお世話になりました。あの……これ、大切なものなのかなと思って返しに来ました」

「え？」

　黒波が双眼鏡をはずし、ちらっと春日を見る。

「どちらさまです？」

「死神養成学校で特別講義を受けた……春日です。一回、名前呼んでくださったんだけど……あの。携帯端末を黒波さんから取ったときに、ちゃんと認めてくださって……その……名前呼ばれたの嬉うれしかったんです、ぼく……」

「ああ──そういえばそんなことが。私は必要があるときは、瞬間的に名めい簿ぼを暗記しますので。でも不要になると、そのまま脳内の記憶をデリートしてしまうんですよね」

「つーことは、もう俺たちの顔も名前もすっかり忘れちゃったってこと？」

　乾いた笑いが零こぼれた。あっさり不要枠わくに入れられた自分たちの立場はいったい……。

「忘れるという行程は、特定のドーパミンを必要とする、積極的プロセスですので。私はわざわざ脳に特定のドーパミンを放出させて、あなたたちの記憶を消去するという手間をかけたんです。感謝して欲しいくらいですね」

「そうか。なんかわかんないけど、忘れてくれてありがとう」

　面倒になって、八坂は頭を下げた。

「いえ、どういたしまして。その端末、別にもういらないのに、わざわざ持ってきてくださったんですね。そちらで処分してくれて構わなかったんですが……」

「いらないんですか？　中のデータは厳げん重じゆうにプロテクトが掛かってましたけど」

　春日が悲しげに言う。

「大切なデータはすべて直前に別の端末に転送しています。何重にもコピー取ってますし」

「そう……ですか」

「いま、いいところなので、すみません。千冬さんが、頰にかかる髪を指で払いのけながら英語の書き取りをしてるところなので。斜め四十五度の千冬さんと、熱中したときの眉み間けんのしわを私の心に刻み込んでおかないと……」

　──マニアックだなあ。

　と──。

　双眼鏡を目に当てた黒波が、叫んだ。

「っ。白衣の男が千冬さんに！」

　黒波はデスサイズを構え、目にも留とまらない速さでかき消えた。

　取り落とした双眼鏡を空中でつかみ、目に当てる。覗のぞき込んだ八坂が見たものは──教室で授業を受ける清せい楚そで可愛い女子高校生に、菓か子し折おりを渡して挨あい拶さつをしているらしき白衣の池上会長と、そんな二人を取り囲むファニエルと天使たちの姿だった。
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　八坂たちは慌てて黒波を追いかけた。

　しかし、辿たどりついたときには、黒波と池上の戦いはすでに終わっていた。

　場所は、教室ではなく屋上である。

　天使たちがズタボロになってあちこちに転がっているので、なかなか良い戦いをしたのだろう。

　屋上には、八坂たちに親切にしてくれた男子生徒たちとニケーナ、九尾の狐も揃そろっている。

「もうっ。何やってるの？　授業中にいきなり入ってきて邪魔するなんて、信じられない。しかも休きゆう憩けいのチャイムが鳴った途と端たん、戦いだすとか……」

　ぷんぷんという擬ぎ音おんをつけたい感じで女子生徒が怒っている。

　ストレートの黒くて長い髪。切れ長の綺麗な双そう眸ぼう。怒っているせいか頰が上気していて、健康的に愛らしい。

　──この人が、千冬さんかぁ。

　執しゆう着ちやくする黒波の気持ちもわからないではないが……と考えてから「いやいや。やっぱり、ストーカーする気持ちはわからんな」と思い直した。

「千冬さんが知らない白衣の男から、お菓子もらってるからじゃないですか」

　黒波は千冬の前で正座をして座り、口を尖らせて拗すねている。

「そんなの、いきなり学校で戦いだす理由にはならないでしょう!!」

「知らない人からお菓子なんてもらったら、誘ゆう拐かいされるかもしれないじゃないですか。いや、誘拐されるに決まってます。魔まの手から救いだした私に感謝のキスをしてくれてもいいんですよ。さあ！」

　黒波が両手をがばっと開いて、千冬に向かって訴えた。

　千冬が無言で、黒波を張り飛ばした。







「あっちはあっちでほっといて、じゃあこっちだ」

　嘆たん息そくし、八坂はファニエルと池上に向き合った。

「池上会長。どうして黒波さんと戦ったりしたんですか」

「ワタシたちから先に手を出したわけではないのデス！　あっちが先にデスサイズ振り回してきたので、応戦しただけなのデス!!」

　ファニエルが興奮した口調で言い返す。

　池上は腕組みをして斜め立ちし、こめかみを片手で押さえ、低く言う。

「光と闇やみ。永えい劫ごうの戦い。奴は贄にえを求めた。それだけのこと」

「わかりました。池上会長、わりと戦う気満々だったのは気づいてましたから。春日が善意で、池上会長は戦意でここに来てたの、知ってました」

　腕試しみたいなものなんだろうか。天才同士は必然として引き合うみたいなものなのかもしれない。

「じゃあ、なんでひとりだけで──ああ、違うな。ファニエルたちと一緒に別行動したんですか？」

「探すより、呼び寄せるほうが早いと思った。ターゲットサウザントに先に会い、ターゲットブラックとの邂かい逅こうの手はずを頼むほうが探すより早い。実際、そうだった。論理的な帰結だ。計画どおり！」

「なるほど。菓子折まで持ってきてるんだから、本当に計画どおりなんですね……」

「女性に優しくあるべきだ。頼みごとをするのに手ぶらでは良くない。礼れい儀ぎとか気持ちとかそういうものだ」

　傍らに置かれた菓子折の包みを破り、男子高校生たちがもぐもぐと中身を食べている。

「お裾すそ分わけいただいてます」

「ごちですっ」

　頭を下げられた。いい生徒たちだ……。

「……死神饅まん頭じゆうっていうのがあるって、初めて知った」

　重たいため息と一緒に、八坂は言った。

「名物だ」

　池上がきっぱりと答えた。

「嫌げものみやげものですね」

　死の象しよう徴ちようのごとく、黒くてどろどろとしたドクロが浮かび上がる饅頭の詰め合わせである。もらいたくない。

「けっこう美う味まいよ、これ」

　須藤が、ぱくりと饅頭を食べて、人のいい笑顔を見せた。







　須藤と久我は体育の授業で着替えなければと先に去っていった。

　黒波は、残った千冬にとことん怒られていた。

　強いのに、まったくやり返していなかった。女性相手に反はん撃げきであれ、手をあげるのはよろしくないので、それはそれとしても──。

「いくらでも避けることができるはずなのに、パンチを避けないんだなあ」

　千冬と黒波のやり取りを見て、八坂が言う。

　波坂が八坂の隣で、澄すんだ目をして、

「我々の世界ではご褒美ですから」

　と相づちを打った。

「お、おぅ……そうか」

　八坂はどう答えていいかわからず、波坂を見た。それから黒波を見た。そうして千冬を見た。

　チャイムが鳴る。

「あー、もう。休憩終わっちゃう。これ以上、変なことしないでよね。わかった？」

　がみがみと怒る千冬を、正座で見上げた黒波が答える。

「私は変なことなんて、何ひとつしてません」

　子どものような返事だ。

　先刻の言い争いも。尖らせた口や、膨ふくらませた頰も、むきになったり、拗ねたり。

　八坂たちが特別講義を受けた、エリート死神の面おも影かげはそこにはない。

「そこで昼休みまで反省してなさいっ！　絶対にそこから立ち上がったら駄目だからね。わかった？」

「うううう」

　黒波は言われるがままだ。

　八坂は不思議な気持ちになる。

　──携帯端末に入ってたデータ、たぶんこの千冬さんっていう人の画像ばっかりなんだろうな。悪質なストーカーみたいだし。

「春日、携帯端末、くれ」

　気がつけば八坂はそう言っていた。

「え？　はい」

　渡された携帯端末を持って、八坂は、屋上出入り口の重たいドアを開けて階段を下りていく千冬を追いかける。

「……っ、千冬さんに触さわったらただじゃおきませんよ」

　黒波の声が聞こえる。振り返り、

「触らない」

　とだけ、答えた。

「──千冬さん。これ。天界で黒波さんが持たされてた携帯端末です。黒波さんに返しにきたけど、もういらないって言うから。あなたに」

「私に？」

「あなたが持ってるといいんじゃないかなって。なんとなく。黒波さんの代わりに持っててください」

　理由はないけれど。ただ、そう感じたので。

「そうなんだ。えっと、はい」

　素直に端末を受け取り、戸と惑まどった顔をする千冬に、八坂は尋たずねた。

「あの、ひとつ聞きたいんですけど。あ、授業に遅刻したら困るだろうから歩きながらでいいです」

　並んで早足で歩く。

「はい？」

「言ったらなんですが、黒波さんて、変へん態たいじゃないですか。筋すじ金がね入りの悪質なストーカーですよね。どうして同居なんて……」

「そう……だけど……でも」

　千冬は、押しつけられた携帯端末に視線を落とした。確かめるようにそれをぎゅっと握った。何かを思いだすような遠い目をして、すーっと息を吸って、八坂をまっすぐに見返した。

「黒波に命を助けてもらったから。私、車に轢ひかれて死ぬ予定だったみたいで。黒波が私の魂を狩るはずだった。でも最さい期ごの瞬間、黒波は私を助けたの。黒波は、そのせいで、死神の仕事を捨てることになったんでしょう？　エリートだったのに」

「まあ……そうっすね」

「黒波、『何があっても貴女あなたを守ります』って私に言ってくれたんだよね。私、両親が亡なくなって、もうずっとひとりで生きていくんだと思ってたから……黒波の言葉がなんだか沁しみて……。守るなんて言ってくれる人がいるなんて……って。黒波は、人じゃなくて死神だったけど」

　ふわりと笑う。

　大事なものをそっと抱え、優しくくるみ込むような微笑だった。
















「元・死神です。もう死神じゃないみたいっす」

　そして──きっと二度と死神に戻ることはないのだろう。

「元死神で、しかも変態でストーカーですが、それで千冬さんがいいって言うなら、俺には特に言うことはないのかな」

　千冬は頰を赤らめて、

「いまの話、黒波には言わないでね」

　と慌てて言った。

「はい。言いません」

　──ごちそうさまです。

　八坂は、ちょっとだけ、黒波のことが羨うらやましくなった。







　教室まで行かず、聞くことだけ聞いて、千冬と別れた。

　のんびりと歩いてまた屋上に戻る。

　黒波はむっとした顔で正座をしている。

「触ってないですよ」

　両手の手のひらを向けて、ひらひらと振りながら、黒波に言った。

「当たり前です。触っていたら今頃あなたは八やつ裂ざきになってます」

「そっか。側そばについていなくても、状じよう況きようを監かん視しする手段は、あなたにはたくさんありそうですもんね。黒波さん、どうして──彼女を助けたんですか？」

　黒波の前にしゃがみ込み、八坂は尋ねる。

「それは……」

　黒波の視線が少しだけ揺らいだ。

　八坂の向こう側の、別のものを透かして見るように、目をすがめた。

　表情も何もかもが違うのに、千冬に黒波について尋ねたときと、どこかが似ていた。

「……秘密です」

　黒波は生き真ま面じ目めに唇を閉ざし、それ以上はもうひと言も話さなかった。

　どうしてか八坂は、やっぱり、黒波のことが羨ましくなった。




　そのあとはみんなで観光をした。

　秋あき葉は原ばらに行って三国志のゲームを購こう入にゆうし、春日チョイスで有名神の寺じ社しや巡めぐりをしたり、たまたま行き違った有名神にサインをもらったり──。

　池上と共にスカイツリーと東京タワーにのぼって、高い場所から人混みを見下ろした。

　池上は哄笑するのに忙いそがしい。ファニエルも池上に倣ならって、胸を張って高笑いをしている。つられたのか春日も笑いだしている。

　八坂はさすがに共に笑う気にはなれず、小学生の団体を連れ歩く引いん率そつ者しやのようなあたたかい気持ちで、池上たちを見守っていた。

　そうして一日を過ごして戻った天界で──。

　担任教師とオカハラ教師が生徒会一行を迎え、いきなり告げた。




「入学おめでとう」




　何をいまさら、だ。

　いきなりクラッカーが鳴らされた。さらにパチパチと拍はく手しゆもされた。

　八坂は怪け訝げんに聞き返す。

「どうしていまになってそんなことを？」

　担任とオカハラ教師は顔を見合わせてフッと笑う。

「実はきみたち、昨日まではまだうちの学科に入学していなかったんだ。死神の仕事は過か酷こくかつ適性がものを言うからね。仮入学をさせて、部活動と生徒会活動で団体行動の様子をチェックし、『この生徒ならば歯車たり得る』と教師がＯＫを出したとき、やっと入学できる。だから今日のいま、この瞬間がきみたちの『入学おめでとう』なんだ。ようこそ死神養成学校へ──」

「え？」

「つまり……ぼくたちはまだちゃんとした生徒じゃなかった……んですか？」

　八坂と春日が声を上げた。

「ああ。そういうことになる」

　教師たちがうなずく。

「試されていたのかと思うと不満は出るが、このあとあらためてクラス替がえをしてもらって八坂と同じクラスになれるなら、文もん句くは言うまい」

　波坂がそう言った。

「申し訳ない。クラス替えはないね。あのクラスはそのまま」

「ちっ」

　舌した打うちをする波坂だった。

　オカハラ教師がひょいと肩をすくめた。

「一年生徒会はみんな入学できたので、生徒会活動はそのままね。団体試験なんで、試験に不合格だった連中は部活丸ごとみんな落ちちゃったんだよね～。三分の一が脱落しちゃったよ、今回」

　ここに至るまでの生徒会活動も、地上での観光も含めすべてが入学試験だったとは──。

　さすがに予想外すぎて八坂は呆ぼう然ぜんとしていた。

「きみたちの中の、特に池上会長と波坂くんは、有能だけど一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるからね。池上会長はなんでもできるが行動原理がフリーダムすぎるし、波坂くんは八坂くん相手じゃなければ能力を発はつ揮きしようとしない。一方、八坂くんは有能なのに出し惜おしみするところがあってめったに本気にならないし、春日くんは基本は真面目だけど落ちこぼれ。ファニエルくんは特別留学枠で未知数。あえてそういう連中みんなまとめて、生徒会にしたんだよ。マイナスとマイナスを掛け合わせるとプラスになるでしょ？　もくろみとしてはその掛け合わせる役割は、真面目な春日くんかなって思ってたんだけど」

　担任はみんなの顔をひとりひとり見回して、続けた。

「意外と八坂くんがうまいこと導いたり、引率したりして、まとめてくれてる要素があった。特別講師に来てくれた神楽木さんも、きみたち生徒会のチーム力がすごいって認めて後押ししてくれたし」

「なんせ黒波さんから携帯端末奪えたのは、きみたちだけだったしね」

　オカハラ教師が相づちを打つ。

「というわけできみたちは、やっと入学できたってわけだ。また明日からシコシコしごくからね～」

　教師たちは、笑いながら去っていったのだった。

「つまりワタシ入学してメデタイのデスね！」

　ファニエルが納得したようにうなずいた。

「そのとおりでございます」

「ファニエルさま、入学おめでとうございます！」

「おめでとうございます!!」

「ん」

　顎を上げ、ファニエルが得意げな顔をした。

　天使たちが盛せい大だいにファンファーレを流してくれた。

「ぼく……落ちこぼれだったけどギリギリ入学できたんですね。みんなのおかげです。ありがとうございます!!」

　春日が潤うるんだ目になっている。

「フーッハッハッハッハッ！」

　池上は意味がわからない哄笑と決めポーズを作っている。

　波坂は八坂の隣にいる。波坂はずっと八坂を見つめている。

　正直、いい加減にして欲しい……。

「そうか。やっと入学してスタート地点なのか」

　八坂はぼそりと告げた。

　──やれやれ。

　これからの毎日も大変そうだった。





[image: ]






　そして翌よく日じつである。

　八坂はほてほてと学校に向かって歩いている。その隣には当たり前のように波坂がいる。

「昨日きのう、地上に行って思ったんだけど。いろんな神様がいるんだな」

　八坂がつぶやく。

「そりゃあそうだろう」

　波坂が重々しくうなずく。

「いろんなストーカーがいるんだな」

「それも、そうだろう」

「あんまり同意されたくなかったな、それ……」

　げんなり。

「死神もそれぞれなんだな」

「ああ。それぞれだな」

「俺たち、どんな死神になるんだろうな」

「さあな？」




「たぶん普通の死神にはなれないんだろうが……死神に普通なんてのは、ないみたいだな」




　どんな死神になっても、別に構わないのかもしれない。

　八坂たちは赤い目をした死神。それ以上でも、それ以下でもない。死神社会のシステムに組み込まれ、社畜となって魂を狩り取る歯車に似た何か。

　そうして──死神養成高等学校死神科一年代表生徒会のメンバーは、まだまだ学び続けるのだった。


終　
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　今作は白はく泉せん社しやさんのweb少女コミックマガジン「花LaLa online」さんにて大好評連れん載さい中ちゆうの『死しに神がみ憑つきの天あま宮みやさん』（著・アメノ先生）の番外ノベライズです。

　死神システムや、死神になるための学校の様子などを、今作オリジナルキャラで書かせていただきました。アメノ先生がおおらかに許してくださったのでかなりフリーダムに考察し、フリーダムにオリキャラを出して動かし、好きにやっております。アメノ先生ありがとうございます。

　もちろん『天宮さん』の主役たち、黒くろ波なみさんや天宮さんなども登場していますので、原作同様かわいがっていただけますと嬉うれしいです。

　同月に白泉社さんから『死神憑きの天宮さん』のコミックスも発売されますので、このノベライズと一緒に手に取ってくださいませ。どうぞよろしくお願いいたします。

　アメノ先生、「花LaLa online」担当編集者さま、ビーズログ文庫アリス担当編集者さま、どうもありがとうございます。


佐さ々さ木き禎てい子こ　




























原案・イラスト

アメノ

Ameno




原稿するかゲームするかしています。

一番好きなのは無双系ですが、最近はアプリゲーでパズルしたり空飛んでたりしています。

twitter @ameno_f










著

佐々木禎子

Teiko Sasaki




私はだいたいいつもＰＣ前にいるので『たまには外に出るといい』と友人に言われるがその言葉をゲームやアニメ画面のなかに向けて言いたい。

二次元よ、たまには外に来てくれよ……。



















漫画・イラスト／アメノ

デザイン／chiaki-k（コガモデザイン）












死しに神がみ憑つきの天あま宮みやさん




─死しに神がみ養よう成せい学がつ校こう編へん─
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著／佐さ々さ木き禎てい子こ





[image: ]





2016年4月15日　発行





[image: ]アメノ／白泉社　[image: ]Teiko SASAKI 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『死神憑きの天宮さん─死神養成学校編─』

2016年4月27日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ビーズログ文庫アリス編集部

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p000-00-15-1.jpg





item/image/p000-00-9-1.jpg
B T i e e Rt

T

7> )
| FromTLB| ))
| TTU—tsea. ||

| mmowta |
|| csoEm. |

o

L DD IP IR D ID IR IR ID SR TP D ID D TR Ir ID IB TP ID ID TP TP ID SD B T TN D IB 0 I0 D T Tk S0 D T T Sb IB b T b 2





item/image/p000-00-11-1.jpg





item/image/logo-bslogA.png





item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-83-1.jpg
M RO B RQ DV
A - a5 & INTR S © N KN A D 64
MR o LR O Piens
TET )50 5 6’

M QEmE B IR WEE O 250
MREEIN QKT | § KU N R NSiR
US4 BER QRO O (b S 40
RERREI RO LD Y S 5
B0 LIMROIE L VY 2 0oRIF R SRS
A1) AU LS80 TBEEDES O W A0 S
RPOLS P MRR | WD W 2 e

NN QIO W - © 24 & &
B RQE 2 1 HRADD W
KINIEES %0 5 6 082° 85 S N —
PAUVHKRU OV & S NEHQ
BRI S o ey 3
WO ELE YNNI H 2B
<o ﬁﬁ?%%#@%v?mu
P R SV ESE D w6 O
w%*?tk%mi#

§ 30424 07 AR89 2
@%@:%%3&6&&1&

E&Aﬁ?k¢§72u770xﬁ¥
B0 =2Lala online ETES U4 R
£ 00 O LY QIR KT
%0 5 A6 42°

. @n%{&(t

=93k

T

o 438 ver (2

Tt

Qoo ek &7 H @

Eéi

O &z

@073k






item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-23-2.jpg





item/image/p000-00-23-1.jpg
_;,n iﬁAﬁ@nﬂm@mu\ utiokﬁmﬁtwjzxnoklc .n./a.w;:n





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p000-00-84-1.jpg
TRAINING SCHOOL FOR GOD OF DEATH

*





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-16-1.jpg





item/image/p000-00-58-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一話　プロローグあるいは生徒会役員が決まるまでのお話



		漫画　生徒会の仕事



		第二話　生徒会の日常は、はじまった途端にカオスだったというお話



		漫画　選ばれし苦労人



		第三話　死神科の授業は大変なんだよというお話



		漫画　営業熱心



		第四話　特別講師にエリート死神と波坂とのお話



		漫画　Ｎという存在



		第五話　生徒会役員たちが地上に降りて、生徒会は続くよどこまでものお話



		あとがき



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-31-1.jpg
10 oo MR

AT S OHER<

VPOFSSEQ
Vpofm:

‘wmwbkof%
B

SRR 0
NI
AN IS S
ﬁ.bm.ﬁ;\.?ﬁun,u(h =:

{teroRteGy- -~





item/image/p000-00-54-1.jpg





item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-2-1.jpg





item/image/p000-00-73-1.jpg





item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-66-1.jpg





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-43-1.jpg
[ESQ g

49 Q842

S ba

w32K 30 R

Rigo=:
QOS50 Hde

NNIH R
540550240058 ©

i fingl

FEoz oo | -






item/image/p000-00-62-1.jpg
BEOU R
piats

.7. =
Bosmen

EAHY Y=

HESHP BT 250

BB U550

CERELRY
DORIIN IR IR
LTRSS

B 0d S0P ISS
L=l A

1 — N D 0O
30005100
| B IR

[N
/ wauned

T

RiEML I~ ol

)0~

S

Sk

3

Rt






item/image/p000-00-50-1.jpg





item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-36-1.jpg
o

mﬁﬂﬂ.





item/image/p000-00-13-1.jpg





item/image/p000-00-3-1.jpg
K5 - SERBMESSRIEET *
TTE. TU—N (ZEADBV) EHERB I,

7R < ZEL LB 51 SIS
ZAIRFERT & bt)k-;br..}\i&(&
ENBR h—H—DIEIR. -

AL REEBHSHE—BDHMLE (7).
RABGEFE - T7 =T
BMUR/E-B & - BB,
BERRE 4 &3

ﬂiﬁnluﬁﬁnt L/ib\ ~~~~~~ 1?2
ﬁﬂ%ﬁkm%&Pnﬁxﬂ

E (T3 L OMEE EBAES 1?
AASIF 1Y 4 ATBEDEEAL YT |

*

TRAINING SCHOOL
FOR GOD OF DEATH





item/image/p000-00-32-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-48-1.jpg





item/image/p000-00-44-2.jpg





item/image/p000-00-44-1.jpg
L5
bl
i
i
i<
x
Y
]
'~
e
o
&
&
e
&
D
=
B






item/image/p000-00-40-1.jpg





item/image/p000-00-63-1.jpg
Mmmwﬂ;,n i.mmAKLXEH\ ;b.ﬁrﬂk..%h/f iﬁAﬁiwﬂ(i&lifeﬁ@kaﬁ





item/image/p000-00-37-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
o o o o K o o o e o o o K o o o i i

| epamas. ||
| gzs%m‘m\o\‘
i e, |

U

) S
|| g, \
|| Eea—om.||

e e o o o e o o o o o e e o i e o o o o e o






item/image/p000-00-10-1.jpg
WIME NED—N9Q0 5 BHEHRM R #0182 Q RHE





item/image/p000-00-82-1.jpg





item/image/p000-00-75-1.jpg





item/image/p000-00-22-1.jpg
WOLRIER
BN HAL
Womn IR

fEs Bilome
IR RE ok HEE ORI o 208
108 uRANY 552300






item/image/p000-00-71-1.jpg





